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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゅうや　中夜　　　　　　　　　　ふきや　吹き矢．

　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　えや　（連語）　　　　　　　　きやきや　（副）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おや　親　　　　　　　　　　　あんぎゃ　行脚

　　　　　　や　（感）　　　　　　　　かうおや　講親　　　　　　　　　だうぐや　道具屋

　　　　　　や　矢　　　　　　　　　　ぐそくおや　具足親　　　　　　　　　　がくや　楽屋

　　　　　　や　屋（名）　　　　　　　　はしおや　箸親　　　　　　　　　　ごくや　獄屋

　　　　　一や　屋（接尾）　　　　　　　えぼしおや　鳥帽子親　　　　　　　　　なぐや　投ぐ矢

　　　　　　や　輻　　　　　　　　　　　あにおや　兄親　　　　　　かんしゃうばくや　干将莫耶

　　　　　一や　（間助）　　　　　　　　かねおや　金親　　　　　　　　　ぬひはくや　縫ひ箔屋

　　　　　一や　（終助）　　　　　　　　かねおや　鉄漿親　　　　　　　　　　ぼくや　僕射

　　　　　一や　（接尾）　　　　　　のちのおや　後の親　　　　　　　　うぼくや　右僕射

　　　　　　や一八　　　　　　　　　ひとのおや　人の親　　　　　　　　さぼくや．左僕射

　　　　　あや　（感）　　　　　　　　くにのおや　国の親　　　　　　　あひじゃくや　相借家

　　　　　あや文　　　　　ようひおや鎧親　　　　うらじゃくや裏借家
　　　　　あや綾　　　　　　　　あまつみおや　天つ御祖　　　　　　　にやくや　（副）

　　にしきあや　錦綾　　　　　　　　おほみおや　大御祖　　　　　　　　　もやくや　（名）

　　　ふたあや　二綾　　　　　　とほつかむおや　遠つ神祖　　　　　　　たかゆくや　高行くや（枕）

　　からのあや唐の綾　　　　　　　　　めおや　女親　　　　　　　　　　けや　（形動）

　　　おほあや　大綾　　　　　　　　　へやおや　部屋親　　　　　　　　　　あげや　揚げ屋

　　　めもあや　目もあや　　　　　　　とりおや　取り親　　　　　　　　　かけや　掛け矢

　　　からあや唐綾　　　　　　　　よりおや　寄り親　　　　　　　　かけや掛け屋

　　　いりあや入り綾　　　　　　おはぐろおや御歯黒親　　　　　　　　こや蚕屋
　　　　　いや　（感動）　　　　　　　　びんおや　費親　　　　　　　　　　　　こや　（連語）

　　　　　いや　（形動）　　　　　　　　　かや　茅　　　　　　　　　　　　ごや　五夜

　　　　　いや　（副）　　　　　　　　　　かや’枢　　　　　　　　　　　　ごや　後夜

　　　　　いや一弥　　　　　　　 一 かや（終助）　　　　　けいこや稽古屋
　　　　　いや一嫌　　　　　　　　　　　一がや　（連語）　　　　　　　　まかごや　真鹿児矢

　　　　あいや　（感）　　　　　　　　　たかがや　高萱　　　　　　　　たてかけごや　建て掛け小屋

　　　　えいや　（感）　　　　　　ねじうたかがや　根白高萱　　　　　　　　　しこや　醜屋

　　　　おいや　（感）　　　　　　　　　　さかや　酒屋　　　　　　　　　はたごや　旅籠屋

　　しっかいや　悉皆屋　　　　　　　　うけざかや　請け酒屋　　　　　　　　やどこや　宿小屋

　　　とかいや　渡海屋　　　　　　　　いもざかや　芋酒屋　　　　　　　　　　なごや　和や

　　てんがいや　天蓋屋　　　　　　　　　すかや　好かや　　　　　　　　　なごや　名護屋1

　　ぢょさいや　定斎屋　　　　　　　　　しつがや　賎が家　　　　　　　　　　にごや　柔や

　　　　たいや　逮夜　　　　　　　　　　一とかや　（連語）　　　　　　　　　はこや　箱屋

　　　　だいや　台屋　　　　　　　　　　　ながや　長屋　　　　　　　　　ちゃやこや　茶屋小屋

　　　　ていや　丁夜　　　　　　　　あひながや　相長屋　　　　　　　　　よこや　横矢

　　　　へいや　丙夜　　　　　　　　　さねかや　さ根萱　　　　　　　　てらこや　寺子屋

　　　いやいや　（副）　　　　　　　　なにやかや　何や彼や　　　　　　　　さんごや　三五夜

　　　　　うや　礼　　　　　　　　　まくらがや　枕蚊帳　　　　　　　　　ばんごや　番小屋

　　　　かうや　高野　　　　　　　　　かるかや　刈萱　　　　　　　　　　　さや　鞘

　　　　くうや空也　　　　　　こともおろかや　言も愚かや　　　　　　　　さや　紗綾

　　　　こうや　紺屋　　　　　　　　　　おきや　置き屋　　　　　　　　　　さや　（副）

　　　　たうや　当屋　　　　　　　　　さじきや　桟敷屋　　　　　　　　　　さや　（副）

　　　　ちうや　昼夜　　　　　　　　　　　すきや　透綾　　　　　　　　　　　　さや　（連語）

　　　しゃうや　庄屋　　　　　　　　　　　すきや　数寄屋　　　　　　　　　　いさや　（感）

　　　じゃうや　常夜　　　　　　　　　　せきや　関屋　　　　　　　　　　　いざや　（感）

　　　ちゃうや　長夜　　　　　　　　　ふせきや　防き矢　　　　　　いさともいさや　（連語）

　　　ちゃうや　帳屋　　　　　　　　ひたきや　火焚き屋　　　　　　　ぽうざや　棒鞘

しゃうじぢゃうや　生死長夜　　　　　　　　っきや　摘屋　　　　　ちゃうさやようさや　（連語）

　　　りゃうや　良夜　　　　　　　　おもひきや　思ひきや　　　　　　しゅもくざや　撞木鞘
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　てんもくざや　天目鞘　　　　　　　ゑまいしゃ　絵馬医者　　　　　　　わうしゃ　王者

　　　　けざや　毛鞘　　　　　　おさすりいしゃ　御摩り医者　　　　　ζうがしゃ　恒河沙

　　　ごけざや　後家鞘　　　　　　　　れいしゃ　礼者　　　　　　　　あひがしや　相貸家

　　　さげざや　提げ鞘　　　　　　　　　れいしゃ　霊社　　　　　　　　　うらがしや　裏貸家

　　　なげざや　投げ鞘　　　　　　かどれいしゃ　門礼者　　　　　　　　きしゃ　騎射

　　とりげざや　鳥毛鞘　　　　　　こてんいしゃ　御殿医者　　　　　　　すきしゃ　好き者

　　りうござや　輪鼓鞘　　　　　　　　　かうしゃ　巧者　　　　　　　　ものずきしゃ　物好き者

　かさほこざや　笠鉾鞘　　　　　　くちがうしゃ　口巧者　　　　　　　　りきしゃ　力者

　　　みせざや　見せ鞘　　　　　あきなひがうしゃ　商ひ巧者　　　　　　　　くしゃ　倶舎

　　　　ひざや　緋紗綾　　　　　　　みみがうしゃ　耳巧者　　　　　　しゅがくしゃ　修学者

　　きざみざや　刻み鞘　　　　　　こんがうしゃ　金剛砂　　　　　　　　さくしゃ　作者

　　　さめざや　鮫鞘　　　　　　　　　こうしゃ　功者　　　　　　　　げさくしゃ　戯作者

　　　さやさや　（副）　　　　　　　　　こうしゃ　恒沙　　　　　　　げんぷくしゃ　現福者

　　　しらさや　白鞘　　　　　　　けっこうしゃ　結構者　　　　　　　そまくしゃ　蘇莫者

　ずんぎりざや　寸切り鞘　　　　　　　せうしゃ　小社　　　　　　　　　やくしゃ　役者

　　　しりざや　尻鞘　　　　　　　　　そうしゃ　奏者　　　　　　なだいやくしゃ　名題役者

　すぎなりざや　杉形鞘　　　　　　　　そうじゃ　総社　　　　　せんりゃうやくしゃ　千両役者

　　　わりざや　割り鞘　　　　　　　　だうしゃ　堂舎　　　　　でくでくやくしゃ　でくでく役者

　　かぶろざや　禿鞘　　　　　　　　　だうしゃ　道者　　　　　　こづめやくしゃ　小詰め役者

　　　　　しゃ　（感）　　　　　　　おくだうしゃ　奥道者　　　　　くだりやくしゃ　下り役者

　　　　　しゃ　舎　　　　　　　　くまのだうしゃ　熊野道者　　　　　　　　こしゃ　五舎

　　　　　しゃ者　　　　 のうじゃ能者　　　りゅうこしゃ龍骨車
　　　　　しゃ紗　　　　　はうしゃ報謝　　　　かくこしゃ恪勤者
　　　　　しゃ斜　　　　 ばうしゃ茅舎　　　ああしやこしや（感）
　　　　　しゃ　赦　　　　　　　　　　ばうじゃ　坊舎　　　　　　ええしやこしや　（感）

　　　　　しゃ一（接頭）　　　　　　　しはうしゃ　襲芳舎　　　　　　　　　さしや　差し矢

　　　　　じゃ　蛇　　　　　　　　　しふはうしゃ　襲芳舎　　　　　　　　　ししや　猟矢

　　　　あしや　葦屋　　　　　　　　　まうじゃ　亡者　　　　　　　　　　じしゃ　侍者

　　おくいしゃ　奥医者　　　　　　　　　やうじや　楊枝屋　　　　　　　しゅっせしゃ　出世者

　　　げいしゃ　芸者　　　　　　　　せうやうしゃ　昭陽舎　　　　　　　　　　ちしゃ　知者

をとこげいしゃ　男芸者　　　　　　　　きゃうしゃ　香車　　　　　　　　　　ぢしゃ　持者

　　しげいしゃ　淑景舎　　　　　　　　ぎゃうじゃ　行者　　　　　　　　　しちしゃ　七社

　まちげいしゃ　町芸者　　　　　　　ちぎゃうじゃ　持経者　　　　　さんわうしちしゃ　山王七社

　きどげいしゃ　木戸芸者　　　　　　ひぎゃうしゃ　飛香舎　　　　　　　　みちしゃ　道者

まくらげいしゃ　枕芸者　　　　　　しゅぎゃうじゃ　修行者　　　　　　　たらちしや　垂乳しや（枕）

　しらげいしゃ　白芸者　　　　　　　　じゃうしゃ　盛者　　　　　　　　　ぎっしゃ　牛車

　たいこいしゃ　太鼓医者　　　　　　　しゃうじゃ　生者　　　　　　　　　　こっ』しゃ　乞者

　　ちこいしゃ　稚児医者　　　　　　しゃうじゃ　聖者　　　　　　りゅうこつしゃ　龍骨車

　とんせいしゃ　遁世者　　　　　　　　しゃうじゃ　精舎　　　　　　　　　せっしゃ　摂社

　　　たいしゃ　大社　　　　　　ぎをんしゃうじゃ　祇園精舎　　　　　　　たっしゃ　達者

　　　たいしゃ　大射　　　　　　　　　ちゃうじゃ　長者　　　　　　　　げんぷつしゃ　験仏者

　　　たいしゃ　大赦　　　　　　　　　ぢゃうじゃ　定者　　　　　　　　　まっしゃ　末社

　　かちいしゃ　徒医者　　　　　はうちゃうじゃ　庖丁者　　　　はちじふまっしゃ　八十末社

　　まちいしゃ　町医者　　　　だいふくちゃうじゃ　大福長者　　　ひゃくにじふまっしゃ　百二十末社

　　　ていしゃ　手医者　　　　　うちのちゃうじゃ　氏の長者　　　　いたりまっしゃ　至り末社

　　おていしゃ　御手医者　　　もちまるちゃうじゃ　持丸長者　　　　　　　　りっしゃ　竪者

　あんないしゃ　案内者　　　　　　　じゅうしゃ　従者　　　　　　　　　てしゃ　手者

おかかへいしゃ　御抱へ医者　　　　　　ちゅうしゃ　中社　　　　　　　　　おどしゃ　御土砂

　こくへいしゃ　国幣社　　　　　　　くぢゅうしゃ　久住者　　　　　　　　　ぬしや　塗師屋

くわんぺいしゃ　官幣社　　　　　　　　　ようしゃ　用捨　　　　　　　　　　きのじや　喜の字屋

　ゑうまいしゃ　絵馬医者　　　　　　　ろうしゃ1籠舎　　　　　　　　　たのしや　楽し屋
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　　　　　ぷしゃ　奉射　　　　　　　　　ぷげんじゃ　分限者　　　　　　　　　　一ぢゃ　（助動）

　　　　　ぷしゃ　歩射　　　　　　　しゅげんじゃ　修験者　　　　　　　　　いちや　一夜

　　　　ざふしゃ　雑舎　　　　　　　　　ごんじゃ　権者　　　　　　　　　　いちゃ　（名）

　　　みたふしや　見倒し屋　　　　　　　さんじゃ　三社　　　　　　　　　こいちゃ　濃い茶

　　せっしゅふしゃ　摂取不捨　　　　　　　さんじゃ　算者　　　　　　　　はったいぢゃ　模茶

　　　　かへしや　返し矢　　　　　　だうしんじゃ　道心者　　　　　　　うかうちゃ　路考茶

　　　てまへしゃ・手前者　　　　　　　　せんじゃ　千社　　　　　　　　　たうちゃ　唐茶

　　　　とほしや　通し矢　　　　　　　　そんじゃ　尊者　　　　　　ちゃちゃほうちゃ　茶茶ほうちゃ

　　　　　むしゃ　武者　　　　　　　ふるなそんじゃ　富楼那尊者　　　　　　　　おちゃ　（動命令）

　　あんがうむしゃ　鮫鰻武者　　　　　　　てんしゃ　天赦　　　　　　　　　　きちや　吉弥

　　ばんどうむしゃ　坂東武者　　　　　　　でんしゃ　田舎　　　　　　　　‘きぢや　木地屋

　　　　がむしゃ　我武者　　　　　　　　てんじゃ　点者　　　　　　　　ひゃくぢゃ　百茶

　　　さきむしゃ　先武者　　　　　　　　とんしゃ　頓写　　　　　　　　　　こちや　此方や

　　　かけむしゃ　駆け武者　　　　　　　しなんしゃ　指南車　　　　　　　　　　こちゃ　（連語）

　　ゐのししむしゃ　猪武者　　　　　　　　ねんじゃ　念者　　　　　　　　　　しちや　七夜

　　　ほふしむしゃ　法師武者　　　　　　　はんじゃ　判者　　　　　　　ちゃうじちゃ　丁子茶

　　すはだむしゃ　素肌武者　　　　　　ふべんしゃ　不弁者　　　　　　　いちしちや　一七夜

　　　おちむしゃ　落ち武者・　　　　　　ほんしゃ　本社　　　　　　　　　じふしちや　十七屋

　　　かちむしゃ　徒武者　　　　　　　　もんじゃ　文者　　　　　　　うぐひすちゃ　鶯茶

　　　　しにむしゃ　死に武者　　　　　けんもんしゃ　顕紋紗　　　　　　　　こっちゃ　（代）

　　　　はむしゃ　葉武者　　　　　　　　らんじゃ　蘭爵　　　　　　　　　はっちゃ　（感）

　　　乙のはむしゃ　木の葉武者　　　r　　　れんしゃ　輩車　　　　　　やみらみっちゃ　（名）

　　　　うまむしゃ　馬武者　　　　　　　　くわんじゃ　冠者　　　　　　　　　　やっちゃ　（感）

　　　あらむしゃ　荒武者　　　　　　こくわんじゃ　小冠者　　　　　　　　かどちゃ　門茶

　　　かりむしゃ「駆り武者　　　　　　　　一ずや　（連語）　　　　　　　　やどちゃ　宿茶

　　　ひとりむしゃ　一人武者　　　　r　　　　　くずや、葛屋　　　　　　　　　　とのちゃ　礪の茶

　　　もじゃもじゃ　（名）　　　　　　　　　　いせや　伊勢屋　　　　　　　しじふはちや　四十八夜

　　　　　やしゃ　夜叉　　　　　　　　かみかぜや　神風や（枕）　　　はちじふはちや　八十八夜

　　こんがうやしゃ　金剛夜叉　　　　　　　かむかぜや　神風や（枕）　　　　　　　　ふちや　扶持矢

　　　　きゃしゃ　花車　　　　　　　　　　ふせや　伏せ屋　　　　　　　　　ふちゃ‘普茶
げめんじぼさつな　　外面似菩薩　　　　　しつのふせや　賎の伏屋　　　　　　　おほちゃ　大茶

　いしんにょやしゃ　　内心如夜叉　　　　　　　　そや　初夜　　　　　　　　あしくぼちゃ　足久保茶

　　ぐんだりやしゃ　軍茶利夜叉　　　　　　　　そや　征矢　　　　　　　　　ζぽちや　殿ち家

　　　ちゃのゆしゃ　茶の湯者　　　　　　　　　一そや　（連語）　　　　　　　　しほちゃ　塩茶

　　　　　よしや縦しや　　　　　　　　いそや磯屋　　　　　　　　あまちゃ　甘茶
　　　　しょしゃ　書写　　　　　　　　　さぞや　（連語）　　　　　　　うめちゃ　埋め茶

　　　　さらしや晒し屋　　　　　　　　　そそや　（感）　　　　　　　　ちゃちゃ　茶茶

　　　　それしゃ　其者　　　　　　　　　　なぞや　何ぞや　　　　　　　きがらちゃ　黄枯ら茶

　　　　　くわしゃ　火車　　　　　　　　いかにそや　如何にそや　　　　　　ならちゃ　奈良茶

　　　　　くわしゃ　火舎　　　　　　　いしうちのそや　石打ちの征矢　　　　　あまりちゃ　余り茶

　　　　くわしゃ　花車　　　　　　　　みつばのそや　三っ羽の征矢　　　　　　みるちゃ　海松茶

　　　　くわじゃ　冠者　　　　　　　　　おひそや　負ひ征矢　　　　　　　すみるちゃ　素海松茶

ぎっちゃうくかじゃ　毬杖冠者　　　　　　　　あだや　徒矢　　　　　　　　　しろちゃ　白茶

　　ぎょうくわしゃ　凝華舎　　　　　　　　　いたや　板家　　　　　　　　　きんちゃ　金茶

　　たらうくわじゃ　太郎冠者　　　　　　　しまうたや　仕舞うた屋　　　　　　　さんちゃ　散茶

　　　　こくわじゃ　小冠者　　　　　　　　　　かたや　方屋　　　　　　　　　　てんちゃ　莫茶

　　　　えんじゃ　縁者　　　　　　　　　　　したや　下屋　　　　　　　　　　　　つや　通夜

　　　　かんじゃ　勘者　　　　　　　　　　はたや　将や　　　　　　　　　　おつや　乙夜

　　　　きんしゃ　金紗　　　　　　　　　　ひはだや　檜皮屋　　　　　　　　　　さつや　猟矢

　　　　げんじゃ　験者　　　　　　　　　みたや　御田屋　　　　　　　　ひとつや　一つ家
　やいばのげんじゃ　刃の験者　　　　　　　　　ちゃ　茶　　　　　　　　　　ななつや　七つ家
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　　　みつや　水屋　　　　　　　　　　いちのや　一の矢　　　　　　　　　おへや　御部屋

　　　つやつや　（副）　　　　　　　　しつのや　賎の家　　　　　　　にひなへや　新嘗屋

　　　つやつや　艶艶　　　　　　　　　　にのや　二の矢　　　　　　　　おほべや　大部屋

しゃうぐわつや　正月屋　　　　　　　　たふのや　答の矢　　　　　　　　ともべや　供部屋

　　　　てや　手矢　　　　　　　　　しものや　下の屋　　　　　　　　くらべや　暗部屋

　　　　一てや　（連語）　　　　　　　みつものや　三つ物屋　　　　　あんどんべや　行燈部屋

　　　　一てや　（連語）　　　　　　　からものや　唐物屋　　　　　　　　　　ほや　寄生

　　　　いでや　（感）　　　　　　　　ねりものや　煉り物屋　　　　　　　　　ほや　火屋

　　　うたてや　（連語）　　　　　　　　　　　はや　甲矢　　　　　　　　　　　　ほや　穂屋

　　　かたてや　片手矢　　　　　　　　　　はや　早　　　　　　　　　　　　ぽや　戊夜

　　　ふるてや　古手屋　　　　　　　　　　一はや　（終助）　　　　　　　　　おほや　大矢

　　　　　とや　鳥屋　　　　　　　　　　　　一ばや　（終助）　　　　　　　　　　しほや　塩屋

　　　　一とや　（連語）　　　　　　　　　一ばや　（連語）　　　　　　なだのしほや灘の塩屋

　　　　おとや　乙矢　　　　　　　　　　　あはや　（感）　　　　　　　　　　っぼや　壷屋

　　　まことや　真や　　　　　　　　　　　いはや　岩屋　　　　　　　　　　　とほや　遠矢

　　　せどや　背戸家　　　　　　　あまのいはや　天の岩屋　　　　　　　　ほやほや　（副）

　　　おとどや　大殿屋　　　　　　　　　　うはや　上矢　　　　　　　　　　ぽやぼや　（副）

　　　　などや　（連語）　　　　　　　　　かはや　厨　　　　　　　　　　　まろぼや　丸ぼや

　　　　ひとや　一家　　　　　　　　　やつぎぱや　矢継ぎ早　　　　　　　　　　まや　両下

　　　　ひとや　人屋　　　　　　　　　　くはや　（感）　　　　　　　　　　まや　馬屋

　　　　まとや　的矢　　　　　　　　　　こぱや　小早　　　　　　　　　　　まや　摩耶

　　　　まとや　的屋　　　　　　　　　　すはや　（連語）　　　　　　　　　うまや　馬屋

　　　やどや　宿屋　　　　　　　　　　　ちはや　裡　　　　　　　　　　　　うまや　駅

　　　　あなや　（感）　　　　　　　　　　ちはや一千早　　　　　　　　みつうまや　水駅

　　　　いなや　否や（感）　　　　　　　　　ははや　羽羽矢　　　　　　　はゆまうまや　早馬駅

　　　　いなや　否や（連語）　　　　　これははや　（連語）　　　　　　　しきしまや　磯城島や（枕）

　なにともなや　何ともなや　　　　　　　ふはや　（名）　　　　　　　　　たまや　霊屋

　　　　一にや　（連語）　　　　　　　いやもはや　（感）　　　　　　　　　みたまや　御霊屋

　　　　げにや　実にや　　　　　　　　いやはや　（感）　　　　　　　　　つまや　つま屋

　　　ぜにや　銭屋　　　　　　　　　いやはや　弥速　　　　　　　　　あづまや　四阿

　　　　なにや　何や　　　　　　　　　　はやはや　早早　　　　　　　　　　　とまや　苫屋

　　　はんにゃ　般若　　　　　　　　　こころばや　心早　　　　　　　　　　はまや　破魔矢

　だいはんにゃ　大般若　　　　　　　　　　　ひや　火屋　　　　　　　　　　みまや　御馬屋

　　　らんにゃ　蘭若　　　　　　　　　　　　ひや　火箭　　　　　　　　　　さんまや　三摩耶

　　　れんにゃ　練若　　　　　　　　　　　かひや　蚊火屋　　　　　　　　　　　みや　宮

　　　　きぬや　絹屋　　　　　　　　　モスコビヤ　（名）　　　　　　　　　　かみや　神矢

　　　　ねや　閨　　　　　　　　　　いしびや　石火矢　　　　　　　　わかみや．若宮．
　　　　ねや　根矢　　　　　　　　　かくしびや　隠し火矢　　　　　　　　　くみや　組み屋

　　まつがねや　松が根や（枕）　　　　　　たびや　旅屋　　　　　　　　うけこみや　請け込み屋

　　　　のや　野矢　　　　　　　　　　とひや　問屋　　　　　　　　　とこみや　常宮

　　　たいのや　対の屋　　　　　ひきゃくどひや　飛脚問屋　　　　　　　あさみや　朝宮

おのともおのや　（連語）　　　　　ばし』やくどひや　馬借問屋　　　　　　　　くじみや　公事宮

　　よもぎのや　蓬の矢　　　　　　　かみどひや　上問屋　　　　　　　　とつみや　外つ宮

　　くろきのや　黒木の屋　　　　　　　　　うぶや　産屋　　　　　　　　　　いとみや　幼宮

　　　あくのや　糎の屋　　　　　　　　　かふや　甲夜　　　　　　　　　おとみや　弟宮

　　　くさのや　草の家　　　　　　　　　　じふや　十夜　　　　　　　　　　しとみや　蔀屋

　　　あしのや　芦の矢　　　　　　　いしたふや　（枕）　　　　　　　　ささなみや　小波や（枕）

　　　あしのや　芦の屋　　　　　　　あまとぷや天飛ぷや（枕）　　　　をんなみや　女宮

　うはざしのや　上差しの矢　　　　　　っぎねふや　（枕）　　　　　　　きさいのみや　后の宮’

　あしのしのや　芦の篠屋　　　　　　　　’うへや　上屋　　　　　　おほきさいのみや　皇太后の宮

　　　みそのや　三十の輻　　　　　　ごようべや　御用部屋　　　　にふだうのみや　入道の宮
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　　　あきのみや　秋の宮　　　　　　　　　ちゃや　茶屋　　　　　　　　　ながれや　流れ朱
　　　っきのみや　月の宮　　　　　　こしかけちゃや　腰掛茶屋　　　　　　　　きれや　切れ屋

　　　いつきのみや斎の宮　　　　　あみがさちゃや　編み笠茶屋　　　　　　　それや　其屋

　　　あらきのみや　荒城の宮　　　　　　みつちゃや　水茶屋　　　　　　　　　一なれや　（連語）

　　いでましのみや　いでましの宮　　　　　でぢゃや　出茶屋　　　　　　　　　いろや　色屋

あめのみやかぜのみや　雨の宮風の宮　　　　ひきてぢゃや　引手茶屋　　　　　　　　うしろや　後ろ矢

　　　いちのみや一の宮　　　　　　いろはちゃや　伊呂波茶屋　　　　　　　ふろや風呂屋

　　　うちとのみや　内外の宮　　　　まちあひぢゃや　待合茶屋　　　　　　へろへろや　へろへろ矢
あすか　　　　　　飛鳥の岡本　　　　　であひぢゃや　出合ひ茶屋　　　　　　　　まろや　丸屋

　めをかもとのみや　　　　の宮　　　　になひぢゃや　荷ひ茶屋　　　　　あしのまろや　芦の丸屋

　　　　にのみや二の宮　　　　　　かげまぢゃや　陰間茶屋　　　　　　　　むろや　室屋

　　　　ののみや　野の宮　　　　　　　　うらちゃや　裏茶屋　　　　　　　　　　もろや　諸矢

　　　いはひのみや　斎ひの宮　　　　　いたりぢゃや　至り茶屋　　　　　　　1　　わや　（名）

　　　かみのみや神の宮　　　　　　　いろぢゃや　色茶屋　　　　　　　　　くつわや　轡屋

わた　　　 わたつみの　　　　ゆや斎屋　　　　　 ゐや礼
つみのかみのみや　　　神の宮　　　　　　　ゆや　湯屋　　　　　　　　　　　ゐや　居家

　　　　とよのみや　豊の宮　　　　　　　やくしゅや　薬種屋　　　　　　　　　しゑや　（感）

あすかの　　　　　飛鳥の浄御　　　　　　　　よや　（感）　　　　　　　　　　をや　小家

　きよみはらのみや　　　　原の宮　　　　　　　しょや　初夜　　　　　　　　　　　一をや　（連語）

　　　もがりのみや　殖の宮　　　　　　　　　そよや　（感）　　　　　　　はにふのをや　埴生の小屋

　　　はるのみや　春の宮　　　　　　　　　やよや　（感）　　　　　　　　　　かんや　紙屋

　　　　ゆふみや　夕宮　　　　　　　　　　うらや　裏屋　　　　　　　　　　きんや　禁野

　　　　おほみや　大宮　　　　　　　　　　　くらや　暗屋　　　　　　　　　　　こんや　今夜

　　　　いまみや今宮　　　　　　　　　　こらや　堪や　　　　　　　　　　こんや　紺屋

　　　　かむみや神宮　　　　　　　　　　てらや　寺屋　　　　　　　　まうさんや　申さんや

　　　　ひめみや　姫宮　　　　　　　　　　はらや　水銀粉　　　　　　　　じふさんや　十三夜

　　　　　ゆみや　弓矢　　　　　　　　　　かはらや　瓦屋　　　　　　　　にじふさんや　二十三夜

　　　　かりみや　仮宮　　　　　　　　　かぶ．らや　鏑矢　　　　　　　　しゃうじんや　精進屋

　　　　　しりみや　尻宮　　　　　　　　　にうりや　煮売り屋　　　　　　　　　ちんや　陣屋

　　　　ふるみや　古宮　　　　　　　　　　かりや　仮屋　　　　　　　　けんどんや　倹鈍屋

　　　　いはむや況や　　　　　　　　　あがりや　揚がり屋　　　　　　　　はんや　半夜

　　　　　　一めや（連語）　　　　　　とがりや尖り矢　　　　　　　　ばんや番屋
　　　　　ひめや氷目矢　　　　　　　　　くりや　厨　　　　　　　　　　　パンヤ　（名）

　　　　　　もや　母屋　　　　　　　　　みくりや　御厨　　　　　　　いかにいはんや　如何に況や

　　　　　　もや　喪屋　　　　　　　　　　　こりゃ　（連語）　　　　　　　　　　ぷんや　文弥

　　　　　　一もや　（間助）　　　　　　ありゃこりゃ　（名）　　　　　　　　　　ぽんや　盆屋

　　　　　おもや　母屋　　　　　　　　　　　さりや　（連語）　　　　　　　じふくもんや　十九文屋

　　　　　一がもや（連語）　　　　　　かざりや筋り屋　　　　　　　しもんや四文屋
　　　　　さもや　（連語）　　　　　　　きぐすりや　生薬屋　　　　　　　　　　やんや　（感）

　　　　　しもや下屋　　　　　　　　えたりや得たりや

　　　　　そもや（副）　　　　　　　　なりや鳴り矢
　　　　さてもや　（連語）　　　　　　　　　ぬりや　塗り家

　　　　こどもや　子供屋　　　　　　　　　くるりや　知矢

　　　　もやもや　（副）　　　　　　　　さひつるや　（枕）

　　　　　よもや　（副）　　　　　　　　おしてるや　押し照るや（枕）

　　　　いりもや　入母屋　　　　　　　　しなてるや　級照るや（枕）

　　　　　　やや　（感）　　　　　　　　あまてるや　天照るや（枕）

　　　　　　やや児　　　　　　なるや鳴る矢
　　　　　　やや　漸　　　　　　　　　　　　ふるや　古屋

　　　　　　やや　柏　　　　　　　　　　　あれや　荒れ屋

　　　　　かやや　茅屋　　　　　　　　　　あれや　（連語）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むくゆ　報ゆ　　　　　　　　　だうじゅ　堂衆

　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　ろくゆ　六喩　　　　　　　　　　ほうじゅ　宝珠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・げゆ　解由　　　　　　　にょいほうじゅ　如意宝珠

　　　　　ゆ　柚　　　　　　　　　　　　こゆ　臥ゆ　　　　　しちぢゅうほうじゅ　七重宝珠

　　　　　ゆ　湯　　　　　　　　　　　　　こゆ　凍ゆ　　　　　　　　　ぎぼうしゅ　擬宝珠

　　　　　ゆ揺　　　　　　こゆ蹴ゆ　　　　 むうじゅ無憂樹

　　　　　一ゆ　（格助）　　　　　　　　　きこゆ　聞こゆ（動）　　　　　じゃうしゅ　城主

　　　　　一ゆ　（助動）　　　　　　　　　一きこゆ　聞こゆ（接尾）　　　　　しゃうじゅ　聖衆

　　　　　ゆ一弓　　　　　　　　おとにきこゆ　音に聞こゆ　　　　　じゃうじゅ　成就

　　　　　ゆ一斎　　　　　　ものきこゆ物聞こゆ　　　ほふじゃうじゅ法成就
　　　　　あゆ　東風　　　　　　　　　ふきこゆ　吹き越ゆ　　　だい

　　　　　あゆ　（動）　　　　　　　　　　としこゆ　年越ゆ　　　　　ぐわんじゃうじゅ　大願成就

　　　　あゆ　肖ゆ　　　　　　　　　うちこゆ　うち越ゆ　　　　　　ちゃうしゅ　町衆

　　　おしあゆ　押し鮎　　　　　　　　たちこゆ　たち越ゆ　　　　　　ちゃうじゅ　聴衆

　　　すしあゆ　鮨鮎　　　　　　　　　あつごゆ　厚肥ゆ　　　　　　　みゃうしゅ　冥衆

　　　あせあゆ　汗あゆ　　　　　　　　よにこゆ　世に越ゆ　　　　　　りゃうしゅ　領主

　　　おちあゆ　落ち鮎　　　　　　　　　　　はこゆ　（動）　　　　　　　　　にょうじゅ　女嬬

　　　さびあゆ　錆び鮎　　　　　　　　ひきはこゆ　引きはこゆ　　　　　　わかしゅ　若衆

　　　くみあゆ　汲み鮎　　　　　　　　　　さゆ　冴ゆ　　　　　　　ちこわかしゅ　稚児若衆

　　　　いゆ　射ゆ　　　　　　　　　　ささゆ　酒湯　　　　　　すばりわかしゅ　窄り若衆

　　　　いゆ　癒ゆ　　　　　　　　　　　しゅ　守　　　　　りゅうどうげきしゅ　龍頭鵡首

　　　おろいゆ　おろ癒ゆ　　　　　　　　　しゅ　酒　　　　　　りょうどうげきしゅ　龍頭鶴首

　　　　とうゆ　桐油　　　　　　　　　　一しゅ　首　　　　　　　　　あくしゅ　悪趣

　　　　　おゆ　老ゆ　　　　　　　　　　一しゅ　錬　　　　　　　　　ごあくしゅ　五悪趣

　　　　かゆ離ゆ　　　　　 じゅ呪　　　　 しあくしゅ四悪趣

　　　　かゆ　変ゆ　　　　　　　　　　　　じゅ　頒　　　　　　　　　さんあくしゅ　三悪趣

　うんざうがゆ　温糟粥　　　　　　　　　　じゅ　綬　　　　　　　　　　こくしゅ　国主

　　　かがゆ《動）　　　　　じゅ儒　　　　 こくしゅ国守

　　あづきがゆ　小豆粥　　　　　　　　　　　じゅ一従　　　　　　　　　　　こくしゅ　国衆

　　たちさかゆ　たち栄ゆ　　　　　　　　いしゅ　意趣　　　　　　　　　どくじゅ　読請

　　ゑみさかゆ　笑み栄ゆ　　　　　　　　かいしゅ　皆朱　　　　　　　　　やくしゅ　薬種

　　　かたかゆ　堅粥　　　　　　いちじゅさいじゅ　一入再入　　　　　　　ぎゃくしゅ　逆修

じふごにちがゆ　十五日粥　　　　　　　　しいしゅ　旨趣　　　　　　　　ひゃくしゅ　百首

　　　もちがゆ　望粥　　　　　　　　　たいしゅ　太守　　　　　いちやびゃくしゅ　一夜百首

　　をぱながゆ　尾花粥　　　　　　　　　だいしゅ　大衆　　　　　　　　　　らくしゅ　落首

ななくさのかゆ　七種の粥　　　　　　　しだいしゅ　四大種　　　　　　　　ろくしゅ　六趣

　　　いもがゆ　芋粥　　　　　　　　ぼだいじゅ　菩提樹　　　　　　ふくろくじゅ　福禄寿

　　　しるかゆ　汁粥　　　　　　　　しらだいしゅ　白大衆　　　　　　　　　　けしゅ　化主

　　　　わかゆ　若鮎　　　　　　　　ならだいしゅ　奈良大衆　　　　　　　　　げじゅ　偏頒

　　　　わかゆ　若湯　　　　　　　　　ついしゅ　堆朱　　　　　　　　　　こしゅ　五衆

　　　　わかゆ　若ゆ　　　　　　　　　　ないじゅ　内賢　　　　　　　　　　こしゅ　五趣

　　　　　きゆ　消ゆ　　　　　　　　　はいしゅ　敗種　　　　　　　　　　こしゅ　御酒

　　　したぎゆ　下消ゆ　　　　　　　　えうじゅ　遙授　　　　　　　　　　さしゅ　叉手

　　おもひきゆ　思ひ消ゆ　　　　　　　かうしゅ　講衆　　　　　　　　　　ししゅ　旨趣

　　　きもぎゆ肝消ゆ　　　　　　　　きうしゅ　1日主　　　　　　　　　せしゅ　施主

　　　むらぎゆ　斑消ゆ　　　　　　　　　けうしゅ　教主　　　　　　　　　そなたしゅ　其方衆

　　　　　くゆ　悔ゆ　　　　　　　　　けうしゅ　巣首　　　　　　　　こんたしゅ　此方衆

　　　　　くゆ　崩ゆ　　　　　　だいおんけうしゅ　大恩教主　　　　　　　　ぢしゅ　地主

　　　　　くゆ　越ゆ　　　　　　　　　こうじゅ　口入　　　　　　　　　いちじゅ　一樹

　　　　　くゆ　蹴ゆ　　　　　　　　さらさうじゅ　娑羅双樹　　　　　　　うちしゅ　内衆

　　おもひくゆ　思ひ悔ゆ　　　　　しゃらさうじゅ　娑羅双樹　　　　　　　　いっしゅ　一朱
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　　　　せっしゅ　摂取　　　　　　　じゅんしゅ　巡酒　　　　　　　　おそばゆ　（動）

　　　　　ぷっしゅ　仏種　　　　　　　　　れんじゅ　連衆　　　　　　　　　おもはゆ　思はゆ

　　　　　もっしゅ　没収　　　　　　　　ぐわんしゅ　願主　　　　　　　　　　おびゆ　怯ゆ

　　　　　だてしゅ　伊達衆　　　　　　　くオ〕んじゅ　巻数　　　　　　　　　　そびゆ　葺ゆ

　　　　　にしゅ　二朱　　　　　　　　くわんじゅ　貫首　　　　　　　　　　つひゆ　弊ゆ

　　　　　こにしゅ　小二朱　　　　　　　　ゐんじゅ　院主　　　　　　　　　　しまひゅ　仕舞ひ湯

　　　　　まにじゅ　摩尼珠　　　　　　　　　すゆ　据ゆ　　　　　　　　　もらひゆ　貰ひ湯

　　くわかいのしゅ火界の呪　　　　すすゆ煤湯　　　　　 ふゆ冬
　　　　みなのしゅ　皆の衆　　　　　　　　　たゆ　絶ゆ　　　　　　　　　　ふゆ　振ゆ

　　　あつかひしゅ　扱ひ衆　　　　　　　　なかたゆ　中絶ゆ　　　　　　　しゃうぶゆ　菖蒲湯

　　　さむらひしゅ　侍衆　　　　　　　　　いきたゆ　息絶ゆ　　　　　　　みたまのふゆ　御霊のふゆ

　　　　　ふじゅ　識請　　　　　　　　　かきたゆ　かき絶ゆ　　　　　　　　みふゆ　み冬

　　　　　きふしゅ　給主　　　　　　　　　したゆ　下ゆ　　　　　　　　　　みふゆ　三冬

　　　　　なふじゅ　納受　　　　　　　　　うちたゆ　うち絶ゆ　　　　　　　むかへゆ　迎へ湯

　　　　　しまじゅ　縞嬬　　　　　　　　　　とだゆ　跡絶ゆ　　　　　　　　　　ほゆ　吠ゆ

　　　　やましゅ　山衆　　　　　　　　あとたゆ　跡絶ゆ　　　　　　　　おぽゆ　覚ゆ
　　　　　しゅじゅ　保儒　　　　　　　　　ことたゆ　言絶ゆ　　　　　　　けしきおぽゆ　気色覚ゆ

　　　　　にょじゅ　女嬬　　　　　　　　おもひたゆ　思ひ絶ゆ　　　　　むかしおぽゆ　昔覚ゆ

ぢゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みだゆ　乱ゆ　　　　　　　　ものおぽゆ　物覚ゆ

　うがくのにょじゅ　定額の女嬬　　　　　　　ちぢゅ　蜘蛛　　　　　　　　　　にほゆ　匂ゆ

　　　　　さらじゅ　沙羅樹　　　　　　　　　もちゆ　用ゆ　　　　　　　　　おぽほゆ　思ほゆ

　　　　ぬれしゅ　濡れ衆　　　　　　　　　つゆ　露　　　　　　　　　おもほゆ　思ほゆ
をかざきちょろしゅ　岡崎女郎衆　　　　　　　　　つゆ　潰ゆ　　　　　　　　　　　　まゆ　眉

　　　　でゐしゅ　出居衆　　　　　　　　てうづゆ　手水湯　　　　　　　　　あまゆ　甘ゆ

　　　　あんじゅ　案主　　　　　　　あかときつゆ　暁露　　　　　　てんじゃうまゆ　殿上眉

　　　　あんじゅ　庵主　　　　　　　　　あさつゆ　朝露　　　　　　　　　たかまゆ　高眉

　　　　おんじゅ　飲酒　　　　　　　　　したつゆ　下露　　　　　　　　　ひきまゆ’引き眉

　　　　　きんじゅ　近習　　　　　　　このしたづゆ　木の下露　　　　　　　ひきまゆ　匹繭

　　　　　くんじゅ　群集　　　　　　　やましたつゆ　山下露　　　　　　　くもわけまゆ　雲分け眉

　　　　　くんじゅ　薫修　　　　　　　　きくのつゆ　菊の露　　　　　　うぐひすまゆ　鶯眉

　　　　けんじゅ　剣樹　　　　　　　なさけのつゆ　情けの露　　　　　やなぎのまゆ　柳の眉

　　　　　こんじゅ　胡飲酒　　　　　　あしたのつゆ　朝の露　　　　　　かすみのまゆ　霞の眉

　　　　　ごんじゅ　勤修　　　　　　　いのちのつゆ　命の露　　　　　　　　くはまゆ　桑繭

　　　　　さんしゅ　三種　　　　　　　　そでのつゆ　袖の露　　　　　　　　　もろまゆ　諸眉

　　　　ごさんしゅ　五山衆　　　　　　たもとのつゆ　手本の露　　　　　かったゐまゆ　癩眉

　　　　　じんしゅ　人主　　　　　　　ことばのつゆ　言葉の露　　　　　　　　　みゆ　み湯

　　　　せんじゅ　千手　　　　　　　おもひのつゆ　思ひの露　　　　　　　　　みゆ見ゆ

　いっかうせんじゅ　一向専修　　　　　　　　はつゆ　初湯　　　　　　　　　かずみゆ　数見ゆ

　　　　ちんじゅ　鎮守　　　　　　　　　しらつゆ　白露　　　　　　　　　ほのみゆ　灰見ゆ

　　　　てんしゅ　天守　　　　　　　　　いでゆ　出で湯　　　　　　　　　まみゆ　見ゆ

　　　　てんじゅ　転手　　　　　　　　　　なゆ　萎ゆ　　　　　　　　　　とめゆ　留め湯
　　　　でんじゅ　伝受　　　　　　　　　　　しなゆ　擁ゆ　　　　　　　　　　　　もゆ　萌ゆ

　　　　でんじゅ　伝授　　　　　　　おもひしなゆ　思ひ萎ゆ　　　　　　　　　もゆ’燃ゆ

　　こきんでんじゅ　古今伝授　　　　　　　　はなゆ　花柚　　　　　　　　　　したもゆ　下萌ゆ

　　　　にんじゅ　人数　　　　　　　　あやめのゆ　菖蒲の湯　　　　　　　　したもゆ　下燃ゆ

　　　　ねんしゅ　年酒　　　　　　　　　　ちゃのゆ　茶の湯　　　　　　　　　　みもゆ　身燃ゆ

　　　　ねんじゅ　念珠　　　　あさがほのちゃのゆ　朝顔の茶の湯　　　　　　ももゆ　桃湯

　　　　ねんじゅ　念諦　　　　　　　　　　　はゆ　栄ゆ　　　　　　　　こころもゆ　心燃ゆ

　　　　もんしゅ　門主　　　　　　　　　　いばゆ　嚇ゆ　　　　　　　　　　しゅゆ　須爽

　　　　もんじゅ　文殊　　　　　　　　　さかばゆ　栄映ゆ　　　　　　　　　　一らゆ　（助動）

　　　ちこもんじゅ　稚児文殊　　．　　　　　　そばゆ　戯ゆ　　　　　　　　　　ゆらゆ　揺らゆ
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かかりゆ　掛かり湯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひきょ　非櫨

たぎりゆ　渡り湯　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　じふぎょ　入御

はしりゆ　走り湯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にふぎょ　入御
くすりゆ　薬湯　　　　　　　　　　　　よ　世　　　　　　　　　　じゅぎょ　入御

　とりゆ　取由　　　　　　　　　　　　よ　夜　　　　　　　　　　　りぎょ　鯉魚

　をりゆ　居り湯　　　　　　　　　　　よ　節　　　　　　　　　　いんきょ　陰虚

　　をゆ　痒ゆ　　　　　　　　　　　　よ　除　　　　　　　　　　かんきょ　閑居

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　予　　　　　　　　　くわんぎょ　還御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一よ　（間助）　　　　　　　　　いくよ　幾代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一よ　（格助）　　　　　　　つくよ　月よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一よ　（助数）　　　　　あかつきつくよ　暁月よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ一」善　　　　　　　　あかときつくよ　暁月よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いよ　伊予　　　　　　ありあけつくよ　有明け月よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　めいよ　名誉　　　　　　　　あさつくよ　朝月よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　めいよ　（形動）　　　　　うのはなつくよ　卯の花月夜

　　　　　　　　　　　　　　　　いよいよ　愈愈　　　　　　　　ゆふつくよ　夕月よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　えうよ　腰輿　　　　　　　　　　とこよ　常世

　　　　　　　　　　　　　　　　みじかよ　短夜　　　　　　　　　　とこよ　常夜

　　　　　　　　　　　　　　　　きみがよ　君が代　　　　　　かりのとこよ　仮の常世

　　　　　　　　　　　　　　　　　よがよ　世が世　　　　　　　　　　にこよ　和世

　　　　　　　　　　　　　　　　　わかよ　若代　　　　　　　　　　　　さよ　小夜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょ　挙　　　　　　　　　　　しょ　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょ　虚　　　　　　　　　　　　じよ　自余

　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょ　裾　　　　　　　　　　　じょ　序

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょ一御　　　　　　　　　　さいしょ　税所

　　　　　　　　　　　　　　　　　いきよ　生き世　　　　　　　　　ざいしょ　在所

　　　　　　　　　　　　　　　　　うきよ　憂き世　　　　　　あんざいしょ　行在所

　　　　　　　　　　　　　　　　　うきよ　浮き世　　　　　　　　ぼだいしょ　菩提所

　　　　　　　　　　　　　　　　いうきょ　幽居　　　　　　　　　ないしょ　内所

　　　　　　　　　　　　　　　　こうきょ　貢挙　　　　　　　　こないしょ　御内書

　　　　　　　　　　　　　　　　こうきょ　莞去　　　　　　　　　はいしょ　配所

　　　　　　　　　　　　　　　　こうぎょ　莞御　　　　　　　　　れいしょ　隷書

　　　　　　　　　　　　　　　　ほうぎょ　崩御　　　　　　　　　くわいしょ　会所

　　　　　　　　　　　　　　　　　きぎょ　帰御　　　　　　　　　　いうしょ　遊所

　　　　　　　　　　　　きゃうげんきぎょ　狂言綺語　　　　　　　いうじょ　宥恕

　　　　　　　　　　　　　　　ちゃくぎょ　着御　　　　　　　　こんがうしょ　金剛杵

　　　　　　　　　　　　　　　ちょくきょ　勅許　　　　　　　　　きうしょ　灸所

　　　　　　　　　　　　　　　　らくきょ　落居　　　　　　　　みげうしょ　御教書

　　　　　　　　　　　　　　　　　げぎょ　懸魚　　　　　　　　　　さうしょ　草書

　　　　　　　　　　　　　　　　　つきよ　月よ　　　　　　　　　せうしょ　詔書

　　　　　　　　　　　　　　　　　つきよ　月夜　　　　　　　　のうしょ　能書

　　　　　　　　　　　　　　　あさつきよ　朝月よ　　　　　　　　ほうしょ　奉書

　　　　　　　　　　　　　　　ほしづきよ　星月よ　　　　　　　おほぼうしょ　大奉書

　　　　　　　　　　　　　　　うすづきよ　薄月夜　　　　　　はりぼうじょ　張りぼうじょ

　　　　　　　　　　　　　　　　ちっきょ　蟄居　　　　　　　　ぎゃうしょ　行書

　　　　　　　　　　　　　　　ゆふづきよ　夕月よ　　　　　　ぷぎゃうしょ　奉行所

　　　　　　　　　　　　　　　しゅっぎょ　出御　　　　　　　　しゃうしょ　尚書

　　　　　　　　　　　　　　おぼろづきよ　騰月よ　　　　　　　しゃうじょ　生所

　　　　　　　　　　　　　　　　　ときよ　時世　　　　　　　りぷしゃうしょ　吏部尚書

　　　　　　　　　　　　　　　　　とぎょ　渡御　　　　　　　むじゃうしょ　無常所

　　　　　　　　　　　　　　　　　なきよ　無き世　　　　　うんじゃうしょ　運上所
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　ひゃうじゃうしょ　評定所　　　　　　　　きふしょ　給所　　　　　　　　　　　ちよ　千夜

　　　みゃうじょ　冥助　　　　　　　さはりましょ　（連語）　　　　　　　　　　ぢょ　女（名）

　　　　りゃうしょ　領所　　　　　　　こぎんみじょ　御吟味所　　　　　　　　一ぢょ　女（接尾）

　　　ちゅうしょ　中書　　　　　　　　　　むしょ　墓所　　　　　　　　　　　ぢょ　除

　　もんちゅうじょ　問注所　　　　　　　しゅめしょ　主馬署　　　　　かくしばいぢょ　隠し売女

　　　　ようじょ　用所　　　　　ざいざいしょしょ　在在処処　　　　　　　いうちょ　遊女

　　　　れうしょ　料所　　　　　　　　　ありしょ　在り処　　　　　　　きょうちょ　興女

はちじふはっかしょ　八十八箇所　　　　　　くわしょ　過所　　　　　　　　　　きぢょ　鬼女

しこくは　　　　　　四国八十八　　　　　　　　ゐしょ　位署　　　　　　　　　　　ぎぢょ　妓女

．ちじふはっかしょ　　　　箇所　　　　　　えんじょ　艶書　　　　　　　　　あくぢょ　悪女

　　　　　きしょ　貴所　　　　　　　　　かんじょ　閑所　　　　　　　　　　そくぢょ　息女

　　　　せきしょ　関所　　　　　　　　　ぐんしょ　軍書　　　　　　　　　じゃくぢょ　若女

　　　　へきしょ　壁書　　　　　　　　　けんじょ　見証　　　　　　　　　ぎょくぢょ　玉女

　　　　あくしょ　悪所　　　　　　　　　げんじょ　還昇　　　　　　　　’しょくぢょ　織女

　　　　がくしょ　楽所　　　　　　　　　さんじょ　産所　　　　　　　　　　げぢょ　下女

　　　　たくしょ　調所　　　　　さんじふさんしょ　三十三所　　　　　　　　すぢょ　数女

　　　　ごふくじょ　呉服所　　　　　　　　しんしょ　真書　　　　　　　ちちよちちよ　（感）

　　　　しゅくしょ　宿所　　　　　　　　　じんじょ　尋所　　　　　　　　　せなぢょ　姉女

　　　　　らくしょ　落書　　　　　　　　　だんしょ　檀所　　　　　　　　　　やちよ　八千代

　　　きろくしょ　記録所　　　　　　　けつだんしょ　決断所　　　　　　　ちよにやちよ　千代に八千代

　　　　　こしょ　御書　　　　　ざっそけっだんしょ　雑訴決断書　　　　　　いしんぢょ　石んぢょ

　　　けいこじょ　稽古所　　　　　　　　ちんしょ　陣所　　　　　　　　　そんぢょ　（連体）

　　　　こごしょ　小御所　　　　　　　　てんしょ　築書　　　　　　　　　びんぢょ　便女

　　くろとのこしょ　黒戸の御所　　　　　　なんじょ　難所　　　　　　　　　としつよ　年強

　　　はなのこしょ　花の御所　　　　　　　ばんしょ　番所　　　　　　　　　ひとつよ　一つ世

　ふたむねのこしょ　二棟の御所　　　　　　ごばんしょ　御番所　　　　　　　　かみつよ　上つ世

　　いろのこしょ　荷慮の御所　　　　つじばんしょ　辻番所　　　　　　　　　やつよ　八つ世

　　　ゐんのこしょ　院の御所　　　　　ふなぱんしょ　船番所　　　　　・　　　つよつよ　強強

　　　おほこしょ　大御所　　　　　うちわりぱんじょ　打割り番匠　　　　　　　ようつよ　万代

　　　　ござしょ　御座所　　　　　　　　　ほんじょ　本所　　　　　　　　　　　　一てよ　（助動命令）

　　　　　ししょ　四書　　　　　　　たいめんじょ　対面所　　　　　　　　　　とよ　豊

　　　　　たしょ　他所　　　　　　　　　もんじょ　文書　　　　　　　　　　　一とよ　（連語）

　　　　ふだしょ　札所　　　　　　　　くもんじょ　公文所　　　　　　　　　一かとよ　（連語）

　　　　いっしょ　一所　　　　　しゃうへい　　　　　　　　　　　　　　　　いさとよ　（連語）
　　　　いっしょ　一書　　　‘　　ざかがくもんじょ　昌平坂学問所　　　　　　いなとよ　否とよ

　　　　　うつしよ　現し世　　　　　　　　らんじょ　乱序　　　　　　　　　　ひとよ　一世

　　　　きっしょ　吉書　　　　　　　　　れんしょ　連署　　　　　　　　　　ひとよ　一よ

　　　　けっしょ　闘所　　　　　　　だいくわんしょ　代官所　　　　　　　　　　ひとよ　一夜

　　　　こっしょ　忽諸　　　　　　ちょくぐわんじょ　勅願所　　・　　　　　　よひとよ　夜一夜

　　　　ざっしょ　雑書　　　　　ゑりくりゑんじょ　（名）　　　　　　　　　いやとよ　（連語）

　　　　せっしょ　切所　　　　　　　　　　　そよ　（副）　　　　　　　　　　にょ　如

　　　　なっしょ　納所　　　　　　　　　　　そよ　（連語）　　　　　　　　どうにょ　童女

　　　　ぷっしょ　仏所　　　　　　　　　　　一そよ　（連語）　　　　　　　りゅうにょ　龍女

　　　　べっしょ　別壁　　　　　　　　いでそよ　（連語）　　　　　　　いちにょ　一如

　　　をかばしょ　岡場所　　　　　　　　　そよそよ　（感）　　　　　じゃしゃういちにょ　邪正一如

　　　　　ひしょ　秘所　　　　　　　　　そよそよ　（副）　　　　　　　　　けんにょ　懸念

　　　　　ひしょ　秘書　　　　　　　　　あひだよ　間夜　　　　　　　　　し『んにょ　信女

　　　　だびしょ　茶枇所　　　　　　　　たよたよ　（副）　　　　　　　　　しんにょ　神女

　　　おたびしょ　御旅所　　　　　　　　あらたよ　新た世　　　　　　　　しんにょ　真如

　　　かうぶしょ　講武所　　　　　　　　あらたよ　新た夜　　　　　　あかいしんにょ　赤い信女

　　　　きふしょ　急所　　　　　　　　　　　　ちよ　千代　　　　　　ずいえんしんにょ　随縁真如



　ぜんなんぜんにょ　善男善女　　　　　　　おのがよよ　己が世世

　　　　てんにょ　天女　　　　　　　　　　あらよ　荒世

きちじゃうてんにょ　吉祥天女　　　　　　　　あたらよ　あたら夜

　　　　　なんにょ　男女　　　　　　　　　　　りょ　呂

　　　　　ねんにょ　年預　　　　　　　　　えいりょ　叡慮

　　　　　あらぬよ　あらぬ世　　　　　　　だいりょ　大呂

　　　　　あのよ　彼の世　　　　　　　みゃうりょ　冥慮

　　　　なぬかのよ七日の夜　　　　　ちゅうりょ　仲呂
　　　　　さきのよ　先の世　　　　　　　ぢゅうりょ　住侶

　　　　みろくのよ　弥勒の世　　　　　　　　きりょ　鰐旅

　　　　たけのよ　竹の節　　　　　　　　げきりょ　逆旅

　　　　　　このよ　此の世　　　　　　　　　がくりょ　学侶

　　　　　としのよ　年の夜　　　　　　　　わごりょ　和御料

　　　　　きそのよ　昨夜の夜　　　　　あめのたりょ　天の足り夜

　　　　　またのよ　又の夜　　　　　　　　　りつりょ　律呂

　　　　　くちのよ　口の世　　　　　　　　　ふりょ　不慮

　　　　　のちのよ　後の世　　　　　　　　しんりょ　神慮

　　　あがりてのよ　上がりての世　　　　　ぜんりょ　禅侶

　　　　きのふのよ　昨日の夜　　　　　　　なんりょ　南呂

　　　　　いまのよ　今の世　　　　　　　　ぼんりょ　凡慮

　　　　やみのよ　闇の夜　　　　　　　　　ゑんりょ　遠慮

　　　　　ゆめのよ　夢の世　　　　　　あがりたるよ　上がりたる世

　　　　　っゆのよ　露の世　　　　　　それよそれよ　（連語）

　　　　　かりのよ　仮の世　　　　　　　　　　　わよ　和与

　　　　　ちりのよ　塵の世　　　　　　　　　しんよ　神輿

　　　　すゑのよ　末の世　　　　　　　　　ねんよ　年預

　　　　　　さばよ　（感）　　　　　　　　　　めんよ　（形動）

　　　　　さればよ　（連語）　　　　　　　　　らんよ　驚輿

　　　　　かひよ　（感）

　　　　　うよひよ　（名）

　　　　　ひよひよ　（名）

　　　　　　ほよ　寄生

　　　　　　まよ　眉

　　　　　　まよ　繭

　　　　　あまよ　雨夜
　　　やなぎのまよ　柳の眉

　　　にひぐはまよ　新桑繭

　　　　　　ままよ　（感）

　　　　　　みよ　三世

　　　　　　みよ　御代

　　　ひじりのみよ　聖の御代

　　　　　　こむよ　来む世

　　　　　　一もよ　（間助）

　　　　　一がもよ　（連語）

　　　　　　ももよ　百代

　　　　　　ももよ　百夜

　　　あきのももよ　秋の百夜

　　　　　　やよ　（感）

　　　　　　よよ　（感）

　　　　　　よよ　世世

　　　　　いよよ　愈

223



224

　　　　らてのうら手の裏かむだから神宝　　　　　　　　　　　　　　　　まっほのうら　松帆の浦　　　ちちんぷいぶい　　　ちちん鋤、ぷ、

　　　　　ら　羅　　　　　　　　ふたみのうら　二見の浦　　　　ごよのおんたから　　御代の御宝

　　　　一ら　（助動未然）　　　　　かめのうら　亀のト　　　　　　　　　　ちから　カ

　　　　ーら（接尾）　　　くものうら雲の裏　　　　 ちから税
　　　　あら　（感）　　　　　　　こころのうら　心の占　　　　　　　　だいちから　大力

　　　　あら一粗　　　　　　　　　　ゆふうら　夕占　　　　　　　　かけちから　懸け税

　　　　あら一荒　　　　　　　　　　もみうら　紅裏　　　　　　　　　　たちから　手力

　　　　あら～現　　　　　　　ゆめうら夢占　　　　　　　たちから田力
　　　　あら一新　　　　　　　　　　やうら　弥占　　　　　　ねんぷつちから　念仏力

　　　ああら　（感）　　　　　　　　　りょうら　綾羅　　　　　　　　のりのちから　法の力

　　もとあら　本荒　　　　　　　　　　　えら　鯉　　　　　　　　　　乙ひちから　恋力

　　　やあら（感）　　　　　　　えら一豪　　　　　　やぶちから藪力

　　あらあら（感）　　　　　おら己　　　　　一つから（接尾）
　　あらあら　粗粗　　　　　　　　　　　から　唐（名）　　　　　　　　こっがら　骨柄

　　　　いら刺　　　　　　から韓　　　　 くちつからロつから

　　　あいら1（代名）　　　　　　　　　　から一唐（造語形）　　　　　　てつから　手つから

　　　おいら己等　　　　　から殻　　　　おのつから自つから
　　　ないら内羅　　　　　から幹　　　　 みつから自ら
　　　わいら　汝等　　　　　　　　　　　から　故　　　　　　　　　　みみつから　身自ら

　　　　うら　（名）　　　　　　　　　　一から　（格助）　　　　　　となりつから　隣つから

　　　　うら占　　　　　　　　から一空　　　　　　こころつから心づから
　　　　うら浦　　　　　一から柄　　　　　一てから（連語）
　　　　うら　裏　　　　　　　　　　　　がら　（副）　　　　　　　　　．ことがら　言柄

　　　　うら　（代名）　　　　　　　　　あから　赤ら（名）　　　　　　　ことがら　事柄

　　　　うら一末　　　　　　　　　　　あから一赤ら（造語形）　　　　　ひとがら　人柄

　　　あうら　足占　　　　　　　　さざいがら　栄螺殻　　　　　　　　　なから　半ら

こうばいうら　紅梅裏　　　　　　　　　うから　親族　　　　　　　　　　一ながら　（接助）

　　さかうら　逆占　　　　　　　　　どうがら　胴殻　　　　　　　　　いながら　稲茎

　あさぎうら　浅葱裏　　　　　　　　あきがら　空き殼　　　　　　　　かくながら　斯くながら

みちゆきうら　道行き占　　　　　　　なきがら　亡き骸　　　　　　　いけながら　生けながら

　　　けうら　（形動）　　　　　　　　　くがら　句柄　　　　　　　　　　こなから　小半ら

　　ぬけうら　抜け裏　　　　　　　あさがら　麻幹　　　　　　　　ここながら　庇処ながら

　　あしうら足占　　　　　　　おしから　押し柄．　　　　　　さながら　（副）
　　いしうら　石占　　　　　　　　　すがら　（副）　　　　　　　　しながら　品柄

　　くしうら櫛占　　　　　　　　一すがら　（接尾）　　　　　しかしながら然しながら
　かくしうら　隠し裏　　　　　だうちゅうすがら　道中すがら　　　　　　さしながら　（副）

　　っじうら辻占　　　　　　　みちすがら　道すがら　　　　　そつじながら　卒爾ながら

　　はしうら　橋占　　　　　　　　　ひすがら　日すがら　　　　　　　　そながら　（副）

　　うたうら　歌占　　　　　　　　　みすがら　身すがら　　　　　　よそながら　余所ながら

　　くちうら　口占　　　　　　　　よもすがら　夜もすがら　　　　　みなながら　皆ながら

　　　てうら手占　　　　　　　　よすがら　夜すがら　　　　　　はながら　花殻
　　あなうら　蹄　　　　　　　　　さよすがら　小夜すがら　　　じふがじふながら　十が十ながら

　　たなうら　手裏　　　　　　　　　たから　宝　　　　　　　　　　みながら　皆がら

　　みなうら　水占　　　　　　　　　おたから　御宝　　　　　　　　　みながら　身ながら

　　ぜにうら　銭ト　　　　　あたひなきたから　値無き宝　　　　　　　かむながら　神ながら

　しがのうら　志賀の浦　　　　　　　うくたから　浮く宝　　　　　　　　さりながら　（接）

　わかのうら　和歌の浦　　　　ななくさのたから　七種の宝　　　　　　　それながら　其れながら

　たこのうら　田子の浦　　　　　みつのたか．ら　三つの宝　　　　　おそれながら　恐れながら

　むこのうら　武庫の浦　　　　　　にはだから　庭宝　　　　　　おおそれながら　御畏れながら

そでしのうら　袖師の浦　　　　　おほみたから　大御宝　　　　　　　こころながら　心ながら
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　　　ゐながら　居ながら　　　　　　　　かぐら　神楽　　　　　　　うつのみてぐら　宇豆の御幣吊

　　かんながら　神ながら　　　　　　だいかぐら　太神楽　　　　　　とよみてぐら　豊御幣

ごむしんながら　御無心ながら　　　だいだいかぐら　太太神楽　　　　　　　　とぐら　鳥座

　　さきにから　先にから　　　　　　　たかくら　高座　　　　　　　　やまとぐら　大和鞍

　　　くにから　国柄　　　　　　　　なつかぐら　夏神楽　　　　　　　　　にぐら　荷鞍

　　　　ねから　根から　　　　　　　さとかぐら　里神楽　　　　　　　　　ねぐら　塒
　　　　ねがら　音柄　　　　　　　　いはとかぐら　岩戸神楽　　　　　　うつしのくら　移しの鞍

　　一ものから　（接助）　　　ないし　　　　　　内侍所の御　　　　　つはものぐら　兵庫

　　　ものがら　物柄　　　　　どころのみかぐら　　　　神楽　　　　かるものぐら　軽物蔵

　　　かはから　川柄　　　　　　とほりかぐら通り神楽　　　　　　いはくら磐座
　ねからはから　根から葉から　　　　　かけくら　掛け鞍　　　　　あまのいはくら　天の磐座

　　　　ひがら　日柄　　　　　　　　　かけぐら　賭け鞍　　　　　　　　にはくら　庭蔵

　　　　ほがら　朗ら　　　　　　　　　　　こくら『小倉　　　　　　　　　　かひぐら　貝鞍

　ほがらほがら　（副）　　　　　　　　　　一こくら　（接尾）　　　　　　　　ほしひぐら　備庫

　　　やまから　山柄　　　　　　　　かけごくら　駆けごくら　　　　　　ゆひくら　結ひ鞍

　　　　みがら　身空　　　　　　　　ふみこくら　踏みこくら　　　　　　　一ふくら　（助数）

　　　　みがら　身柄　　　　　　　　はりこくら　張りこくら　　　　　どうぶくら　胴脹ら

　　　ふみがら　文殻　　　　　　　はしりこくら　走りこくら　　　　ちゅうぶくら　中膨ら

　　　まめがら　豆幹　　　　　　　　　　さくら　桜　　　　　　　　　　ざふぐら　雑鞍

　　　ともがら　輩　　　　　　　　　あさぎざくら　浅葱桜　　　　　　　　すそぷくら　裾膨ら

　　　　やから　族　　　　　　　　　　くさぐら　草鞍　　　　　　　　　　ほくら　神庫

　　　　やがら　矢柄　　　　　　　　　　こざくら　小桜　　　　　　　　　　おほくら　大蔵

　　　からから　（副）　　　　　　　　あだざくら　徒桜　　　　　　　　　　まくら　枕

　　　はらから　同胞　　　　　　　　　いとざくら　糸桜　　　　　　　　むさうまくら　無双枕

をのこはらから　男同胞　　　　　　　えどざくら　江戸桜　　　　　　いざかまくら　いざ鎌倉

をんなはらから　女同胞　　　　　　　はなざくら　花桜　　　　　　　　すがまくら　菅枕

　　　くりから　倶梨迦羅　　　　　うすはなざくら　薄花桜　　　　　　　　ながまくら　長枕

　　　をりから　折から　　　　　さこんのさくら　左近の桜　　　　　　　こまくら　小枕

　　　さるから　（接）　　　　　なんでんのさくら　南殿の桜　　　　　　　　こまくら　木枕

　　　ふるから　古幹　　　　　　　　　うばざくら　姥桜　　　　　　　　　てこまくら　挺子枕

　　　われから　（名）　　　　　　　　かばざくら　樺桜　　　　　　　　はこまくら　箱枕

　　　われから　吾から　　　　　　　にはざくら　庭桜　　　　　　　　くさまくら　草枕

　　こころから　心から　　　　　　　　いへざくら　家桜　　　　　　　　　あしまくら　葦枕

　　こころがら　心柄　　　　　　　みやまざくら　深山桜　　　　　　　いしまくら　石枕

　　ところがら　所柄　　　　　　　すみぞめざくら　墨染め桜　　　　　　　さしまくら　差し枕

　　　　をがら　麻幹　　　　　　　こしょざくら　御所桜　　　　　　　　せまくら　瀬枕

　　　こんがら　衿掲羅　　　　　　　　うつしぐら　移し鞍　　　　　　　　いそまくら　石枕

　　じぷんがら　時分柄　　　　　　　　まじくら　（副）　　　　　　　　　たまくら　手枕

　　　ベンガラ　弁柄　　　　　　　　　一まじくら　（接尾）　　　　　　　あだまくら　徒枕

　　　　　きら　綺羅　　　　　　　　　　ましぐら　（副）　　　　　　　　うたまくら　歌枕

　　　　あきら一明ら　　　　　　　　　あぜくら　校倉　　　　　　　　きたまくら　北枕

　　じゃうぎら　常綺羅　　　　　　　　　したぐら　下鞍　　　　　　　にひたまくら　新手枕

　　　　さきら　（名）　　　　　　　　　　ちくら　舳羅　　　　　　　　　かちまくら　揖枕

　　　　そきら　（名）　　　　　　　　　いちぐら　茸　　　　　　　　　　はつまくら　初枕

　　ときのきら　時の綺羅　　　　　　　うちくら　内蔵　　　　　　　　そでまくら　袖枕

　　　　まぎら　紛ら　　　　　　　　　つちぐら　土倉　　　　　　　　　あとまくら　後枕

　　　　　くら座　　　　　つぐら（名）　　　　なまくら鈍
　　　　　くら鞍　　　　　しつくら倭文鞍　　　くさのまくら草の枕
　　　　一くら　（接尾）　　　　　　　　つつくら　つっ暗　　　　　　　あひのまくら　合ひの枕

　　　　あぐら　胡床　　　　　　おさきまっくら　御先真っ暗　　　　あやめのまくら　菖蒲の枕

　　　　いくら幾ら　　　　　　　　みてくら　幣　　　　　　きゃらのまくら伽羅の枕
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　かんたんのまくら郎郭の枕　　　　　　　　さら　新　　　　　　　　’たちがしら　立ち頭

いっさ　　　　　　　　　 さら更　　　　 たつがしら龍頭
　うのぎょくしゅ　　一双の玉手　　　　　　　　ざら　（名）　　　　　　　ふなてがしら　船手頭

　せんにんのまくら　　　千人の枕　　　　　　　ざら．（副）』　　　　　　　ふでがしら　筆頭

　　　いはまくら　岩枕　　　　　　　　　　　いさら一（接頭〉　　　　　　　さねがしら　札頭

　　　たびまくら　旅枕　　　　　　　きき争うざら　桔梗皿　　　　　　　きのかしら　木の頭

　　　にひまくら　新枕　　　　　　　　　　ささら　彫　　　　　　　　　ものがしら　物頭

　　　なみまくら　波枕　　　　　　　　　　ささら一細ら　　　　　　　からのかしら　唐の頭

　　　ふみまくら　文枕　　　　　　　　　びんざさら　編木　　　　　　　　　おほがしら　大頭

　　　ゆめまくら　夢枕　　　　　　　　　　いしざら　石皿　　　　　　　　　かみがしら　髪頭

　　　乙もまくら　薦枕（枕）　　　　　　　かたざら　片皿　　　　　　　　　くみがしら　組頭

　　　さよまくら　小夜枕　　　　　えっさらおっさら　（副）　　　　　　　　なみがしら　波頭

　　てぐらまぐら　手暗目暗　　　　　　　ことさら　殊更　　　　　　　あぶみがしら　鐙頭

　　　かりまくら　仮枕　　　　　　　　　はなざら　花皿　　　　　　　　いもがしら　芋頭

　　　くくりまくら括り枕　　　　　　ひざのさら膝の皿　　　　　　　しゃかしら　しゃ頭

　　　ぬりまくら塗り枕　　　　　あたまのさら頭の皿　　　　　　　くろがしら　黒頭
　　　　　みくら　御倉　　　　　　　　　　ばさら　駿折羅　　　　　　　　　をかしら　尾頭

　　　　いみくら　斎蔵　　　　　　　　　　ぱさら　婆娑羅　　　　　　　ひにんがしら　非人頭

　　　かがみぐら　鏡鞍　　　　　　　　　　ひざら　火皿　　　　　　　　　ばんがしら　番頭

　　　たかみくら　高御座　　　　　　　てしほざら　手塩皿　　　　　　おほばんがしら　大番頭

　　　　　むぐら葎　　　　　　　　　つぽざら　壷皿　　　　　　　　　しじら絨
　　　やへむぐら　八重葎　　　　　　　　いまさら　今更　　　　　　　　　　　はしら　柱（名）

　　　　　めくら　盲　　　　　　　　　さらさら　（副）　　　　　　　　一はしら　柱（助数）

　　　　　やぐら　矢倉　　　　　　　　　さらさら　更更　　　　　　　らいがうばしら　来迎柱

　　　たかやぐら　高櫓　　　　　　　　ゆめさらさら　（副）　　　　　　　　　かばしら　蚊柱

　　　つちやぐら　土屋倉　　　　　　　　ひらさら　（副）　　　　　　　　さかばしら　逆柱

　　　すみやぐら　隅櫓　　　　　　　　　まんざら　（副）　　　　　　　　なかばしら　中柱

　　わたりやぐら　渡り櫓　　　　　　　　　　　しら　白　　　　　　　　　さかきばしら　逆木柱

　　ゆくらゆくら　（形動）　　　　　　　　　　しら　知ら　　　　　　　ねつぎばしら　根継ぎ柱

　　　　りょくら　緑羅　　　　　　　　　かしら　頭（名）　　　　　　　まきばしら　真木柱

　　　　いらくら　（副）　　　　　　　　一かしら　頭（助数）　　　　　　わきばしら　脇柱

　　　　からくら　唐鞍　　　　　　　　　一がしら　頭（接尾）　　　　はっつけばしら　礫柱

　　　　くらくら　（副）　　　　　　　　だいがしら　大頭　　　　　　　　めつけばしら　目付柱

　　　　　くらぐら　暗暗　　　　　　　さだうがしら　茶道頭　　　　　　　まけばしら　真木柱

　　　　しらくら　白黒　　　　　　　　どうがしら　胴頭　　　　　　　　　してばしら　仕手柱

　　　　しらくら　（副）　　　　　　いちゃうがしら　銀杏頭　　　　　　　　かどばしら　門柱

　　　　びらくら　（名）　　　　　　　　　おかしら　御頭　　　　　　　　　ひとばしら　人柱

　　　　じゃらくら　（副）　　　　　　　　あかがしら　赤頭　　　　　　　　　まなばしら　（名）

　　　ちゃらくら　（名）　　　　　　　　つかがしら　柄頭　　　　　　　　しんのはしら　心の柱

　　　　かりくら　狩倉　　　　　　　　つきがしら・月頭　　　　　　　　しまひばしら　仕舞ひ柱

　　　　かりぐら借り蔵　　　　　　やきがしら　焼き頭　　　　　だんがふばしら談合柱
　　　　くろぐら　黒鞍　　　　　　ひきつけがしら　引付け頭　　　　　　うつほばしら　空柱

　　　　しろぐら　白鞍　　　　　　　　　　こがしら　小頭　　　　　　　　　　めばしら　目柱

　　　　　うけら坑　　　　　　　　さかしら賢しら　　　　　　みやばしら宮柱
　　　　　こけら　柿　　　　　　　　　　ざがしら　座頭　　　　　　　だいじんばしら　大臣柱

　　　　　　こら　子等　　　　　　　ちゃうじがしら　丁子頭　　　　　　　しほんばしら　四本柱

　　　　　あごら　胡床　　　　　　　ひがしがしら　東頭　　　　　　　ごくもんばしら　獄門柱

　　　　　ここら　（副）　　　　　　　　ししがしら　獅子頭　　　　　　　　わびしら　佗しら

　　　　　そこら（副）　　　からすがしら烏頭　　　　　ましら猿
　　　　　ほこら　叢祠　　　　　　　　はたがしら　旗頭　　　　　　　　　　しらしら　白白

　　　　　　さら　婆羅　　　　　　　　かちがしら　徒士頭　　　　　　　　　一すら　（副助）
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　　　　ひたすら　（形動）　　　　　　あちらこちら　（形動）　　　　　　　くまっづら　熊葛

　　　　　ますら　益荒　　　　　　　　　　　つら　列　　　　　　　　　はまつづら　浜葛

　　　　　　そら　空（名）　　　　　　　　　つら　面　　　　　　　　しゃっつら　しゃっ面

　　　　　　そら一空（接頭）　　　　　　　　　つら　弦　　　　　　　　　あをつづら　青葛

　　　　　　一そら　（副助）　　　　　　　　　　つら　蔓　　　　　　　　　　ひとつら　一連

　　　　なかそら　中空　　　　　　　　　　いづら　何ら　　　　　　　　はなづら　鼻蔓

　　むなしきそら　虚しき空　　　　　　　　　うづら　鶉　　　　　　　　　　　のづら　野面

　　　　　ぢそら　地空　　　　　　　にんさうづら　人相面　　　　　　　　かはづら　川面

　　　　はつそら　初空　　　　　　　　うつらうつら　（副）　　　　　　　あ「つかはづら　厚皮面

　　　あまつそら　天つ空　　　　　　　　ほえづら　吠え面　　　　　　　ことばづら　言葉面

　　　　きのそら　木の空　　　　　　　　　かつら　桂　　　　　　　　　ほほはつら　頬は面

　　　あきのそら　秋の空　　　　　　　　　かづら　葛　　　　　　　　　　ひつら　（名）

　　　みちのそら　道の空　　　　　　　　　かづら　婁　　　　　　　　　　あまづら　甘蔦

　　　　うはのそら　上の空　　　　　　　　　あかつら　赤面　　　　　　　　　なまづら　生面

　　　たびのそら　旅の空　　　　　　　やなぎかづら　柳髪　　　　　　　　　はまづら　浜面

　　　こころのそら　心の空　　　　　　ゐのさかづら　猪の逆頬　　　　　　　やまづら　山面

　　　くもゐのそら　雲居の空　　　　　　　くずかづら　葛　　　　　　　　　　　みづら　角髪

　　　　めはそら　目は空　　　　　　　　くそかづら　尿葛　　　　　　　　　うみづら　海面

　　　おもふそら　思ふ空　　　　　　　　つたかづら　蔦葛　　　　　　　　いがみづら　涯み面

　　　　おほぞ’ら　（形動）　　　　ひゃくにちかづら　百日璽　　　　　　　しかみづら　翠み面

　　　　　みそら　み空　　　　　　ごじふにちかづら　五十日鍵　　　　　　っかみづら　掴み面

　　　　　みそら　身空　　　　　　　　　ゆつかつら　斎つ桂　　　　　　　たはみづら　（名）

　　あまっみそら　天つ御空　　　　　　　さなかづら　（枕）　　　　　　　　あをみづら　青角髪（枕）

　　　あまのみそら　天の御空　　　　　やまさなかづら　山さなかづら　　　‘　　めづら　目面

　　　あしをそら　足をそら　　　　　　　はなかづら　花髪　　　　　　　　　おもづら　瀧頭

　　　　　あたら　（副）　　　　　　　さねかづら　（名）　　　　　　みっちゃづら　みっちゃ面

　　　　ぼうだら　棒鱈　　　　　　　　　はねかづら　はね璽　　　　　　　　つらつら　（副）

　　　　ジャガタラ　（名）　　　　　　まさきのかづら　柾木の葛　　　　　　　しりづら　知り面

　　　　　　くだら　百済　　　　　　　　つきのかつら　月の桂　　　　　　　ところづら　野老葛

　　　　　しだら　（名）　　　　　　ひかげのかづら　日陰の葛　　　　　　くつわつら　轡つら

　　　　　たたら　踊篇　　　　　　　さうぶのかづら　菖蒲の墨　　　　　　いはゐづら　（名）

　　　　ぢたたら　地踏篇　　　　　　あやめのかづら　菖蒲の髪　　　　　　　　とをつら　十列

　　　　あつたら　（副）　　　　　　　　　えびかづら　（名）　　　　　　　けんじんづら　賢人面

　　しなによったら　品によったら　　　　　すひかづら　忍冬　　　　　　　　　びんづら　髪面

　　　　　はだら　（形動）　　　　　　あふひかづら　葵璽　　　　　　　　　　　てら　（名）

　　　　おほだら　（名）　　　　　　　たまかづら　玉葛　　　　　　　　　　てら　寺

　　　　　まだら　．曼陀羅　　　　　　　　たまかづら　玉婁　　　　　　　ちぎゃうでら　知行寺

　　かのこまだら　鹿の子斑　　　　　　　やまかづら　山かづら　　　　　ゆぎ争うでら　遊行寺

　　　あめまだら　飴斑　　　　　　　たてがみかつら　立て髪婁　　　　　　　　一がてら　（接助〉

　　　ところまだら　所斑　　　　　　　　　もろかづら　諸葛　　　　　　　　　うちでら　氏寺

　　　　　しゅたら　修多羅　　　　　　　　をかつら　男桂　　　　　　　　　　ててら　（名）

　　　　一たらたら　（接尾）　　　　　　　いきづら　生き面　　　　　　　もんとでら　門徒寺

　　　　あんだら　（名）　　　　　　　　　よくづら　慾面　　　　　　　　だんなでら　檀那寺

　　　　なんたら　何たら　　　　　　　　こづら　小面　　　　　　　をんなでら　女寺
　　　　まんだら　曼陀羅　　　　　　じゃんこづら　じゃんこ面　　　　かけこみでら　駆け込み寺

りゃうかいまんだら　両界曼陀羅　　　　　しゃくしづら　杓子面　　　　　　なげこみでら　投げ込み寺

　　ひゃくまんだら．百万だら　　　　　　　　たづら　田面　　　　　　　　　みやでら　宮寺

　ほっけのまんだら　法華の曼茶羅　　　　　　いたづら　徒ら　　　　　　　えんきりでら　縁切り寺

　　　なめんだら　（形動）　　　　　　　　みちづら　道面　　　　　　　　きみゐでら　紀三井寺

　　　かはくぢら　皮鯨　　　　　　　　　　つづら　葛　　　　　　　　　せけんでら　世間寺

　　　　　こちら　此方　　　　　　　　　　つづら　葛籠　　　　　　　たうじんでら　唐人寺
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　　　　とら虎　　　　　さきばら先腹　　　　　くにばら国腹
　　　　　とら　寅　　　　　　　　　　すぎはら　杉原　　　　　　　　おくにばら　御国腹

　　　　　どら　銅鍵　　　　　　　　こすぎはら　小杉原　　　　　　　　たねはら　胤腹

　　　うしとら　丑寅　　　　　　　　やなぎはら　柳原　　　　　　　　　　うのはら　海原

　　　こちとら　此方人等　　　　　　　はぎはら　萩原　　　　　　　　みかのはら　甕の原

　　　はつとら　初寅　　　　　　　　　わきばら　脇腹　　　　　　　　くさのはら　草の原

　　　　なら　楢　　　　　　　　げしゃくばら　外戚腹　　　　　　　　　しのはら　篠原’

　　　　一なら　（並助）　　　　　　　　ろくはら　六波羅　　　　　　　あさじのはら　浅篠原

　　　　一なら　（助動未然）　　　りゃうろもはら　両六波羅　　　　　　　わたのはら　海の原

　　　こなら　小檜　　　　　　　　　すげはら　菅原　　　　　　　　　とのばら　殿ばら

　すならすなら　（副）　　　　　　　おほやけばら　公腹　　　　　　　わかとのばら　若殿原

　　　きんなら　緊那羅　　　　　　　　　こばら　小腹　　　　　　　　　あまのはら　天の原

　　　　ねら　嶺ら　　　　　　　　みさごばら　顎腹　　　　　　　　たかまのはら　高天の原

　　おほねら　大ねら　　　　　　　　みこばら　皇女腹　　　　　おほうみのはら　大海の原

　　　　のら　（名）　　　　　　　　あさはら　朝腹　　　　　　　　　くはばら　桑原

　　　おのら　己等　　　　　　　　をざさはら　小笹原　　　　　　　いっしばはら　いつ柴原

　　いものら　妹のら　　　　　　　　あしはら　葦原　　　　　　　　　そばはら　側腹

　　　あらのら　荒野ら　　　　　　とよあしはら　豊葦原　　　　　　　　　ひはら　脾腹

　　　　はら　腹　　　　　　　　　　　いしはら　石原　　　　　　　　　　　ひばら　檜原

　　　　はら　大角　　　　　　　　おとしばら　落としばら　　　　　　おひばら　追ひ腹

　　　　一ばら　（接尾）　　　　　　　　むしばら　虫腹　　　　　　　　むかひばら　当腹

　　　あばら　荒ら　　　　　　　　　よしはら　吉原　　　　　　　　　やぶはら　藪原

　　　いばら　茨　　　　　　　　　　すばら　素腹　　　　　　　　　おほはら　大原

　　　いばら　薔薇　　　　　　　　まくずはら　真葛原　　　　　　　　かまばら　鎌腹

　　かういばら　更衣腹　　　　　　　　くるすばら　栗栖原　　　　　　　　　むばら　茨

　　　さいばら　催馬楽　　　　　わかくるすばら　若栗栖原　　　　　　　かめばら　亀腹

　　きさいばら　后腹　　　　　　　　せんすばら　扇子腹　　　　　　　　むすめばら　娘腹

　　すいばら　杉原　　　　　　　　ははそはら　柞原　　　　　　　　　つめばら　詰め腹

　　ないばら　泣い腹　　　　　　　　　たはら　俵　　　　　　　　　　　もはら　（形動）

　　はないばら　花茨　　　　　　　　　　かたはら　傍　　　　　　　　　　　しもばら　霜腹

　　　　うばら　茨　　　　　　　　　めったばら　滅多腹　　　　　　　　　やはら　柔ら（名）

　　　かはら　河原　　　　　　　　たねだはら　種俵　　　　　　　　　　やはら一柔ら（造語形）

　　　かはら瓦　　　　　ほだはら穂俵　　　　　やはら（副）
　　　かはら　龍骨　　　　　　　　　をだはら　小田原　　　　　　　　ちゃばら　茶腹

　しでうがはら　四条河原　　　　　　さんだはら　模俵　　　　　　　　　みやばら　宮ばら

　　　えがはら　（名）　　　　　　　　ほんだはら　穂俵　　　　　　　　　みやばら　宮腹

　　しきがはら　敷き瓦　　　　　　　　　ちはら　茅原　　　　　　　なまみやばら　生宮腹

　たびしがはら　（名）　　　　　　　　あさちはら　浅茅原　　　　　　　やはらやはら　柔ら柔ら

　　すがはら　菅原　　　　　　　　たちばら　立ち腹　　　　　　　　　ゆばら　弓腹

　まくずがはら　真葛が原　　　　　　　　つばら　委曲　　　　　　　　　つゆはら　露原

　あさちがはら　浅茅が原　　　　　ちゅうっばら　中っ腹　　　　　　　　うらはら　裏腹

　あだちがはら　安達が原　　　　　　ほてっばら　布袋腹　　　　　　　　そらばら　空腹

　しめちがはら　標茅原　　　　　　　　もっぱら　専ら　　　　　　　　　ちらはら　（副）

　　むながはら　棟瓦　　　　　　　　　やつばら　奴ばら　　　　　　　　はらはら　（副）

　さいのかはら　養の河原　　　　　　きゃつばら　彼奴ばら　　　　　　　はらばら　腹腹

　あまのかはら　天の河原　　　　　　しゃつばら　（名）　　　　　　　　おと’りばら　劣り腹

　　　ほかばら　外腹　　　　　　　　つばらつばら　委曲委曲　　　　　　　ひとりばら　一人腹

　たかまがはら　高天が原　　　　　　　　ことはら　異腹　　　　　　　　　はりはら　榛原

　　いうがはら　色河原　　　　　　　　　うなはら　海原　　　　　　わかんどほりばら　わかんどほり腹

　　をがはら　牡瓦　　　　　　　あをうなばら　青海原　　　　　　　むくろばら　むくろ腹

きけばききばら　聞けば聞き腹　　　　　くにはら　国原　　　　　　　　　しわばら　撤腹
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しゃうじんばら　精進腹　　　　　　　　　すべ「ら一皇　　　　　　　　　なんとやら　何とやら

　　　　　ひら　枚（名）　　　　　　ぞべらぞべら　（副）　　　　　　なんぢゃやら　何ぢゃやら

　　　　一ひら　枚（助数）　　　　　　　アンペラ　（名）　　　　　　　　　やらやら　（感）

　　　　　ひら　平　　　　　　　　　　　　ほら　法螺　　　　　　　　　　　ゆら　（形動）
　　　　えびら　簸　　　　　　　　かすみのほら　霞の洞　　　　　　　　　しゅら　修羅

　　たかえびら　竹箪　　　　　　　　みどりのほら　緑の洞　　　　　　　　　あしゅら　阿修羅

さかつらえびら　逆頬籏　　　　　　　　　まほら　（名）　　　　　　　　　たゆら　（形動）

　　　　おひら　御平　　　　　　　くにのまほら　国のまほら　　　　　　たまゆら　（副）

　　　　きびら　生平　　　　　　　　　ほらほら　（副）　　　　　　　　　もゆら　玲癌

　　　わきひら　側辺　　　　　　　　　　うまら　茨　　　　　　　　　　　　よら　夜ら

　　　くさびら　草片　　　　　　　　　　うまら　（形動）　　　　　　　　　きよら　清ら

　　　　しびら禰　　　　　 とまら枢　　　　　たよら（形動）
　　　　そびら背　　　　　　みら（名）　　　　　ぢょら（名）
　　　　たひら　平ら　　　　　　　　　かみら　韮　　　　　　　　ちょちょら　（名）

　　　かたびら　帷　　　　　　　　　　くくみら　茎韮　　　　　　　　　このよら　此の夜ら

きゃうかたびら　経帷子　　　　　　　　　　むら　群（名）　　　　　　　　　あらら一（造語形）

　　ゆかたびら　湯帷子　　　　　　　　　　一むら　群（接尾）．　　　　　　　　うらら一（造語形）

　くさりかたびら　鎖帷子　　　　　　　　　　むら一群（造語形）　　　　　　　がらら　（副）

　　　まっぴら　真っ平　　　　　　　　一むら　匹　　　　　　　　　　きらら　雲母

　　　はなびら　花弁　　　　　　　　　たかむら　竹叢　　　　　　　　　　つらら　氷柱

　　　くはびら　鍬平　　　　　　　　　すぎむら　杉叢　　　　　　　　　　つらら　列ら

　　　そばひら　側平　　　　　　　　　　　こむら．腓　　　　　　　　　　　はらら　（形動）

　　　おほひら　大平　　　　　　　　　たこむら　手腓　　　　　　　　　　ゆらら　揺らら

　　　おんひら　恩ひら　　　　　　　　さむら　寒ら　　　　　　　　　かるら　迦楼羅

　　　きんぴら　金平　　　　　　　　　いしむら　石群　　　　　　　　　　あれら　彼等

　　　こんびら　金毘羅　　　　　　　　　ししむら　肉叢　　　　　　　　　　おれら　己等

　　　だんびら　段平　　　　　　　　　まそむら　真麻群　　　　　　　　　ζれら　（代名）

　　　　　ぷら　（名）　　　　　　　　　あぢむら　（名）　　　　　　　　　おのれら　己れ等

　　　　あぶら　油　　　　　　　　　さとむら　里村　　　　　　　　　まれら　稀ら

　ちゃうじあぶら　丁子油　　　　　　　　　ひとむら　一叢　　　　　　　　　　われら　我等

　　さしあぶら　差し油　　　　　　　いなむら　稲叢　　　　　　　　　わら　藁
　　しはすあぶら　師走油　　　　　　　　　いはむら　岩群　　　　　　　　　　　くわら　掛絡

くさうつのあぶら　臭水の油　　　　　　ゆついはむら　斎つ磐群　　　　　　　ふくわら　福藁

おほとのあぶら　大殿油　　　　　　　　いへむら　家群　　　　　　　　　わらわら　（副）

　きゃらのあぶら　伽羅の油　　　　　　　　ほむら　焔　　　　　　　　　　ゑらゑら　（形動）

　ばいくわあぶら　梅花油　　　　　　しんいのほむら　瞑志の炎　　　　　　　　やをら　（副）

　　　　かぶら鏑　　　　　むらむら叢叢　　　　　アンラ養羅
　　　こかぶら　小鏑　　　　　　　　　ゐむら　居村　　　　　　　　　えんら　閻羅

ぬためのかぶら　妙目の鏑　　　　　　　　　めら　目ら　　　　　　　　　おんら　己等

　うはやのかぶら　上矢の鏑　　　　　　　　　すめら一皇　　　　　　　　　　　やんら　（感）

　　おほかぶら　大鏑　　　　　　　　チャルメラ　哨柄

　　　まかぶら　眠　　　　　　　　　　いもら妹ら
　やつめかぶら　八つ目鏑　　　　　　　　　やら　（感）

　　ひめかぶら　ひめ鏑　　　　　　　　　　やら　（名）

　　　たくぷら腕　　　　　 ．一 やら（終助）

　　　　こぶら　腓　　　　　　　　　　どうやら　（副）

　　　しりたぷら　尻骨　　　　　　　　　　　きゃら　伽羅

　　　　つぶら　円ら　　　　　　　　　しゃら　西落
　　おほとなぶら　大殿油、　　　　　　　あじゃら　（名）

　　　はこべら　繁妻　　　　　　　びらしゃら　（副）

　っべらこべら、（副）　　　　　　　　　ちゃら　（名）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかいり　中入り　　　　　　せんざいうり　前栽売り
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　かけいり　駆け入り　　　　　ういらううり　外郎売り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たうざいり　当座入り　　　　　　　　きうり　久離
　　　　　　　り　里（名）　　　　　　　おしいり　押し入り　　　　　あふぎうり　扇売り

　　　　　　一り　里（助数）　　　　　　　　すいり　水入り　　　　　　　　くろきうり　黒木売り

　　　　　　　り　理　　　　　　　　　　　だいり　大理　　　　　　　　　かうぐうり　香具売り

　　　　　　一り　（助動）　　　　　　　　だいり　内裏　　　　　　　　　　ざうり　草履

　　　　　　あり　蟻　　　　　　　　　だいだいり　大内裏　　　　　　こんがうざうり　金剛草履

　　　　　　あり　有り（動）　　　　　　さとだいり　里内裏　　　　　　　たうざうり　当座売り

　　　　　　あり一有り（接頭）　　　　　いまだいり　今内裏　　　　　　　きゃうざうり　京草履

しゃくぜんの　　　積善の家に　　　　　　うちいり　内入り　　　　　なかぬきざうり　中抜き草履

　いへによけいあり　　余慶あり　　　　　　うちいり　討ち入り　　　　　　はちくざうり　淡竹草履’

せきあ　　　　　　積悪の家に　　　　　　しょちいり　所知入り　　　　　　あはざうり　阿波草履

　くのいへにはか　　　は必ず余　　　　　　　ついり　梅雨入り　　　　　　ならざうり　奈良草履

　ならずよあうあり　　　映あり　　　　　あきついり　秋梅雨入り　　　　　　くづしうり　崩し売り

　　　きょうあり　興あり　　　　　　　　　でいり　出入り　　　　　　　さらしうり　晒し売り

　　　　らうあり　労あり　　　　　　　　いでいり　出で入り　　　　　　　　　だうり　道理

くにや　　　　　　国破れて山　　　　　　たていり　立て入り　　　　　　はしたうり　端売り

　ぶれてさんがあり　　　河あり　　　　　いといり　糸入り　　　　　　　　はつうり　初売り

　　　けしきあり　気色あり　　　　　　しうといり　舅入り　　　　　　　　　でうり　条理
しゃうあればじきあり　生あれば食あり　　　　　　つといり　つと入り　　　　　　　ふるてうり　古手売り

　　かたじけあり　恭あり　　　　　　　みなといり　港入り　　　　　　　　ぜにうり　銭売り

　　　　　さあり　（連語）　　　　　　　さんどいり　三度入り　　　　　　　かねうり　金売り

　　　だいじあり　大事あり　　　　　　　　ないり　泥梨　　　　　　たからぷねうり　宝船売り

　　　　としあり　年有り　　　　　　　　くにいり　国入り　　　　　　　　しのぶうり　忍売り

　　　ことにしあり　言にしあり　　　　　　　みねいり　．峰入り　　　　　　　　　　へうり　表裏

　　　　よしあり　由あり　　　　　じゅんのみねいり　順の峰入り　　　　いつはりへうり　偽り表裏

　　こころばせあり　心ばせあり　　　　　おほみねいり　大峰入り　　　　　　　やまうり　山売り

　　　　ただあり　（形動）　　　　　　　はひいり　這ひ入り　　　　　　ちがみうり　地紙売り

　　　　ただあり　唯あり　　　　　　　おもひいり　思ひ入り　　　　けさうぶみうり　懸想文売り

　　　　もだあり　黙あり　　　　　　　　ゃぷいり　藪入り　　　　　　　　　よみうり　読み売り

　　　　うちあり　うち有り　　　　　　　っぽいり　壼入り　　　　　　　　ひめうり　姫瓜

　　　かたちあり　形あり　　　　　　　　いまいり　今入り　　　　　　　　かもうり　冬瓜

　　　　はちあり　恥あり　　　　　　　　かまいり　釜煎り　　　　　　　　ちゃうり　長吏

　　　うたてあり　（連語）　　　　　　　さっまいり　薩摩煎り　　　　ゑしゃちゃうり　会者定離

　　　　　一とあり　（連語）　　　　　　　　ひまいり　隙入り　　　　　　　　みゃうり　名利

　　　さることあり　（連語）　　　　きっねのよめいり　狐の嫁入り　　　　　　みゃうり　冥利

　　　　　なあり　名有り　　　　　さうよよめいり　葬輿嫁入り　　　　をとこみゃうり　男冥利

　　　　一だにあり　（連語）　　　　　　　　きもいり　肝入り　　　　　あきなひみゃうり　商ひ冥利

　ひとのくちにあり　人の口にあり　　　　　あげやいり　揚げ屋入り　　　さぷらひみゃうり　侍冥利

　　　いへにあり　家にあり　　　　　　ちからいり　力入り　　　　　さむらひみゃうり　侍冥利

　　　　よにあり　世にあり　　　　　こなからいり　小半ら入り　　　　おたからうり　御宝売り

　　　　なほあり　猶あり　　　　　　　さくらいり　桜煎り　　　　　　　あぶらうり　油売り

　　　　さもあり　（連語）　　　　　　　ふくらいり・脹ら煎り　　　　　　　きりうり　切り売り

　　　さてもあり　（連語）　　　　　　　　てらいり　寺入り　　　　　　　　とりうり　取り売り

　　　　ともあり　（連語）　　　　　　　　　ゑいり　絵入り　　　　　　　　ふりうり　振り売り

　　　　ありあり　（感）　　　　　　　　おんいり　御入り　　　　　　　　　れうり　料理

　　　かぎりあり　限りあり　　　　　　こぶしんいり　小普請入り　　　くわいせきれうり　会席料理

　　　あまりあり余りあり　　　　うり瓜　　　　ふちゃれうり普茶料理
　　　おそれあり　恐れあり　　　　　　　　いうり　遊里　　　　　　　　いたりれうり　至り料理

　　　乙ころあり　心あり　　　　　ぢゃうさいうり　定斎売り　　　　　　かつをうり　鰹売り
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　　ちゃせんうり　茶第売り　　　　きっさきあがり　切っ先上がり　　　　かみがかり　神懸かり

　　　　　　えり　臥　　　　　　　　　つきあがり　付き上がり　　　　　かむがかり　神懸かり

　　　　　　えり　襟　　　　　　　　しょけあがり　所化上がり　　　　　　めがかり　目懸かり

　　そうがうえり　僧綱領　　　　　　　　こしあかり　腰明かり　　　　　　　しもがかり　下掛かり

　　　　そぎえり　削ぎ襟　　　　　　　こもつあがり　御物上がり　　　　　　やがかり　矢懸かり

　　　　のけえり　仰け襟　　　　　　　あとあがり　後上がり　　　　　とありかかり　（連語）

　　　　ことえり　言選り　　　　　　　　にあがり　二上がり　　　　　　まりがかり　鞠懸り

　　　　まるえり　盤領　　　　　　　　とよのあかり　豊の明かり　　　　　こころがかり　心掛かり

　　うんさいおり　雲斎織　　　　　　　とびあがり　飛び上がり　　　　しほんがかり　四本掛かり

　　　　さきおり　割き織り　　　　　　　ゆふあがり　夕上がり　　　　　　　　ときがり　時借り

　　　あづきおり　小豆織り　　　　　　　みあがり　身揚がり　　　　　　　まきがり　巻き狩り

　　　　　さおり　狭織　　　　　　　たつみあがり　辰巳上がり　　　　　　やきがり　焼き狩り

　　　　はたおり　機織り　　　　　　　かむあがり　神上がり　　　　　　　たけがり　茸狩り

　　　あっちおり　彼方織り　　　　　それしゃあがり　其者上がり　　　　　　　さかり　盛り

　　　　しつおり　倭文　　　　　　　　にじりあがり　閑り上がり　　　　　　　さがり　下がり

　　　　いとおり　糸織　　　　　　　　こころあがり　心上がり　　　　　　　あさがり　朝狩り

　　　　やどおり　宿下り　　　　　　　しろあがり　白上がり　　　　　　あいざかり　愛盛り

　　　　　はおり　羽織　　　　　　　　うしろあがり　後ろ上がり　　　　　たうざがり　当座借り

だうちゅうばおり　道中羽織　　　　　　　　いかり　碇　　　　　　　　　　おさがり　御降り

　　せさきばおり　背裂き羽織　　　　　　　いかり　怒り　　　　　　きっさきさがり　切っ先下がり

　ひっさきばおり　引っ裂き羽織　　　　　すいがり　粋がり　　　　　　ななつさがり　七つ下がり

　ぷっさきばおり　打っ裂き羽織　　　いちばんいかり　一番碇　　　　　　　やつさがり　八つ下がり

　こしまきばおり　腰巻き羽織　　　　　　　そうかり　僧伽梨　　　　　　　あとさがり　後下がり

　　かみこばおり　紙子羽織　　　　　　　やうがり　様がり　　　　　　　ひとさかり　一盛り

　そでなしばおり　袖無し羽織　　　　ありきゃうがり　（名）　　　　　　　　やどさがり　宿下がり

　　くわじばおり　火事羽織　　　　　　きょうがり　興がり　　　　　　めでのさかり　愛での盛り

　　　かはばおり　革羽織　　　　　　　　　　かかり　懸かり　　　　　　　こひのさかり　恋の盛り

　うまのりばおり　馬乗り羽織　　　　　　　　かかり　掛かり　　　　　　　　　ふさがり　塞がり

　　　ちんばおり　陣羽織　　　　　　　　　　かかり　（動）　　　　　　　つきふさがり　月塞り

　　　まがひおり　紛ひ織り　　　　　　　　かがり　簿　　　　　　　ひがしふさがり　東塞がり

　　　　いまおり　今織り　　　　　　　　　あかがり　赤がり　　　　　　　　　まさかり　（名）

　　　　あやおり　綾織り　　　　　　　おきがかり　沖掛かり　　　　　まへがみざかり　前髪盛り

　　　　からおり　唐織　　　　　　　　つきがかり　月掛かり　　　　　　　よざかり　世盛り

　　　むしろおり　錘織り　　　　　　わきがかり　脇懸かり　　　　　　ひるさがり　昼下がり

　　　　もろおり　諸織り　　　　　　　　はしがかり　橋懸かり　　　　　　　いろざかり　色盛り

　　はったんおり　八端織　　　　　　　　　たかがり　鷹狩り　　　　　　　うしろさがり　後ろ下がり

　　　　もんおり　紋織り　　　　　　　こたかがり　小鷹狩り　　　　　　　をざかり　男盛り’

　　ゴブランおり　呉布蘭織　　　　　　おほたかがり　大鷹狩り　　　　　　さんさがり　三下がり

　　　　　　かり　（感）　　　　　　　　こてがかり　五手掛かり　　　　　　　　しかり　然り

　　　　　　かり雁　　　　すてかがり捨て篶　　　 あしかり葦刈り

　　　　　かり　（名）　　　　　　ふながかり　船繋かり　　　　　　おしがり　押し借り

　　　　　かり　仮　　　　　　　　　かみのかかり　髪のかかり　　　　　　　ししがり　獣狩り

　　　　　かり　狩り　　　　　とあればかかり　（連語）　　　　　　まほしかり　（助動）

　　　　　一かり　（助動）　　　　　　　あひがかり　相懸かり　　　　　　　　すかり　樗蒲

　　　　　一かり　（語尾．く＋あり）　　　　いひがかり　言ひ掛かり　　　　　　　　すがり　繕り

　　　　　一がり許　　　　おひかかり負ひ懸り　　　　すがり末枯り
　　　　　あかり　明かり　　　　　　　　かひがかり　買ひ掛かり　　　　　　やさすかり　八道行成

　　　　　あがり　上がり　　　　　　　ありべかかり　（形動）　　　　　　　いますがり　在すがり

　　　　　あがり　積　　　　　　　　あるべかかり　（形動）　　　　　　　いまそがり　在そがり

しゃうばいあがり　商売上がり　　　　　くるまがかり　車懸かり　　　　　　　みまそがり　（動）’

　　　たかあがり　高上がり　　　　　　かみがかり　上掛かり　　　　　　ことたかり　言たかり
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　　　かたふたがり　方塞がり　　　　　　しにびかり　死に光り　　　　　さたのかぎり　沙汰のかぎ

　　　　もみちがり　紅葉狩り　　　せきくわのひかり　石火の光　　　　　　　　　　　　　　り（連語）

　　　　あつかり　預かり　　　　　みけんのひかり　眉間の光　　　　　　うちのかぎり　うちの限り

こしょ　　　　　　御書所の預　　　　　　ゆふがり　夕狩り　　　　　　　よのかぎり　世の限り

　どころのあつかり　　　　かり　　　　　一べかり　（助動）　　　　　こころのかぎり　心の限り

ゑどころのあつかり　絵所の預かり　　　　　　おほかり　多かり　　　　　　　いまはかぎり　今は限り

　　　　　しっかり　（副）　　　　　　　　まかり　罷り（名）　　　　　あるかぎり　有る限り
　　　　すっかり　（副）　　　　　　　　　　まかり一罷り（接頭）　　　　あしをかぎり　足をかぎり

　　　　ずっかり　（副）　　　　　　　　　まがり　碗　　　　　　　　こんかぎり　根限り

　　　　　はつかり　初雁　　　　　　　　　　まがり　糧　　　　　　　　　　すきぎり　透き切り

　　　　ぽっかり　（副）　　　　　　　　めかり　（名）　　　　　　　　つききり　突き切り

　　　　すむつかり　酢憤り　　　　　　　　　めかり　和布刈り　　　　　　　つきぎり　月切り

　　　　　　とがり　鳥狩り　　　　　　　　　もがり　虎落　　　　　　　　　ひききり　引き切り

　　　　はつとがり　初鳥狩り　　　　　　　　もがり　碩　　　　　　　　いっそくぎり　一束切り

　　　　めをとがり　夫婦雁　　　　　　　たかもがり　竹虎落　　　　　　きんちゃくきり　巾着切り

　　　　　たながり　店借り　　　　　　　　ゆかり　縁　　　　　　　　　　さげぎり　下げ斬り

　　　あづまのかり　東の雁　　　　　むらさきのゆかり　紫の縁　　　　　　　　　　こきり　（副）

　　　たのむのかり　田の面の雁　　　　　くさのゆかり　草のゆかり　　　　　　のこぎり　鋸

　　　　　　はかり　（名）　　　　　　　　ちのゆかり　血のゆかり　　　　　たけのζぎり　竹鋸

　　　　　はかり　謀り　　　　　　　　　くらがり　暗がり　　　　　　　タバコきり　煙草切り

　　　　　一ばかり　（副助）　　　　　　　さくらがり　桜狩り　　　　　　　しのぶこぎり　忍小桐

　　　　　うはがり　上借り　　　　　　　いもらがり　妹ら許（枕）　　　　はしりこぎり　走りこぎり

　　　　　かばかり　（副）　　　　　　　　　かりかり　（感）　　　　　　　　ちんこきり　賃粉切り

　　　　　かはがり　川狩り　　　　　　　くすりがり　薬狩り　　　　　　　　　さぎり　さ霧

　　　　いかばかり　如何ばかり　　　　　かへるかり　帰る雁　　　　　　　　あさぎり　朝霧

　　　　しかばかり　然ばかり　　　　　すゑひろがり　末広がり　　　　　　　おざぎり　御座切り

　　　けしきばかり　気色ばかり　　　　　　　わがり　吾がり　　　　　　　　かざきり　風切り

　　　　かくばかり　斯くばかり　　　　　　がんがり　（副）　　　　　　　　　けさぎり　袈裟切り

　　　　　さばかり（副）　　　　しんがり殿　　　　　しきり（名）
　　　しるしばかり　標ばかり　　　　　　　すんがり　（副）　　　　　　　　　　しきり　仕切り

　　はりさすばかり　針さすばかり　　　　　ちんがり　（副）　　　　　　　　　じぎり　自切り

　　　　　たばかり㌦謀り　　　　　　　　　　　きり　（名）　　　　　　　　うちしきり　うち頻り

　　こころたばかり　心たばかり　　　　　　　　きり　切り（名）　　　　　　　つじぎり　辻切り

　　　　いつばかり　何時ばかり　　　　　　　一きり　切り（助数）　　　　　　としぎり　年切り

　　とびたつばかり　飛び立つばかり　　　　　　　　きり　桐　　　　　　　　　　ためしぎり　試し切り

　　　　みつばかり　水準り　　　　　　　　　きり　錐　　　　　　　　　　せぎり　背切り

　　　　　とばかり　（副）　　　　　　　　　　きり　霧　　　　　　　　　　　せぎり　瀬切り

　　　　一とばかり　（連語）　　　　　　　　　キリ　（名）　　　　　　　　　　ちきり　牒

　　　　ことはかり　事計り　　　　　　　　　　ぎり　義理　　　　　　　　　　ちきり　紅秤

　　　かごとばかり　託言ばかり　　　　　せいきり　（名）　　　　　　　　　ちぎり　契り

　　　　なにばかり　何ばかり　　　　　　　どうぎり　胴切り　　　　　　　　　ちぎり　乳切り

　　　　しぬばかり　死ぬばかり　　　　じっぱうぎり　十方斬り　　　　　　　　ちぎり　地切り

　　　　　はばかり　揮り　　　　　　　　　　　かぎり　限り　　　　　　　　　こうちぎり　小路切り

　　　　つゆばかり　露ばかり　　　　　　むいかぎり　六日限り　　　　　おほうちぎり　大内桐

　　　いくらばかり　幾らばかり　　　あるべきかぎり　有るべき限り　　　　　くちきり　口切り

　　　　ちりばかり　塵ばかり　　　　　ばんじかぎり　万事限り　　　　　　こぐちぎり　小ロ切り

　　　あしをはかり　足をはかり　　　　いのちかぎり　命かぎり　　　　　　　けちぎり　仮契り

　　　こゑをはかり　声をはかり　　　　あしてかぎり　足手限り　　　　　　　ねぢきり　捻ぢ切り

　　　おもんぱかり　慮り　　　　　　　いきのかぎり　息のかぎり　　　ゑんあうのちぎり　鴛鳶の契り

　　　　　　ひかり　光　　　　　　　さたのかぎり　沙汰のかぎ　　　　あきのちぎり　秋の契り

　　　　　　ひかり　光り　　　　　　　　　　　　　　　り（形動）　　　にせのちぎり　二世の契り
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　さんぜのちぎり　三世の契り　　　　　　はんぎり　半切り　　　　　　　　きづくり　木造り

　　あだのちぎり　徒の契り　　　　　　　ぷんぎり　分切り　　　　　　ひがきづくり　檜垣造り

いたちのみちきり　艶の道切り　　　　　　ちゃんぎり　（名）　　　　　　　　きくづくり　菊作り

　　　　くつきり　沓切り　　　　　　　　　　くり　浬　　　　　　　　　いけづくり　活け作り

　　　一こっきり　（接尾）　　　　　　　　　　くり　繰り　　　　　　　　かけづくり　懸け造り

　　　　すっきり　（副）　　　　　　　　　　　くり　庫裡　　　　　　　　ぷけづくり　武家造り

　　　しゃっきり　（副〉　　　　　　　　　　　いくり　（名）　　　　　　　　　　こっくり　（名）

　　　からっきり　（副）　　　　　　　　　　おくり　送り　　　　　　　　　こづくり　木作り

　　　かたてぎり　片手切り　　　　　　　とがおくり　科送り　　　　　　　　しっくり　（副）

　　　　なでぎり　撫で切り　　　　　　せきおくり　関送り　　　　　　かうしづくり　格子造り

　　　　なでぎり　撫で斬り　　　　　　しゅくおくり　宿送り　　　　　　ひよしづくり　日吉造り

　　　　いときり　糸切り　　　　　　　　おしおくり　押し送り　　　　　すみよしづくり　住吉造り

　　　ずんどぎり　寸胴切り　　　　　　かどおくり　門送り　　　　　　　　すっくり　（副）

　　　かさねぎり　重ね切り　　　　　　　のおくり　野送り　　　　　　　　そっくり　（副）

　　なげきのきり　歎きの霧　　　　　　のべのおくり　野辺の送り　　　　　　たづくり　田作り

　　こしちのきり　五七の桐　　　　　　　たまおくり　魂送り　　　　　　　　．ちっくり　（副）

　　　さんのきり　三の切り　　　　　　やまおくり　山送り　　　　　　かたちづくり　形作り

　　ごさんのきり　五三の桐　　　　　　かみおくり　神送り　　　　　　　　つっくり　（副）

　　　　かはきり　皮切り　　　　　　このしたがくり　木の下隠り　　　　　　でっくり　（副）

　　　　そばきり　蕎麦切り　　　　　　　うらがくり　浦隠り　　　　　　　　てづくり　手作り

　　　　　ひきり　火讃り　　　　　　　　　さきぐり　（名）　　　　　　　　　ぬっくり　（副）

　　　　　ひぎり　日切り　　　　　　　　くくり　括り　　　　　　こがねづくり　黄金作り
　　　　くびきり　首切り　　　　　　　　　　くぐり　潜り　　　　　　　しろかねづくり　銀作り

　　しゃうぶきり　菖蒲切り　　　　　　しゃうくくり　上括り　　　　　　よせむねづくり　寄せ棟造り

　　　　ゆふぎり　夕霧　　　　　　　　ちゅうぐくり　中括り　　　　　やつむねづくり　八つ棟造り

　　　　おほぎり　大切り　　　　　　　たかぐくり　高括り　　　　　　　とのづくり　殿作り

　　　　あまぎり　雨霧　　　　　　　　　さきくぐり　先潜り　　　　　　　ものつくり　物作り

　　　　やまぎり　山霧　　　　　　　　　げぐくり　下括り　　　　　いかものづくり　怒物作り

　　　くるまぎり　車切り　　　　　　　　けしぐくり　芥子括り　　　　　いちものづくり　一物作り

　　　　　みぎり　右り　　　　　　　いぬくぐり　犬潜り　　　　　しゃうぶづくり　菖蒲作り

　　　　　みぎり　瑚　　　　　　　　　さまくぐり　狭間潜り　　　　　　いへづくり　家作り

　　　　かみきり　髪切り　　　　　　むくりこくり　（名）　　　　　　きりづまづくり　切妻造り

　　　　すみきり　隅切り　　　　　　　　　　さくり　（名）　　　　　　　　つみつくり　罪作り

　　　おほみぎり　大吻　　　　　　　　　　　さくり　臓　　　　　　　　　ふみつくり　文作り

　　　　　やぎり　矢切り　　　　　　　　　　さくり　轍泣　　　　　　　　　　やづくり　家作り

　　　　あやぎり　綾切り　　　　　　　　さぐり　探り　　　　　　たいしゃづくり　大社造り

　　　　しゃぎり　砂切り　　　　　　　　ささぐり　小栗　　　　　　うめちゃづくり　埋め茶造り

　　　ひとよぎり　一節切　　　　　　　　うまざくり　馬ざくり　　　　　さんちゃづくり　散茶造り

　　　　あらぎり　荒切り　　　　　　　てまさぐり　手弄り　　　　　　つのやづくり　角屋造り

　　　　ありきり　有り切り　　　　　　　すぐり　村主　　　　　　いりもやづくり　入母屋造り

　　　　うりぎり　瓜斬り　　　　　　　　　たぐり　吐り　　　　　　　こしょづくり　御所造り

　　　　きりきり　（副）　　　　　　　　　わたくり　綿繰り　　　　　　　ひょっくり　（副）

　　　　ぎりぎり　（名）　　　　　　　　　おちぐり　落ち栗　　　　　　　あらづくり　粗造り

　　　まくりぎり　捲り切り　　　　　　　っくり　作り　　　　　　なりひらづvり　業平作り

　　　やじりきり　家尻切り　　　　　とかいづくり　渡悔造り　　　　おほとりづくり　大鳥造り

　　　　ほりきり　・掘切り　　　　　　しんめいづくり　神明造り　　　　　ながれづくり　流れ造り

　　　　ざんぎり　散切り　　　　　はうぎゃうづくり　方形造り　　　　　　くろづくり　黒作り

　　　　ずんぎり　寸切り　　　　　ほうぎゃうづくり　宝形造り　　　おほやしろづくり　大社造り

　　いっせんぎり　一銭切り　　　　　しちゅうづくり　四注造り　　　　　　かんづくり　寒造り

　　せんにんぎり　千人切り　　　　　かすがづくり　春日造り　　　　ごんげんづくり　権現造り

　　　　ねんきり　年切り　　　　．　　　　ぎっくり　（副）　　　　　　しんでんづくり　寝殿造り
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はちまんづくり　八幡造り　　　　　　　　お乙り　瘡．　　　　　　　　　　まさり　勝り

しょゐんづくり　書院造り　　　　　　　　おごり　歳り　　　　　　　きゃうまさり　京優り

　　　　てぐり　手繰り　　　　　　　　　おごり　奢り　　　　　　　　ちかまさり　近勝り

　　さんどぐり　三度栗　　　　　　こころおごり　心騎り　　　　　　　1あげまさり　上げ優り

　　　つのぐり　角書　　　　　　　　としぎこり　年木樵り　　　　　ほふしまさり　法師勝り

　　ぬなはくり　（名）　　　　　　　　　　ここり　心　　「　　　　　　みぎはまさり　汀優り

　　　　ふぐり　（名）　　　　　　　　あきじこり　商じこり　　　　　　　かへまさり　替へ優り

　　まつふぐり　松毬　　　　　　　　ちょっこり　（副）　　　　　　　　　みまさり　見優り

　　　　ぼくり　木履　　　　　　　　　　なごり　余波　　　　　　　ちからまさり　力勝り

　　　　まくり　捲り　　　　　　　　　　なごり　名残り　　　　　　　こころまさり　心勝り

　　　　まくり　海人草　　　　　　　　　にごり　濁り　　　　　　　　しうとめさり　姑去り

　　　あまぐり　甘栗　　　　　　　　ささにごり　小濁り　　　　　　　　　よさり　夜さり

　　　はまぐり　蛤　　　　　　　こころのにごり　心の濁り　　　　　　かたゐざり　片養

　　　　みくり　三稜草　　　　　　　　　けのこり　消残り　　　　　　　　　　　しり　後

　　　　みくり　御厨　　　　　　　　　ものごり　物懲り　　　　　　　　　　じり　事理

　　へちむくり　（名）　　　　　　　　ゆふこり　夕凝り　　　　　　　いばうじり　涜雀り

　　　　めくり　捲り　　　　　　　　ほこり　埃　　　　　　　　　つきじり　月尻
　　　　めぐり　廻り　　　　　　　やけぼこり　焼け誇り　　　　　　　　くじり　扶り

　しこくめぐり　四国巡り　　　　　みやこぼこり　都誇り　　　　　　　　さくじり　（名）

　おはちめぐり　御鉢巡り　　　　　ひなたぼこり　日向ぼこり　　　　　　なさけしり　情け知り

　ひとひめぐり　一日巡り　　　　　　　うまこり　（枕）　　　　　　　　　わけしり　訳知り

　　やまめぐり　山巡り　　　　　　　　つもごり　晦　　　　　　　　　　　こじり　鎖

　　みやめぐり　宮巡り　　　　　　　　かんごり　寒垢離　　　　　　　　　うすじり　薄知り

かいだんあぐり　戒壇廻り　　　　　　　せんごり　川垢離　　　　　　　　　そしり　誇り

　　　　ゆくり　（形動）　　　　　　　　　　さり　（動）　　　　　　　　　　ぢじり　地尻

　　　からくり　絡繰り　　　　　　　　　　一さり　（連語）　　　　　　　　　たっしり　（副）

のぞきからくり　覗き絡繰り　　　　　　　一ざり　（助動連用）　　　　　　ひっしり　（副）

　みつがらくり　水絡繰り　　　　　　　　一ざり　（連語）　　　　　　　　ほっしり　（副）

　　よだれくり　誕繰り　　　　　　　　　あさり　浅り　　　　　　　　　あとじり　跡尻

　　　せんぐり　先繰り　　　　　　　　　あさり　漁り．　　　　　　　　　ことしり　事知り

　　　わんぐり　（副）　　　　　　　　　　あざり　阿閾梨　　　　　　　　　ことじり　琴尾

　　　　　けり　来り　　　　　こしちにちのあざり　後七日の阿閥梨　　　　　さとしり　里知り

　　　　　けり　着り　　　　　　　　　いざり　漁り　　　　　　　　　まなしり　皆

　　　　一けり　（助動）　　　　　　あまのいざり　海人のいざり　　　　　　にじり　踊り

　　　　かけり　翔り　　　　　　　　　ようさり　夜さり　　　　　　　たちのしり　大刀の後（枕）

　　うながけり　項懸けり　　　　　　　　がざり　飾り　　　　　　　　みちのしり　道の後

　　　あざけり　嘲り　　　　　　　　ふなかざり　船飾り　　　　　　　ふでのしり　筆の尻

　　　かちぐり　摘栗　　　　　　　　おきざり　置き去り　　　　　くるまのしり　車の尻

　　　ずっけり　（副）　　　　　　　　のきざり　退き去り　　　　　　　　はしり　走り

　　　ぬっけり（副）　　　　 くさり鎖　　　　 かはじり川尻
　　　一てけり　（連語）　　　　こんじゃうくさり　根性腐り　　　　　　　さぎばしり　先走り

　　　一に1けり　（連語）　　　　　ひゃうごぐさり　兵庫鎖　　　　　　　　すばしり　洲走り

　　つきにけり　（連語）　　　　　　　もじぐさり　文字鎖　　　　　　　　いぬぱしり　犬走り

　　　さりけり　（連語）　　　　　　　いぢくさり　意地腐り　　　いっとき　　　　　　一時三里犬

　　一た‘りけり　（連語）　　　　　　ふえのくさり　坑の鎖　　　　　さんりいぬばしり　　　　　走り

　そのなりけり　（連語）　　　　　　のどのくさり　咽喉の鎖　　　　　　むしゃばしり　武者走り

　それなりけり　（連語）　　　　　　おほぐさり　大腐り　　　　　　そしりはレり　誘り走り

　　一てんげり　（連語）　　　　　　　　ゐぐさり　居腐り　　　　　　　　つるばしり　弦走り

　　　　　こり　香　　　　　　　　　　わっさり　（副）　　　　　　　あらればしり　あられ走り

　　　　　こり　垢離　　　　　　　　　ゆふさり　夕さり　　　　　　　こ乙ろばしり　心走り

　　　だいごり　代垢離　　　　　　　　なほざり　等閑　　　　　　　ゐだてんばしり　章駄天走り
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　　　　　ひじり聖　　　　 おさすり御摩り　　　　なかぞり中剃り
　　　ぞくひじり　俗聖　　　　　　　　　くさずり　草摺り　　　　　　さかやきぞり　月代剃り

　　　　こひしり　恋知り　　　　　　　　あしずり　足摺り　　　　　　　　らくぞり　楽剃り

　あみだのひじり　阿弥陀の聖　　　　　　　いしずり　石摺り　　　　　　　　　じぞり　自剃り

　　かうやひじり　高野聖　　　　　　　ひのしずり　火奥斗摺り　　　　　　　そそり　（名）

　　　あらひじり　荒聖　　　　　　　　　　すずり　硯　　　　　　　はやくちそそり　早口そそり

　　　そらひじり　空聖　　　　　　　　かけすずり　懸け硯　　　　　　　　うっそり　（副）

　くわんじんひじり　勧進聖　　　　　　　　はなすすり　演畷り　　　　　　　　なっそり　納蘇利

　　　　いぼじり　戎劣り　　　　　　やたてのすずり　矢立ての硯　　　　　　　ねっそり　（副）

　　　　しほじり　塩尻　　　　　　　　たびすずり　旅硯　　　　　　　　　　なそり　納蘇利

　　　　　まじり　皆　　　　　　　　　　きくたずり　菊多摺り　　　　　　　　ひぞり　乾反り

　　　　　まじ』り　交じり　　　　　　　　ぢずり　地摺り　　　　　　　ぞりぞり　（名）

　　　あめまじり　雨雑り　　　　　　　　　もちずり　振摺り　　　　　　　いっせんぞり　一銭剃り

　　　かもあじり　鴎尻　　　　　　　しのぶもちずり　忍振摺り　　　　　いちもんぞり　一文剃り

　　　　ももじり　桃尻　　　　　　　　　ゆっすり　（副）　　　　　　　　　　一たり　（助動）

　　　　　やじり　矢尻　　　　　　　　　　てすり　手摺り　　　　　　　　　一たり　（助動）

　　　　　やじり　家尻　　　　　　　　　はなずり　花摺り　　　　　　　　　一たり　人

　　　　からじり　軽尻　　　　　　　はぎのはなずり　萩の花摺り　　　　　　　あたり　辺り

　　　　のりじり　乗り尻　　　　　　かたにずり　片荷ずり　　　　　　　あたり　当たり

　　　　わるじり　悪尻　　　　　　　　　あひずり　相掬り　　　　　しゃくしあたり　杓子当たり

　　　こころしり　心知り　　　　　　　　おひずり　笈摺り　　　　　　　　てあたり　手当たり

　　　　だんじり　壇尻　　　　　　　　しのぶずり　忍摺り　　　　　　　ひとあたり　人当たり

　　　　まんじり　（副）　　　　　　　とほやまずり　遠山摺り　　　　　　まのあたり　目のあたり

　　　　　　すり　修理　　　　　　　　　　すみすり　墨磨り　　　　　　　そばあたり　側辺り

　　いちまいずり　一枚摺り　　　　　　あぶみずり　鐙摺り　　　　　　　おほあたり　大当たり

　　　　どうずり　どう掬模　　　　　　　ともずり　共擦り　　　　　あたりあたり　辺り辺り

　　いけどうずり　いけ胴淘模　　　　　がんぎやすり　雁木鑓　　　　　　　　　いたり　至り（名）

　　　　　かすり　掠り　　　　　　　　　たかゆすり　高ゆすり　　　　　　　　いたり一至り（造語形）

　　さつまがすり　薩摩耕　　　　　　　　　きよずり　清剃り　　　　　　こころのいたり　心の至り

　　ひちりかすり　ひちり摩り　　　　　　からずり　空摺り　　　　　　　たうだり　賜うだり

　　　　いきずり　いき掬模　　　　　　ささらすり　彪摺り　　　　うったりまうたり　打ったり舞

　　　　ひきずり　引き摺り　　　　　　　むらずり　むら摺り　　　　　　　　　　　　　うたり
　　　　ゆきずり　行き摩り　　　　　　はりすり　榛摺り噛　　　　　　　えたり　得たり

　　　　　くすり　薬　　　　　　　　　あゐずり　藍摺り　　　　　　　　かたり　語り

　　　どうぐすり　胴薬　　　　　　　　　あをずり　青摺り　　　　せっきゃうがたり　説経語り

　　ういらうぐすり　外郎薬　　　　　　　　ふかぜり　深芹　　　　　　　　いきがたり　いき騙り

　　　　きぐすり　生薬　　　　　　　ほそろぐせり　保曾路倶勢利　　　　ふきがたり　吹き語り

　　　いくぐすり生く薬　　　　　　いそぜせり磯ぜせり　　　　むかしがたり昔語り
　　　　こぐすり　粉薬　　　　　　　　はまぜせり　浜ぜせり　　　　　とはずがたり　問はず語り

　　　　くちぐすり　口薬　　　　　　　　　みせせり　身せせり　　　　　　うたがたり　歌語り

　　　のちぐすり　後薬　　　　　　　　かみせせり　神せせり　　　　　　　でがたり　出語り

　　　あとぐすり　後薬　　　　　　　　　　たぜり　田芹　　　　　　　　ものがたり　物語

　　　はなぐすり　鼻薬　　　　　　　　　ひとぜり　人競り　　　　でんきものがたり　伝奇物語

　　　　きのくすり　気の薬　　　　　　　　　ねぜり　根芹　　　　　ひゃくものがたり　百物語

おい　　　　　　　老いず死な　　　　　　のぶせり　野臥せり　　　むかしものがたり　昔物語

　ずしなずのくすり　　　ずの薬　　　　おほぷせり　大臥せり　　　　　すものがたり　素物語

　　　あひぐすり　合ひ薬　　　　　　　つちほぜり　土穿り　　　なぞなぞものがたり　謎謎物語

　　　　とひぐすり　問ひ薬　　　　　　　　　　そり　反り　　　　　　うたものがたり　歌物語

　くもにとぷくすり　雲に飛ぷ薬　　　　　　かうぞり　髪剃り　　　　　はやものがたり　早物語

　　　ぬみぐすり　（名）　　　　　　　　　かうぞり　剃刀　　　　　まくらものがたり　枕物語

　　　みみこすり　耳擦り　　　　　　　　　おそり　恐り　　　　　　そらものがたり　空物語
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いたりものがたり　至り物語　　　　　　　みだり　濫り　　　　　　　　あなづり　侮り

　ふるものがたり古物語　　　　　　　　みだり　乱り　　　　　　　　いぬつり　犬釣り
すずうものがたり　漫ろ物語　　　　　　　　もたり　持たり　　　　　　　　さへづり　噂り

　　　あひがたり　間語り　　　　　　　ききもたり　聞き持たり　　　　あまのさへづり　海人の嚇り

　　　しひかたり　強ひ語り　　　　　いはれたり　言はれたり　　　　　　まつり　祭り

　ぎだいふかたり　義太夫語り　　　　さもいはれたり　さも言はれたり　しゃうりゃうまっり　精霊祭

　　ちょぽがたり　ちょぽ語り　　　　　　　わたり　渡り　　　　　　　さんわうまつり　山王祭

　　　ゆめがたり　夢語り　　　　　　　　　わたり　辺り（形名）　　　　　かげまつり　陰祭り

　　　　よがたり・世語り　　　　　　　　　一わ・たり　辺り（接尾）　　　　　　つけまつり　付け祭り

　　　　よがたり　夜語り　　　　　　　じだいわたり　時代渡り　　　　　　ふいごまつり　篇祭

　　うきよがたり　浮き世語り　　　　　ゆきわたり　行き渡り　　　　　　かざまつり　1風祭り

　　なきよがたり　無き世語り　　　　　　こわたり　古渡り　　　　　　　うしまつり　牛祭

　さいもんがたり　祭文語り　　　　　　うちわたり　内辺り　　　　　　　きたまつり　北祭

　　　　　くだり　下り　　　　　　　かちわたり　徒渡り　　　　　たなばたまつり　棚機祭

　　　　　くだり　行（名）　　　　ありのとわたり　蟻の門渡り　　・　　　ちまつり　血祭り

　　　　一くだり行（助数）　　　　　ひとわたり　一渉り　　　　　　　ねまつり　子祭

　　　　　くだり　件　　　　　　　　　もとわたり　元渡り　　　　　りんじのまつり　臨時の祭

　　　　一くだり　領　　　　　　　　　ふなわたり　船渡り　　　　かはをそのまつり　川獺の祭り

　かいだうくだり　海道下り　　　　　　としのわたり　年の渡り　　　　としごひのまつり　祈年祭

　　きゃうくだり　京下り　　　　　　やすのわたり　安の渡り　　　　みちあへのまつり　道饗の祭り

　　　ひとくだり　一下り　　　　　　　まへわたり　前渡り　　　　　あひ1こへのまつり　相嘗の祭

　　ありのくだり　有りのくだり　　　　しもわたり　下辺り　　　　　あひむべのまつり　相嘗の祭

　　　　まくだり　真下り　　　　　　　　やわたり　家渡り　　　・つきなみのまつり　月並みの祭

　　あづまくだり　東下り　　　　　　ながれわたり　流れ渡り　　　はなしづめのまつり　花鎮めの祭

　　　　おこたり怠り　　　　　ちり塵　　　ひしづめのまつり火鎮めの祭
　　　　　したり　（感）　　　　　　　　　　しちり　七里　　　、　たましづめのまつり　鎮魂祭

　　　　　しだり　し垂り　　　　　　よちりすちり　（副）　　　　　あひなめのまづり　相嘗の祭

　　　しなしたり　為倣したり　　　　　　　ちぢり　松毬　　　　　かんなめのまつり　神嘗の祭

　　これはしたり　（連語）　　　　かぜのまへのちり　風の前の塵　　　　　かものまつり　賀茂の祭

　　　　　たたり　崇り　　　　　　　うきよのちり　浮き世の塵　　　ちんこんのまつり　鎮魂の祭

　　　　　たたり　絡壕　　　　　　　ζころのちり　心の塵　　　　　　　あふひまつり　葵祭

　　　　　たたり　立たり　　　　　ふうぜんのちり　風前の塵　　　　　　つくままつり　筑摩祭

　　　はうだたり　方崇り　　　　　　　　　もちり　振り　　　　　　やそしままつり　八十島祭

　　　やくだたり　厄崇り　　　　　　　　つゆちり　露塵　　　　　　　　たままつり　魂祭り

　　　　なだたり　名立たり　　　　　　　ちりちり　（副）　　　　　　　みなみまつり　南祭

　　　さしったり　さ知ったり　　　　　　ちりぢり　散り散り　　　　　にひなめまつり　新嘗祭

　　　　とったり捕ったり　　　　おのがちりぢり　己が散り散り　　さんじゃまつり　三社祭

　　　　はつ、たり　初垂り　　　　　　　　　　　つり　吊り　　　　　　　せうζんまつり　招魂祭

　　　　よったり　四人　　　　　　　　　　　うつり　移り　　　　　　　　ぎをんまつり　順園祭

　　　　　てだり　手足り　　　　　　みやこうつり　都移り　　　　　　　　あやつり　操り

　　　さくなだり　（副）　　　　　　’　そうづり　総釣り　　　　　なんきんあやつり　南京操り

　　　　へなたり　甲呑　　　　　　　　さとうつり　里移り　　　　　　　　　しゅつり　出離

　　　　　にたり　似たり　　　　　　　とのうつり　殿移り　　　　　　　くにゆづり　国譲り

　　　　一にたり　（連語）　　　　　　　　　　えつり　横　　　　　　　　　　みくにゆづり　御国譲り

　　　さもにたりさも似たり　　　わかつり機　　　　 みんづり（副）

　　　さかねだり　逆ねだり　　　　　　　　けづり　削り　　　　　　　わかみんづり　若みんづり

　　のたりのたり　（副）　　　　　　　　しづり　垂り　　　　　　　　一がてり　（接助）

　　　　　ひだり左　　　　　せつり刹利　　　　 みがてり見がてり
　　　　　ほだり　秀欝　　　　　　　　　　つづり　綴り　　　　　　　　　　すてり　捨て利

　　　　あまだり　雨垂り　　　　　　　かたっつり　（名）　　　　　　　　　ひたてり　直照り

　　　　　みたり　三人　　　　　　　　　ふっつり　（副）　　　　　　　　しゅうひでり　主旱り
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　　をとこひでり　男旱　　　　　　　　　はこどり　箱鳥　　　　　　　　　みつとり　水取り

　　をんなひでり　女旱　　　　　　　　よぷこどり　呼ぷ子鳥　　　　　　　みつとり　水鳥

　　　　ゆふてり　夕照り　　　　　　　みやこどり　都鳥　　　　　　　　おみつとり　御水取り

　　　おきほてり　（名）　　　　　　　　かんこどり　閑古鳥　　　　　　　　　てどり　手取り

　　　そらほでり　空火照り　　　　　　　　さとり　覚り　　　　　　　　くつてどり　沓手鳥

　　　あぶらでり　油照り　　　　　　　　　しとり　倭文織　　　　　　　　ふでとり　筆執り

　　　　　　とり　鳥　　　　　　　　てとりあしとり　手取り足取り　　　　　　もとどり　髪

　　　　　　とり　酉　　　　　　　　やどかしどり　宿貸し鳥　　　　　　　　などり　汝鳥

　　　　　　とり一取り　　　　　　　　くじどり　籔取り　　　　　　いさなとり　鯨捕り（枕）

　　　　かいどり　かい取り　　　　　　　つじとり　辻捕り　　　　　　　いしなどり　石な取り

　　　　さ．いとり　才取り　　　　　　　　としとり　年取り　　　　　　　　つなどり　綱鳥

　　　　どうとり　胴取り　　　　　　　　　すどり　洲鳥　　　　　　　　　はなどり　花鳥

　がくやとうどり　楽屋頭取　　　　　　　　うすどり　白取り　　　　　　　　　かにとり　蟹取り

　　ちぎゃうとり　知行取り　　　　　　　はますどり　浜洲鳥　　　　　　　　　そにどり　鳩鳥

　　　　ぬえどり　鶴鳥　　　　　　　　　　あせとり　汗取り　　　　　　　　　　ねとり　音取り

　　　　ひえどり　（名）　　　　　　　　ちとせどり　千年鳥　　　　　　　　すがねどり　すがね鳥

　　　　　おとり　劣り　　　　　　いなおほせどり　稲負鳥　　　　　　　　うきねどり　浮き寝鳥

　　　ちかおとり　近劣り　　　　　　　　すそとり　裾取り　　　　　　かくがのとり　覚賀の鳥

　　　あげおとり　上げ劣り　　　　　　　をそどり　嘘鳥　　　　　　　ひよくのとり　比翼の鳥

　　　かへおとり　替へ劣り　　　　　　おほをそどり　大嘘鳥　　　　　　　うらすのとり　浦洲の鳥

　　　こころおとり　心劣り　　　　　　　　　たどり　辿り　　　　　　　めいどのとり　冥土の鳥

　　　　　かとり　謙　　　　　　　　　　わたとり　綿取り　　　　　　うきねのとり　浮き寝の鳥

　　　　あかとり　垢取り　　　　　　　　　ちどり　千鳥　　　　　　　　　ものとり　物取り

　　　やさかどり　八尺鳥（枕）　　　　　　　ぢどり　地取り　　　　みつのたからのとり　三つの宝の鳥

　　　　すがとり　菅鳥　　　　　　　　　　ぢどり　地鳥　　　　　　　やこゑのとり　八声の鳥

　　　　なかとり　中取り　　　　　めんないちどり　目ん無い千鳥　　　　さんのとり　三の酉

　　　　しながどり　しなが鳥　　　　　　　かちとり　揖取り　　　　　　　　　はとり　服部

　　　　ほんかどり　本歌取り　　　　　　　　くちとり　口取り　　　　　　　あかはとり　明衣

　　　　　きどり　気取り　　　　　　　　たちとり　太刀取り　　　　　　　くはとり　鍬取り

　　　　おきどり　置き鳥　　　　　　　はまつちどり　浜つ千鳥　　　　　　　　なはとり　縄取り

　　　　せきと．り　関取　　　　　　　　はなちどり　放ち鳥　　　　　　　　にはとり　鶏

　　　　ぢきとり　直取り　　　　　　　はまちどり　浜千鳥　　　　　　　あやはとり　漢織
　　　　　ときどり　時取り　　　　　ゆふなみちどり　夕波千鳥　　　　　　くれはとり　呉織

　　　ながなきどり　長鳴き鳥　　　　　　ともちどり　友千鳥　　　　　　　　　ひとり　一人

とこ　　　　　　　常世の長鳴　　　　　ももちどり　百千鳥　　　　　　　　　ひとり　火取り

　よのながなきどり　　　　　き鳥　　　　　さよちどり　小夜千鳥　　　　　　　あひとり　相取り

　　せんごくとり’千石取り　　　　　　うらちどり　浦千鳥　　　　　　　　おひとり　追ひ鳥

　　　　ひとくどり　人来鳥　　　　　　　　むらちどり　群千鳥　　　　　　　　おびとり　帯取り

　　　　むくどり　椋鳥　　　　　　やひろしろちどり　八尋白千鳥　　　　　みつこひどり　水乞ひ鳥

　　　　しゃくとり　酌取り　　　　　　　おきつとり　沖つ鳥（枕）　　　　あまごひどり　雨乞ひ鳥

　　　　　うけとり　受け取り　　　　　　　じっとり　（副）　　　　　　つまこひどり　妻恋ひ鳥

　　　　かけとり　掛け取り　　　　　　ふたつどり　二つ取り　　　　　　　ばひとり　奪ひ取り

　　　　かけどり　賭け鳥　　　　　　　　のつとり　野つ鳥　　　　　　　すまひとり　相撲取り

　　　あけつげどり　明け告げ鳥　　　　　　さのつとり　さ野つ鳥　　　　　　　もひとり　主水

　　　ゆふつけどり　木綿付け鳥　　　　　　　はつとり　初鶏　　　　　　　　おもひどり　思ひ取り

　　　ゆふつげどり　夕告げ鳥　　　　　　　はっとり　服部　　　　　　　ひとりびとり　一人一人

　　はるつげどり　春告げ鳥　　　　　　　にはつとり　庭つ鳥　　　　　　　　　ふとり　太織り

　　　　はぬけどり　羽抜け鳥　　　　　　いへつとり　家つ鳥（枕）　　とつぎをしへどり　嫁ぎ教へ鳥

　　　　ひけとり　引け鳥　　　　　　　　ほっとり　（副）　　　　　　こひをしへどり　恋教へ鳥

　　　　　ことり　部領　　　　　　　　　ぽっとり　（副）　　　　　　　　　なべとり　鍋取り

　　　　ぬえことり　鶉子鳥　　　　　　　　しまつとり　島つ鳥（枕）　　　　　　　ほとり　辺
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　　　おほとり　大鳥　　　　　　　　ざうりとり　草履取り　　　　　　　　きなり　気なり

　　　おほとり　鳳　　　　　　　　ござうりとり　小草履取り　　　　　　ざしきなり　座敷形

　　　かほどり　貌鳥　　　　　　　　さがりとり　下がり取り　　　　くちばしきなり　噴黄なり

　みやこほとり　都ほとり　　　　　　きりどり　切り取り　　　　　　　すぎなり　杉形

　　かたほとり　片辺り　　　　　　つくりどり　作り取り　　　　　　ごとくなり　如くなり

　　　にほどり　鳴鳥　　　　　　　こひしりどり　恋知り鳥　　　　　　　　　けなり　く形語幹）

　　みほどり　鳩鳥　　　　　　　　かすりとり　掠り取り　　　　　　　　さなり　さ鳴り

　あたりほとり　辺りほとり　　　　　　ちりとり　塵取り　　　　　　　　　さなり　（連語）

　　　まとり　真鳥　　　　　　　　　とりどり　（形動）　　　　　　　　ざなり　座なり

　　　うまとり　馬取り　　　　はねをかはせるとり　羽を交はせる鳥　　　　　　一ざなり　（連語）

　　　こまどり　小間取り　　　いにしへにごふるとり　古へに恋ふる鳥　　　　へのじなり　への字形

　　つまどり　端取り　　　　　　　　いうどり　色鳥　　　　　　　すなりすなり　（副）

　　てまとり　手間取り　　　　　　　くろどり　黒鳥　　　　　　　　　　一たなり　（連語）

　　やまどり　山鳥　　　　　　　　　　わどり　我鳥　　　　　　　　　かたなり　片生り

　とほやまどり　遠山鳥　　　　　　　　　ゑとり　餌取り　　　　　　　おかたなり　御方成り

　　あんまとり　按摩取り　　　　　　　　をどり　踊り　　　　　　　　　はつなり　初生り

　　　みどり　緑　　　　　　　　・　ばかをどり　馬鹿踊り　　　　　　　そでなり　袖形

　　　みどり　見取り　　　　　しばがきをどり　柴垣踊　　　　　　　うたてなり　（連語）

　　　あみとり　網取り　　　　　　かぶきをどり　歌舞伎踊り　　　　　　みのてなり　箕の手形

　　　あみどり　網鳥　　　　　　　　かけをどり　駆け踊り　　　　　　　一となり　（連語）

　　たくみどり　巧鳥　　　　　　　ややこをどり　ややこ踊り　　　　　　さとどなり　里隣

　　あさみどり　浅緑　　　　　　　からこをどり　唐子踊り　　　　　　ひととなり　人となり

なさけのみどり　情けの緑　　　　　　とさをどり　土佐踊り　　　　　あたりどなり　辺り隣

　　このみどり　木の実鳥　　　　　すみよしをどり　住吉踊　　　　　　　　　一ななり　（連語）

　　ゆみとり　弓取り　　　　　　　いせをどり　伊勢踊り　　　　　　　さななり　（連語）

きゃうよむとり　経読む鳥　　　　　　こまちをどり　小町踊り　　　　　　　　ものなり　物成り

　　ぬくめどり　温め鳥　　　　　　ねんぷつをどり　念仏踊り　　　　　　　　はなり　放り

　　おずめどり　護田鳥　　　　　　　おにをどり　鬼踊り　　　　　　　　うはなり　後妻

　くちまめどり　ロまめ鳥　　　　　　しぐみをどり　仕組み踊り　　　　　うなゐはなり　髪髪放り

　　　くもとり　雲鳥　　　　　　　すずめをどり　雀踊り　　　　　　　　をぱなり　小放り

　　すもどり　素戻り　　　　　　　　かんどり　揖取り　　　　　　　　　ぶなり　不形

　　　ももとり　百鳥　　　　　　　　　しんどり　後取り　　　　　　　　おほなり　大成

　　　やどり　宿り　　　　　　　　てんとり　点取り　　　　　　　かまなり　竈鳴り

　　なかやどり　中宿り　　　　　　　　のんどり　（副）　　　　　　　　　なまなり　生成り

　　かさやどり　笠宿り　　　　　　　　はんとり　判取り　　　　　　　　　みなり　身形

　みこしやどり　神輿宿り　　　　　　　　ぶんどり　分捕り　　　　　　　　　かみなり　雷

　くさのやどり　草の宿り　　　　　　　もんどり　主水　　　　　　むしだしかみなり　虫出し雷

　ほしのやどり　星の宿り　　　　　　　もんどり　翻筋斗　　　　　　　　ひがみなり　火雷

　かぜのやどり　風の宿り　　　　　　こもんどり　五文取り　　　　　　ゆがみなり　歪み形

　おものやどり　御物宿り　　　　　　　　　なり’形　　　　　　　　　　さやなり　鞘鳴り

　つゆのやどり　露の宿り　　　　　　　　　なり　業　　　　　　　　　　うらなり　末成り

　かりのやどり　仮の宿り　　　　　　　　　　なり　鳴り　　　　　　　いへばさらなり　言へばさらなり

　　あひやどり　相宿り　　　　　　　　　　なり　奈利　　　　　　　こころそらなり　心空なり

　　たびやどり　旅宿り　　　　　　　　　一なり　（助動）　　　　　　　一べらなり　（連語）

　くるまやどり　車宿り　　　　　　　　　あなり　（連語）　　　　　　　まがりなり　曲がりなり

　　ゆみやとり　弓矢取り　　　　　　　　いなり　稲荷　　　　　　　　　　とりなり　取り成り

　　　よとり　世取り　　　　　　　　やうなり　様なり　　　　　　　おのれなり　己れ形
・　ねぐらどり　塒鳥　　　　　　　　　　おなり　御成り　　　　　　　　　ゐなり　居成り

　　　しらとり　白鳥　　　　　　　　　　かなり　可成り　　　　　　　　あんなり　（連語）

　　うづらどり　鶉鳥　　　　　　　　　ながなり　長鳴り　　　　　　　一べかんなり　（連語）

　　いりどり入り取り　　　　　　一べかなり　（連語）　　　　　　　げんなり　（副）
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　　　　一たんなり　（連語）　　　　　　あらうまのり　荒馬乗り　　　　　　　ささはり　障り

　　　．一なんなり　（連語）　　　　　　　　　みのり　御法　　　　　　よみちのさはり　黄泉の障り

　　　　はんなり　（副）　　　　　　　　　ひめのり　姫糊　　　　　　　いつつのさはり　五つの障り

　　　　　ひんなり　（副）　　　　　　　　こうやのり　紺屋糊　　　　　　　　ゆさはり　（名）

　　しゅんけいぬり　春慶塗　　　　　　　　さくらのり　桜海苔　　　　　　　ぼうしばり　帽子針

　　　　　あかぬり　赤塗り　　　　　　　　おりのり　降り乗り　　　　　　とこしばり　床縛り

　　　　　うすぬり　薄塗り　　　　　　　　ごばんのり　碁盤乗り　　　　　　かなしばり　金縛り

　　　　　　にぬり　丹塗り　　　　　　　　　　はり　針　　　　　ふんけいのまじはり　刎頸の交はり

　　　　　さにぬり　さ丹塗り　　　　　　　　　はり　張り　　　　　　　　さるしばり　猿縛り

　　　　　うはぬり　上塗り　　　　　　　　　　はり　榛　　　　　　　　　　　すばり　窄り

　　　　　しらぬり　白塗り　　　　　　　　　はり　墾　　　　　　　　うぐひすばり　鶯張り

　　　　　へりぬり　縁塗り　　　　　　　　　．はり　破璃　　　　　　　すはりすはり　（副）

　　　　ちゃんぬり　ちゃん塗り　　　　　　　いばり　尿　　　　　　　　　　いたはり　労り

　　　　　　ねり　練り　　　　　　　　さいばり　前張　　　　　　　　はたばり　（名）
　　　　　かいねり　掻い練り　　　　　　　こさいばり　小前張　　　　　　　　うちばり　梁

　　　　　　こねり　木練り　　　　　　　おほさいばり　大前張　　　　　　　　つちはり　（名）

　　　　　　とねり　舎人　　　　　　　せんまいばり　千枚張り　　　　　　　いつはり　偽り

　　　　　うどねり　内舎人　　　　　　　　かうばり　かう張り　　　　　　　うつばり　梁

　　たちはきとねり　帯刀舎人　　　　　　　かうばり　剛張り　　　　　　　　さっぱり　（副）

　　　　　こどねり　小舎人　　　　　　　たうばり賜り　　　　　　　　しっばり　（副）
　　　　うちとねり　内舎人　　　　　　　　じゃうはり　浄破璃　　　　　　　　　すっぱり　（副）

　　　　おほとねり　大舎人　　　　　　　　じゃうはり　情張り　　　　　　　すそっばり　裾っ張り

　みぎのおほとねり　右の大舎人　　　　　　　おはり　御針　　　　　　　　　　とばり　帳

ひだりのおほとねり　左の大舎人　　　　　　　かはり　代はり　　　　　　　　ふなばり　船梁

　　　　うまどねり　馬舎人　　　　　　　　　かはり　変はり　　　　　　　　きぬばり　絹張り

　　　　　　ひねり　捻り　　　　　　　　こしがはり　腰変はり　　　　　　’　ねはり　根張り

　　　　かうひねり　紙捻　　　　　　　　　たちかはり　たち代はり　　　　　　　さのはり　さ野榛

　　　ちゅうびねり　中捻り　　　　　　いのちがはり　命代はり　　　　　　　ものはり　物張り

　　　　　おひねり　御捻り　　　　　　　　よつかはり　四つ替はり　　　　　　なはばり　縄張り

　　　　かみひねり　紙捻り　　　　　　　　　でかはり　出代はり　　　　　　たかよばはり　高呼ばはり

　　　　　しろねり　白練り　　　いき　　　　　　生き変はり　　　　　　ひばり　雲雀

　　　　　　のり血　　　かはりしにかはり　死に変はり　　 にひばり新治

　　　　　　のり　則　　　　　　　　　にのかはり　二の替はり　　　　　　ぬひはり　縫ひ針

　　　　　　のり　法　　　　　　　　さんのかはり　三の替はり　　　　　　　まはり　真榛

　　　　　　のり　乗り　　　　　　　かほがはり　顔変はり　　　　　　　まはり　廻り

　　　　　　一のり　（助数）　　　　　　　　むかはり　（名）　　　　　　　やくまはり　役廻り

　　　　したいのり　四諦の理　　　　　　　むかはり　質　　　　　　　　うけたまはり　奉

　　　　　ちうのり　宙乗り　　　　　　　　おめがはり　面変はり　　　　　　　ぢまはり　地廻り

　　　　　さきのり　先乗り　　　　　　　おもがはり　面変はり　　　　　　まちまはり　町廻り

　　　　　　このり　兄鶴　　　　　　　　かはりがはり　代はり代はり　ごひゃくはちじ　　　五百八十年

　　　　　はしのり　端乗り　　　　　　　こころがはり　心変はり　　　ふねんななまはり　　　七廻り

　　どうがへしのり　胴返しの利　　　　　　　いきはり　意気張り　　　　　だんなまはり　旦那廻り

　　　　みことのり　勅　　　　　　　　　　きぬくばり　衣配り　　　　　　　うままはり　馬廻り

　　　　　なのり　名告り　　　　　　　　あげばり　揚げ張り　　　　　　ともまはり　供廻り

　　　　そらなのり　空名乗り　　　　　　　かけばり　掛け鉤　　　　　　　きよまはり　清まはり

　いちじょうののり　一乗の法　　　　　　　　さげばり　下げ針　　　　　　　　ゆみはり　弓張り

　　　　　うはのり　上乗り　　　　　　　　かごはり　籠張り　　　　　　　　　もはり　（連語）

　　　　　うはのり　上塗り　　　　　　　　　さはり　触り　　　　　　　　　　やはり　（副）

　　　　　なはのり　縄海苔　　　　　　　　　　さはり　障り　　　　　　　　みすやばり　三栖屋針

　　　　　にはのり　庭乗り　　　　　　　　　さはり　鋤鎌　　　　　　　　　　ゆばり　尿

　　　　　うまのり　馬乗り　　　　　　　　　さはり　響銅　　　　　　　　　　よばり　夜尿
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　　　　しらはり　白張り　　　　　　よはのけぷり　夜半の煙　　　　　　　　よぷり　夜振り

　　　　ひらばり　平張り　　　　　　つひのけぷり　終の煙　　　　　　　　　しりぷり　後振り

　　　　がりはり　がり張り　　　　おもひのけぷり　思ひの煙　　　　　　　てりふり　照り降り

　　　　ふりばり　（名）　　　　　　　のべのけぷり　野辺の煙　　　　　　　　ふりふり　（副）

　　　　めりはり　（名）　　　　　　　ゆふけぷり　夕煙　　　　　　　　　ぷりぷり　振り振り

　　　　　をはり　終はり　　　　　　　しほけぷり　塩煙　　　　　　　　たまぷりぷり　玉振り振り

　　　　　をはり　尾張　　　　　　　　しほけぷり　潮煙　　　　　　　　あられふり　霰降り（枕）

　　　いっかんばり　一閑張り　　　　　　　こしふり　輿振り　　　　　　ますらをぷり　丈夫振り

　　　　じんばり　腎張り　　　　　　　しなしぷり　為倣しぷり　　　　　　かんぷり　冠

　　　ごにんばり　五人張　　　　　　　あるじぷり　主ぷり　　　　　　　　ずんぷり　（副）

　　　よにんばり　四人張り　　　　　　もたせぷり　持たせぷり　　　　　　ぞんぷり　（感）

　　　さんにんばり　三人張り　　　　　　　いそぷり　磯振り　　　　　　　　どんぶり　（名）

　　　　ふんばり　踏ん張り　　　　　　　またぷり　枝柾　　　　　　　さかとんぶり　（名）

　　　　　はひり　這入り　　　　　　うちくちぷり　（副）　　　　　　　かうらいべり　高麗縁

　　　やどばひり　宿這入り　　　　　　　　つぷり　（副）　　　　　　　　　かうべり　高低

　　　ごやどばひり　小宿入り　　　　　　　　カップリ　（名）　　　　　　　　　　かへり　返り

　　　　　　ふり　瓜　　　　　　　　　ざっぷり　（副）　　　　　　　　かへり　帰り
　　　　　　ふり　振り（名）　　　　　　かたつぷり　蝸牛　　　　　　　　　一かへり　（接尾）

　　　　　一ふり　振（助数）　　　　　　　はつぷり　半首　　　　　　　　　ずいがへり　ずい帰り

　　　　　一ぶり　振り（接尾）　　　　　こまつぷり　（名）　　　　　　とんばうがへり　蜻蛉返り

　　　　　あふり　障泥　　　　　　　　しゃっぷり　（副）　　　　　　　いつかがへり　．五日帰り

　　　　ひあぶり　火焙り　　　　　　　　　てふり　手振り　　　　　　　いくかへり　幾返り

　　　　　いぷり　（名）　　　　　　　　　　てぷり　手風　　　　　　　　ほんけがへり　本卦還り

　　　ぽていふり　棒手振り　　　　　　　　てぷり　手振り　　　　　　　あまたかへり　数多返り

　　　　かうぶり　冠　　　　　　　　　　ぽてふり　棒手振り　　　　　　　たちかへり　立ち返り

　　つかさかうぷり　官冠　　　　　　　にはくなぷり　庭くなぶり　　　　　　まつがへり　（枕）

　　　うひかうぶり　初冠　　　　　　　ほとけなぷり　仏閲り‘　　　　　　　　とかへり　十返り

　　かみかうぷり　紙冠　　　　　　　　　さなぷり　（名）　　　　　　　　ひとかへり　一返り

　　ちきりかうぷり　梱　　　　　　　　　　ひなぷり　火鵬り・　　　　　　ここのかへり　九返り

　　　ちそうぷり　馳走ぶり　　　　　　　ひなぷり　鄙振り　　　　　　　かみがへり　神帰り

　　　　はうぷり　葬り　　　　　　　　　くにぷり　国風　　　　　　　たはらがへり　俵返り

　　　　　えぷり　杁　　　　　　　　みくにぷり　御国風　　　　　　　　すべり　滑り

　　　　　かぷり　被り　　　　　　　　　ねぷり　眠り　　　　　　　　おすべり　御ヒり

　　　　　かぷり　頭　　　　　　　　ながきねぷり　長き眠り　　　　　　　すっぺり　（副）

　　　　かがふり　冠　　　　　　　　　かたねぷり　片眠り　　　　　　　　つっぺり　（副）

　　　　さかぷり　酒振り　　　　　　　　　はふり　祝　　　　　　　　　　ぬっぺり　（副）

　　　　くつかぷり　沓冠り　　　　　　　　はふり　羽触り「　　　　　　　一てへり　者

　　　きぬかぷり　衣被り　　　　　　　　はぷり　葬り　　　　　　　　　はべり　侍り（動）
つ．くまのなべかぷり　筑摩の鍋かぷり　　　いにしへぷり　古へ風　　　　　　　　　一はべり　侍り（助動）

　　　おほかぷり　大かぷり　　　　　　　　まへぷり　前振り　　　　　　　　　おもへり　思へり

　　　かみかぷり　紙冠　　　　　　　　きまぷり　木まぷり　　　　　　うげんべり　繧綱縁

　　　こもかぷり　薦被り　　　　　　　　　みぷり　身振り　　　　　　うんげんぺり　繧綱縁

　　かぷりかぷり　（名）　　　　　　　　もみふり　揉み瓜　　　　　　　うはずんべり　上滑り

　　　こうぎぷり　公儀振り　　　　　せたいやぷり　世帯破り　　　　　　　はんべり　侍り

　　みつくきぷり　水茎振り　　　　だうちゃうやぷり　道場破り　　　　　　　　いほり　庵

　　みちゆきぷり　道行き振り　　　　　せきやぷり　関破り　　　　　　こけのいほり　苔の庵

　　　きゃくぷり　客振り　　　　　　　むしゃぷり　武者振り　　　　　　くさのいほり　草の庵

　　　　　けぷり　煙　　　　　　　かたかはやぷり　片側破り　　　　　しばのいほり　柴の庵

　　　　　けぷり　気振り　　　　　　むはふやぷり　無法破り　　　　　　　そうぼり　惣堀

　　　あさけぷり　朝煙　　　　　　せきしょやぷり　関所破り　　　　　　　　けぼり　毛彫り

　　　まつのけぷり　松の煙　　　　　　むしろやぷり　錘破り　　　　　　　　　こほり　氷
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　　　　　こほり郡’　　　　　　　　きまり　決まり　　　　　　あさじめり朝湿り
　　　　くぎこほり　釘氷　　　　　　　　　みくまり　水分り　　　　　　　　一ためり　（連語）

　　　　とどこほり　滞り　　　　　　　　　きょくまり　曲鞠　　　　　　　　　　一なめり　（連語）

　　　そでのこほり　袖の氷　　　　　　　　　けまり　蹴鞠　　　　　　　　　　ぬめり　滑り

　　こころのこほり　心の氷　　　　　　　　あげまり　上げ鞠　　　　　　　　はべめり　（連語）

　　　かみごほり　神郡　　　　　　やなぎにけまり　柳に蹴鞠　　　　　　　あんめり　（連語）

　　かのこしぼり　鹿の子絞り　　　　　　かしこまり　畏まり　　　　　　　　かんめり　（連語）

　　ありまつしぽり　有松絞り　　　　　　やふじまり　八節締まり　　　　一べかんめり　（連語）

　　　　ひとしぼり　一絞り　　　　　　　　　いたまり　板鞠　　　　　　　　　　しんめり　（副）

　　　にひしぼり　新搾り　　　　　　　　あしだまり　足溜まり　　　　　　　一たんめり　（連語）

　　なるみしぽり　鳴海絞り　　　　　　ひとたまり　一溜り　　　　　　　一なんめり　（連語）

　　　　しらしぼり白搾り　　　むしゃだまり武者溜まり　　　　もり森
　　そろばんしぽり　十露盤絞り　　　　　　　　つまり．詰まり　　　　　　　　　　一もり　守

　　　　てそぼり　手そぼり　　　　　　　みづまり　身詰まり　　　　　　みかきもり　御垣守

　　　　こっぱり　（副）　　　　　　　　　みづまり　水鞠　　　　　　　　　さきもり　防人

　　　　　しっぽり　（副）　　　　　　　　　一でまり　（連語）　　　　　　にひさきもり　新防人

　　　　つっぽり　（副）　　　　　　　　　　とまり　留まり　　　　　　　　せきもり　関守

　　　　ぬっぽり　（副）　　　　　　　　　とまり　泊まり　　　　　　　　だきもり　抱き守

　　　　　とほり　通り　　　　　　　　　ひどまり　日泊まり　　　　　　　ときもり　時守

　　　　おとほり　御通り　　　　　　　　かなまり　金椀　　　　　　　　みやぎもり　宮木守

　　　なかどほり　中通り　　　　　　　　くになまり　国託り　　　　　　　　　　くもり　曇り

　　　すぐどほり　直通り　　　　　よしはらなまり　吉原靴り　　　　　　　ごくもり　獄守

　　　　めどほり　目通り　　　　　　　しろなまり　白鉛　　　　　　　　あさぐもり　朝曇り

　　　　もとほり　（名）　　　　　　　　　　はまり　填まり　　　　　　　　うちぐもり　内曇り

　ぐれんのゐどほり　紅蓮の井戸掘り　　　　　　おはまり　（名）　　　　　　　　　はなぐもり　花曇り

　　わかんどほり　（名）　　　　　　　　　　きはまり　極まり　　　　　　うのはなぐもり　卯の花ぜり

　　　おひなほり　生ひ直り　　　　　　　　あやまり　誤り　　　　　　　　ひなくもり　ひな曇り（枕）

　　　　　のぼり　上り　　　　　　　　ことあやまり　言誤り　　　　　　　しほぐもり　潮曇り

　　　　　のぼり　幟　　　　　　　　　ことあやまり　事誤り　　　　　　　　しもくもり　霜曇り

　　　きゃうのぼり　京上り　　　　　ζころあやまり　心誤り　　　　　　　　いけもり　生け盛り

　　　いかのぼり紙鳶　　　　　ゆまり尿　　　　　ζもり籠り
きんちゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　だんまり　（名）　　　　　　　　　　ζもり　木守
　　くのいかのぼり　巾着の紙鳶　　　　　　ちんまり　（副）　　　　　　　　おこもり　御籠り

　　　なかのぼり　中上り　　　　　　　　　どんみり　（副）　　　　　　　　　げこもり　夏籠り

　　　　きのぼり　木登り　　　　　　　　　かむり　冠　　　　　　　　　としごもり　年籠り

　　　　さのぼり　（名）　　　　　　　　うびかむり　初冠　　　　　　　　すすごもり　煤寵り

　　　かみのぼり　紙幟　　　　　　　　　　さきむり　防人　　　　　　　　ふたこもり　二籠り

　　　おりのぼり　下り上り　　　　　　　けむり　煙　　　　　　　　　つごもり　晦

　　　　かはほり　編幅　　　　　　　　うまけむり　馬煙　　　　　　　　こつごもり　小晦日

　　　つつまぼり　筒守り　　　　　　　　　つむり　頭　　　　　　　　おほつごもり　×晦日

　　　　くすりほり　薬掘り　　　　　　　　そらねむり　空眠り　　　　　　　おほこもり　大籠り

　　　やげんぽり　薬研堀　　　　　　　　むりむり　（副）　　　　　　　あまζもり　雨隠り（枕）

　　　　ぼんぽり　（名）　　　　　　　　　かんむり　冠　　　　　　　　　やまこもり　山寵り

　　　ちょんぼり　（副）　　　　　おさくのかんむり　御積の冠　　　　　　　みこもり　水籠り

　　　　　　まり　錬　　　　　きんζじのかんむり　金巾子の冠　　　　ひたやこもり　直家隠り

　　　　　　まり鞠　　　　　一めり（助動）　　　ふゆこもり冬籠り
　　　　　一まり　余り　　　　　　　　　あめり　（連語）　　　　　　まゆこもり　繭籠り

　　　　　あまり　余り（名）　　　　　　なかめり　（連語）　　　　　　　よごもり　夜籠り

　　　　　一あまり　余り（接尾）　　　　　一べかめり　（連語）　　　　　　まよごもり　繭籠り

　　　　じあまり　字余り　　　　　　　　一ざめり　（連語）　　　　　あさぎりこもり　朝霧寵り

　　　ふなあまり　船余り（枕）　　　　　　　しめり　湿り　　　　　　　　　ゐこもり　居範り
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　　　　そしもり　曾戸茂利　　　　　　　みやもり　宮守　　　　　　　　　ぞんじより　存じ寄り

　　　わたしもり　渡し守　　　　　　わたりもり　渡り守　　　　　　　　そより　（副）

　　　　はしもり　橋守　　　　　　　あじうもり　網代守　　　　　　　　たより　便り
　　　　めしもり　飯盛り　　　　　　　いちぜんもり　一膳盛り　　　　　　　　かたより　片寄り

　　　　　すもり　巣守・　　　　　　じふもんもり　十文盛り　　　　　　　かたより　片繕り

　　　いかだもり　筏守　　　　　　　　　ゐんもり　院守　　　　　　　　・かただより　片便り

　　　　みちもり道守　　　　　やり槍　　　　はつだより初便り
しじふ　　　　　　四十九日の　　　　　　ほいやり　（副）　　　　　　　かぜのたより　風の便り

　くにちのもちもり　　　餅盛り　　　　　　きやり　木遣り　　　　　　ことのたより　事のたより

　　　　　つもり　積もり　　　　　　　　　けやり　毛槍　　　　　　　　はなのたより　花の便り

　　　ちゅうつもり　中積もり　　　　　　とりげやり　鳥毛槍　　　　　　かりのたより　雁の便り

　　　　おつもり　御積もり　　　　　　　よこやり　横槍　　　　　　　　こころだより　心便り

　　　をかつもり　傍積り　　　　　　　　しゃり　舎利　　　　　　　　　つより　強り

　　　はたつもり　畑つ守　　　　　　　　あじゃり　阿闇梨　　　　　　　　もとより　元より

　　　おいのつもり　老いの積もり　　　　ぶっしゃり　仏舎利　　　　　　、　もとより　固より

　　　おほつもり　大積もり　　　　　　ぼんじゃり　（副）　　　　　　　　さるにより　（連語）

　　　けんつもり　間積もり　　　　　じふもんじやり　十文字槍　　　　　　　　くひより　食ひ寄り

　　　　おどもり　（名）　’　　　　　　　くだやり　管槍　　　　　　　　　あさびより　朝日和

　　　みかどもり　御門守　　　　　　　　　ちゃり　（名）　　　　　　　　でひより　出日和

　　　　ことどもり　言吃り　　　　　　　あくぢゃり　悪茶利　　　　　　きつねびより　狐日和

　　　　やどもり　宿守．　　　　　　　　　てやり　手槍　　　　　　　　ふゆびより　冬日和

　　　　はなもり　花守　　　　　　　　　ひとやり　人遣り　　　　　　　　よりより　度度

　　　　　のもり　野守　　　　　　　　　いぬやり　犬遣り　　　　　　　こころより　心より

　　はつかしのもり　羽束師の森　　　　　　はやり　逸り　　　　　　　　　　らり　乱離

　　　わしのもり　鷲の森　　　　　　　　すはやり　楚割り　　　　　　　　　がらり　（副）

　　ただすのもり　糺の森　　　　　　　おもひやり　思ひ遣り　　　　　いのちがらり　命がらり

　　おいそのもり　老蘇の森　　　　　よやりひやり　夜やり日やり　　　　　ちんからり　涼慮

　　　いくたのもり　生田の森　　　　　　かまやり　鎌槍　　　　　　　ちんからり　（副）

　　　しのだのもり　信太の森　　　　　　　　みやり　見やり　　　　　　　　　さらり　（副）

　　　　とのもり　殿守　　　　　　　　おほみやり　大身槍　　　　　　　　　ざらり　（副）

　　とぷひののもり　飛ぶ火の野守　　　　まくらやり　枕槍　　　　　　　　　　だらり　（名）

　　　　うはもり　上盛り　　　　　　　　とりやり　取り遣り　　　　　とうとうたらり　（名）

　　　ならのはもり　楢の葉守　　　　　　　こころやり　心遣り　　　　　　びらりしゃらり　（副）

　　　　　まもり　守り　　　　　　　　いっぼんやり　一本槍　　　　　　　　　ぐわらり　（副）

　てんじゃうまもり　天井守り　　　　　　　　　ゆり　（名）　　　　　　　　　　きりり　（副）

　　　　きまもり　木守り　　　　　　　　　一ゆり　（格助）　　　　　　　　　むりり　（副）

　　　ちかきまもり　近衛　　　　　　　　　　さゆり　小百合　　　　　　　　　　　るり　瑠璃

　　　とほきまもり　遠き守り　　　　　くさぷかゆり　草深百合　　　　　　　じゃうるり　浄瑠璃

　　　かけまもり　懸け守り　　　　　　　　しゅり　修理　　　　　　じだいじゃうるり　時代浄瑠璃

　　　あさまもり　朝守り　　　　　　　　　一より　（格助）　　　せんだいじゃうるり　仙台浄瑠璃

　　　　しまもり　島守’　　　　　　　　　一より　度　　　　　　せっきゃうじゃうるり　説経浄瑠璃

　　おきつしまもり　沖つ島守　　　　　　　　かうより　紙嵯り　　　　　ざしきじゃうるり　座敷浄瑠璃

　　　にひしまもり　新島守　　　　　　　　なきより　泣き寄り　　　　　おくじゃうるり　奥浄瑠璃

　　　かぜまもり　風守り　　　　　　　　　こより　紙嵯　　　　　　　　こじゃうるり　古浄瑠璃

　　　　たまもり　玉主　　　　　　　　ちすぢこより　千筋紙繕り　　　けいこじゃうるり　稽古浄瑠璃

　　　つつまもり　筒守り　　　　　　　　　しょり　書吏　　　　　　あだじゃうるり　徒浄瑠璃

あいきゃうのまもり　愛敬の守り　　　　　　としより　年寄　　　　　　　うたじゃうるり　歌浄瑠璃

　　よねのまもり　米の守り　　　　　わかどしより　若年寄　　　　かみがたじゃうるり　上方浄瑠璃

　　　　やまもり　山守　　　　　　　まちどしより　町年寄　　　　　　えどじゃうるり　江戸浄瑠璃

　　おほやまもり　大山守　　　　　　まきばしょり　巻き端折り　　　　かどじゃうるり　門浄瑠璃

　　　　　やもり　家守　　　　　　ちんぢばしょり　（名）　　　　　おくにじゃうるり　御国浄瑠璃
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　　あはじゃうるり　阿波浄瑠璃　　　　うぶすなまゐり　産土参り

　あづまじゃうるり　東浄瑠璃　　　　　　　ものまゐり　物参り　　　　　　　　　　る

きんぴらじゃうるり　金平浄瑠璃　　　　　にひまゐり　新参り

　　せわじゃうるり　世話浄瑠璃　．　　　いままゐり　今参り　　　　　　　　　一る　（助動）

　　　　　　くるり　鋤　　　　　　　　　えんままゐり　閻魔参り　　　　　　　　　一る　（助動連体）

　　　　　　ぐるり　周　　　　　　　　たいやまゐり　逮夜参り　　　　　　　　　ある　生る

　　　　　こんるり　紺瑠璃　　　　　　せんじゃまゐり　千社参り　　　　　　　　　ある　荒る

　　　　　　いろり　（名）　　　　　　　　のらまゐり　のら参り　　　　　　　　　ある　散る

　　　　　　ころり　（名）　　　　　　　かんまゐり　寒参り　　　　　　　　　ある　有る

　　　　　　コロリ　（名）　　　　　　　さんだんまゐり　讃談参り　　　　　　　　　一ある　（助動）

　　　　　　ちろり　銚麓　　　　　　しょうまんまゐり　勝婁参り　　　　　　たれかある　誰かある

　　　　　　ちろり　（副）　　　　　　　　　をり　折り　　　　　　　　　こある　（動）

　　　　　きょうり　（副）　　　　　　　　　　をり　居り（動）　　　　　　　ござある　御座ある

　　　　　　わり　割り　　　　　　　　　一をり　居り（接尾）　　　　ありとしある　有りとしある

　　　　　ひいわり　（副）　　　　　　　　　なかをり　中折り　　　　　　　　一てある　（連語）

　　　　すうわり　（副）　　　　　　　　　　きをり　木折り　　　　　　　　　とある　（連体）

　　　　すまうわり　相撲割　　　　　　　すぎをり　杉折り　　　　　　ありとある　有りとある

　　　　つのぎわり　角木割り　　　　　　あふぎをり　扇折り　　　　　　　そこもある　（連語）

　　　からたけわり　幹竹割り　　　　　　うらなけをり　うら泣けをり　　　　　　一やある　（連語）

　　　　　なしわり　梨子割り　　　　　　　　しをり　擁り　　　　　　　　おいりある　御入りある

　　　　　ことわり理　　　　　しをり栞　　　 おんいりある御入りある
　　　　　ことわり　断り　　　　　　　　えぼしをり　烏帽子折り　　　　　　　　いる　入る（動）

　　　　やどわり　宿割り　　　　　　　　たをり　僥り　　　　　　　　　一いる　入る（接尾）

　　　　　むねわり　棟割り　　　　　　　　ふさ、たをり　ふさ手折り（枕）　　　　　　　いる　沃る

　　　　かひわり　貝割り　　　　　　やまのたをり　山のたをり　　　　　　　いる　鋳る

　　　　かがみわり　鏡割り　　　　　　　　ことをり　異折り　　　　　　　　　　いる　射る

　　　　　　まゐり　参り　　　　　　　　　　なをり　名折り　　　　　　　　こういる　功入る

　　　　だいまゐり　代参り　　　　　　　　　なをり　波折り　　　　　　　　きえいる　消え入る

　　　　かうまゐり　講参り　　　　　　　　もののをり　物の折り　　　　　　　　たえいる　絶え入る

　　ろくでうまゐり　六条参り　　　　　　　　ひをり　引折　　　　　　　　　にえいる　にえ入る

　　　ゑはうまゐり　恵方参り　　　　　　　　ゆびをり　指折り　　　　　　　　ひえいる　冷え入る

　さんじゃうまゐり　山上参り　　　　　　　いへをり　家居り　　　　　　　　ひがいる　非が入る

　　　はだかまゐり　裸参り　　　　　　　　やしほをり　八塩折り　　　　　　　ひまがいる　隙が入る

　　ななはかまゐり　七墓参り　　　　　　　　よをり　節折り　　　　　　　　　きいる　来入る

　　　　っきまゐり　月参り　　　　　　　つづらをり　葛折り　　　　　　　ききいる　聞き入る

　うしのときまゐり　丑の時参り　　　　　　ありをり　（形動）　　　　　　　こきいる　こき入る

　　　だんぎまゐり　談義参り　　　　　　ひだりをり　左折り　　　　　　　　せきいる　堰き入る

　　　おかげまゐり　御蔭参り　　　　　　をりをり　折り折り　　　　　　なきいる　泣ぎ入る

　　　ぬけまゐり　抜け参り　　　　　　　ををり　擁り　　　　　　　　ぬきいる　貫き入る

　　　　あさまゐり　朝参り　　　　　　　　　えんり　厭離　　　　　　　　　ひきいる　引き入る

　　　　あしまゐり　足参り　　　　　　　　　きんり　禁裏　　　　　　　　　まきいる　巻き入る

　　　みあしまゐり　御足参り　　　　　　　　さんり　三里　　　　　　　　　こけいる　こけ入る　　嚇

　　せんがじまゐり　千箇寺参り　　　　　　　せんり　千里　　　　　　　　　　しいる　仕入る

　　　あさじまゐり　朝事参り　　　　　うんでいばんり　雲泥万里　　　　　　　まうしいる　申し入る

　　　はだしまゐり　跣参り　　　　　いちえふばんり　一葉万里　　　　　しゃうじいる　請じ入る

　　　　いせまゐり　伊勢参り　　　　　　　　れんり　連理　　　　　　　　　おしいる　押し入る

　　　　うちまゐり　内参り　　　　　　ひよくれんり　比翼連理　　　　　　　さしいる　射し入る

　きゃううちまゐり　京内参り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしいる　さし入る

　せんにちまゐり　千日参り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めしいる　召し入る

　　　だてまゐり　伊達参り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねんじいる　念じ入る

　　ひゃくどまゐり　百度参り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちいる　うち入る
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　　　　おちいる　落ち入る　　　　　　をがみえる　尾が見える　　　　　　　かかる　（動連体）

　　　　　くちいる　口入る　　　　　　　　　おる　降る　　　　　　　　いかかる　い懸かる

　　　　たちいる　立ち入る　　　　　　　　　おる　愚る　　　　　　　いきがかかる　息がかかる

　　　　いでいる　出で入る　　　　　　　　　かる　枯る　　　　　　　　おしかかる　押し掛かる

　　　　せいにいる　精に入る　　　　　　　　かる　離る　　　　　　　さしかかる　差し掛かる

　　　ぎょいにいる　御意に入る　　　　　　　　かる　狩る　　　　　　　　たちかかる　立ち掛かる

　　　ぢゃうにいる　定に入る　　　　　　　　　かる　借る　　　　　　　　おっかかる　押っ掛かる

　　　き．ようにいる　興に入る　　　　　　　　　かる　駆る　　　　　　　　おっかかる　追っ懸かる

　　　　うけにいる　有卦に入る　　　　　　　　かる　着る　　　　　　　どうにかかる　胴にかかる

　　　　　しにいる　死に入る　　　　　　　　　一がる　（接尾）　　　　　　かさにかかる　嵩にかかる

いしをい　　　　　石を抱きて　　　　　　　あかる　赤る　　　　　ひゃうしにかかる　拍子に掛かる

　だきてふちにいる　　淵に入る　　　　　　あかる　明かる　　　　　　いぢにかかる　意地にかかる

　　　　えつにいる　悦に入る　　　　　　　　　あかる　分かる　　　　　　ひとでにかかる　人手に掛かる

　　　ゑつぽにいる　笑壼に入る　　　　　　　　あがる　上がる　　　　　くちのはにかかる　口の端に掛かる

　　　ねみみにいる　寝耳に入る　　　　みゃくがあがる　脈が上がる　　　　　ぷにかかる　分にかかる

　　　こころにいる　心に入る　　　　　　あしがあがる　足が上がる　　　　こころにかかる　心に懸かる

　　　げざんにいる　見参に入る　　　　くちがあがる　口が上がる　　　　　いひかかる　言ひ掛かる

　　げんざんにいる　見参に入る　　　　　てがあがる　手が上がる　　　　きほひかかる　競ひ掛かる

　　　　たつねいる　尋ね入る　　　　　　　きあがる　気上がる　　　　　およびかかる　及びかかる

　　　　　はいる　配流　　　　　　　　いきあかる　行き別る　　　　　いがみかかる　涯み掛かる

　　　　　いびいる　言ひ入る　　　　　いきあがる　生き上がる　　　　　とりかかる　取り掛かる

　　　　まどひいる　惑ひ入る　　　　　　ゆきあかる　行きあかる　　　　こぽれかかる　零れかかる

　　　　　はひいる　這ひ入る　　　　　　　けあがる　気上がる　　　　　　　ゐかかる　居掛かる

　　　　おもひいる　思ひ入る　　　　　　さしあがる　さし上がる（枕）　　　　あくがる　憧る

　　　わらひいる　笑ひ入る　　　　　　うちあがる　うち上がる　　　　あやにくがる　（動）

　　　　　みいる　見入る　　　　　　　たちあかる　立ち離る　　　　　　　　けがる　汚る

　　　　　しみいる　染み入る　　　　　　　いひあがる　言ひ揚がる　　　　　　なさけがる　情けがる

　　　　　きりいる　切り入る　　　　　　おひあがる　生ひ上がる　　　　ふくつけがる　（動）

　　　　　とりいる　取り入る　　　’　おもひあがる　思ひ上がる　　　　　　こがる　焦がる

　　　　すべりいる　滑り入る　　　　　　　へあがる　経上がる　　　　　　　あこがる　憧る

　　　　をりいる　折り入る　　　　　　かみあがる　神上がる　　　　りうていこがる　流涕こがる

　　　　こころいる　心入る　　　　　　　すみあかる　住み離かる　　　　　もえこがる　燃え焦がる

　　　　　ゐいる　居入る　　　　　　　　かむあがる　神上がる　　　　　　せうそこがる　消息がる

　　　　かくをいる　鮫具を入る　　　　　うしゃあがる　（動）　　　　　　　　むねこがる　胸焦がる

　　　　かどをいる角を入る　　　　　ありあかる　有り明かる　　　　　うらこかる　（連語）

　　めにかどをいる　目に角を入る　　　はしりあがる　走り上がる　　　　　　をこがる　痴がる

　　　　すみをいる　角を入る　　　　　　ちりあかる　散り別る　　　　　　　さかる　逆る

ひたひにすみをいる　額に角を入る　　　　なりあがる　成り上がる　　　　　　さかる　盛る

　　　　きもをいる　肝を煎る　　　　　　　いかる　怒る　　　　　　　　　さかる　離る

　　　こ乙ろをいる　心を入る　　　　　　　　いかる　い刈る　　　　　　　　　さがる　下がる

　　　　　かうる　梱る　　　　　　　　　おいかる　老い哩る　　　　　　しなざかる　（枕）

　　　　　ちゅうる　中流　　　　　　　かたがいかる　肩が怒る　　　　　　ひなざかる　鄙離る

　　　　　れうる　料る　　　　　．　　　　うかる　浮かる　　　　　　　やにさがる　脂下がる
　　　　　　える　選る　　　　　　　　　けうがる・（動）　　　　　　　　　ふさがる　塞がる

　　　　　　える　嵯る　　　　　　　　すみうかる　住み浮かる　　　　　あまざかる　天離る

　　　　　こぎえる　凍える　　　　　　　きょうがる　興がる　　　　　　　なりさがる　成り下がる

　　　　　　さえる　冴える　　　　　　　　くらうがる　苦労がる　　　　　　　　　しかる　叱る

　　　　　ほたえる　（動）　　　　　　　　　ゐうかる　居浮かる　　　　　　　　しかる　然る

　　　　　にえる　煮える　　　　　　　　ざえがる　才がる　　　　　　　　あしがる　足軽

　　　ごふがにえる　業が煮える　　　　　　かかる掛かる　　　　　　せうしがる　笑止がる
　　　　てがみえる　手が見える　　　　　　　かかる　敬る　　　　　　　　さかしがる　賢しがる
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　　　ゆかしがる　床しがる　　　　　．たばかる　謀かる　　　　　　てをわかる　手を別る

　　うつくしがる　（動）　　　　　　　　　はばかる　偉かる．　　　　　　えんがる　艶がる

　　　　けしかる　怪しかる　　　　　ゆきはばかる　行きはばかる　　　　　　　きる　霧る

　　　くすしがる　奇しがる　　　　いゆきはばかる　い行きはばかる　　　　　　きる　切る

　　　かなしがる　愛しがる　　　　　おもひはかる　思ひ量る　　　　　　　　きる　着る

　　あさましがる　（動）　　　　　　　　かむはかる　神議る　　　　　　　　　あきる　呆る

　　なやましがる　悩ましがる　　　　おもんぱかる　慮る　　　　　　　　　いきる　（動）

　　　ふみしかる　踏みしかる　　　　　　たかひかる　高光る（枕）　　　　　　　いきる　射切る

　　　あやしがる怪しがる　　　　　かぜひかる風光る　　　　　かんだうきる勘当切る
　　　　ゐしかる　（動）　　　　　あみだ　　　　　　　阿弥陀も銭　　　　　おもひかぎる　思ひ限る

　　　　　すがる　媒葺　　　　　　もぜにほどひかる　　　ほど光る　　　　たまかぎる　玉かぎる（枕）

　　　　　すがる　酸がる　　　　　　　　いぶかる　語る　　　　　　　　きみがきる　君が着る（枕）

　　　　　すがる　末枯る　　　　　　　　あやふがる　危ふがる　　　　　　いもがきる　妹が着る（枕）

　　　みすずかる　水篶刈る（枕）　　　　　　へがる　劇がる　　　　　　　　　ききる　着切る

　　　　　せかる　（連語）　　　　　　　　　まかる　罷る　　　　　　　　　かききる　掻き切る

　　　　やせがる　痩せ枯る　　　　　　　みまかる　身罷る　　　　　　　　　こきる　扱きる

　　ところせがる　所狭がる　　　　　　　ゑみまがる　笑み曲がる　　　　　　　こぎる　漕ぎる

　　　　いたがる　痛がる　　　　　　　　　かみがる　神がる　　　　　　　　　こぎる　小切る

　　　らうたがる　（動）　　　　　　　　　めかる　目離る　　　　　　　　くさぎる　転る

　　　　ねたがる　妬がる　　　　　　　　　もがる　虎落る　　　　　　　　　しきる　頻る

　　　　はだかる　（動）　　　　　　　　まこもかる　真菰刈る（枕）　　　　　　しきる　仕切る

　　ふみはだかる　踏みはだかる　　　　　みこもかる　水菰刈る（枕）　　　　うちしきる　うち頻る

　　　　ふたがる　塞がる　　　　　　　　しもがる　霜枯る　　　みじか　　　　　　短きものを
　　かたふたがる　方塞がる　　　　　　　たまもかる　玉藻刈る（枕）　きものをはしきる　　　端切る

　　くちふたがる　口塞がる　　　　　　　あやかる　肖る　　　　　　　ふりしきる　降り頻る

　　くれふたがる　暗れ塞がる　　　　　　　おやがる　親がる　　　　　　えらがすぎる　鯛が過ぎる

　　をはうちかる　尾羽うち枯る　　　　きゃしゃがる　花車がる　　　　　　いきすぎる　行き過ぎる

　　　ふんちかる　踏んちかる　　　　　　　ゆかる　縁る　　　　　　　　　たぎる　渡る

　　　　　つがる　鎖る　　　　　　　　　　よがる　夜離る　　　　　　　　ちぎる　契る

　　　　あつかる　与る　　　　　　　　　うらがる　末枯る　　　　　　　　ちぎる　振る（動）

　　　　あつかる　預かる　　　　　　　　からがる　辛がる　　　　　　　　一ちぎる　振る（接尾）

　　　　いっがる．い繋る　　　　　　　　くらがる　暗がる　　　　　　　　うちきる　打ち切る

　　　　けっかる　（動）1　　　　　　　かきくらがる　かき暗がる　　　　　　ねぢきる　捻ぢ切る

　　　　むつかる　憤る　　　　　　　さかしらがる　賢しらがる　　　　　いひちぎる　言ひ契る

　　　てんつかる　点付かる　　　　　　　ひらがる　平がる　　　　　　あいさつきる　挨拶切る

　　　　　ながる　流る　　　　　　　っいひらがる　つい平がる　　　　　こときる　事切る

こころもとながる　心もとながる　　　　　けなりがる　（動）　　　　　　　　　かなぎる　金切る

　　　　なながる　名流る　　　　　　　　けなるがる　（動）　　　　　　　　　みなぎる　澄る

　　　なにながる　名に流る　　　　　　　あはれがる　（動）　　　　　　　　　　にぎる　握る

　　　　まながる　（動）　　　　　　　　　ころがる　転がる　　　　　　　かうにきる　かうに着る

　　　　ゐながる　居流る　　　　　　　ねんごろがる　懇がる　　　　　　　　たにぎる　手握る

　　　ずんながる　順流る　　　　　　　　　まうかる　円かる　　　　　　　きりにきる　切りに切る

　　　　　にがる　苦る　　　　　　　　　　わかる　別る　　　　　　　　てをにぎる　手を握る

　　　けんにかる　権に借る　　　　　　　いわかる　い別る　　　　　　　　はねきる　羽きる

　　　　　ぬかる　抜かる　　　　　　　みえわかる　見え分かる　　　　　　いひきる　言ひ切る

　　　　　のがる　逃る　　　　　　　いきわかる　行き別る　　　　　おもひきる　思ひ切る

　　　よをのがる　世を遁る　　　　　　ひきわかる　引き別る　　　　　　　まぎる　紛る

　　　　　はかる　別る　　　　　　　　　たちわかる　たち別る　　　　　　　あまぎる　天霧る

　　　　　はかる　計る　　　　　　　　そでわかる　袖別る　　　　　　かきまぎる　かき紛る

　　　おしはかる　推し測る　　　　　おもひわかる　思ひ分かる　　　　　　たまぎる　魂消る

　　　　せばがる　狭がる　　　　　　　　ゐわかる　居分かる　　　　　　うちまぎる　うち紛る
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　　　はひまぎる　這ひ紛る　　　　　　しまがくる　島隠る　　　　　　かひをっくる　貝を作る

　　　　くすみきる　（動）　　　　　　　やまがくる　山隠る　　　　　　　　　なぐる　（動）

　　　　　めきる　目霧る　　　　　　みやまがくる　み山隠る　　　　　　　あなぐる　（動）

　　　　しゃぎる　砂切る　　　　　　　　みがくる　水隠る　　　　　　　　かなぐる　（動）

　　　　　よきる　過きる　　　　　　　かみがくる　神隠る　　　　　　　かいかなぐる　（動）’

　　そらばらきる　空腹切る　　　　　　　くもがくる　雲隠る　　　　　　　ひきかなぐる　引きかなぐる

　　　　すりきる　摩り切る　　　　やへぐもかくる　八重雲隠る　　　　　しゃなぐる　（動）

　　　　くじをきる　九字を切る　　　　　　きりがくる　霧隠る　　　　　　かきしゃなぐる　掻きしゃなぐる

　　　じゅずをきる　数珠を切る　　　　　しりがくる　尻が来る　　　　　ぜんごにくる　前後に暮る

　はらわたをきる腸を切る　　　　　のりがくる　乗りが来る　　　　なみだにくる　涙にくる
っぼのくちをきる　壷の口を切る　　　　こじれがくる　こじれが来る　　　　やみにくる　闇に暮る

　　　みちをきる　道を切る　　　　　　　ゐかくる　居隠る　　　　　　かいつのぐる　かい角繰る

　　もとゆひをきる　元結ひを切る　　　　くもゐがくる　雲居隠る　　　　　　　一はぐる　（動）

　　　はらをきる　腹を切る　　　　　　かきくる　かき暗る　　　　　　　さばくる　（動）

しゃ　　　　　　杓子で腹を　　　　　　ゆきくる　行き暮る　　　　　さしあひくる　差し合ひくる

　くしではらをきる　　　　切る　　　　　　くくる　括る　　　　　　　　おひくる　追ひ繰る

　　きうりをきる　久離を切る　　　　　　　　くくる　潜る　　　　　　　　　　じぶくる　（動），

　　　たんをきる　疾を切る　　　　　　っいくぐる　っい潜る　　　　　　　はらぶくる　腹脹る

　　　　　　くる　枢　　　　　　　　　　あけくる　明け暮る　　　　　　ちょぼくる　（動）

　　　　　　くる　暮る　　　　　　　　　　一こくる　（接尾）　　　　　　　　　まぐる　眩る

　　　　　　くる　眩る　　　　　　　　　　　さくる　臓る　　　　　　　　　かいまくる　かい捲る

　　　　　　くる　来る　　　　　　　かいさぐる　かい探る　　　　　　さいまぐる　先まぐる

　　　　　　くる　繰る　　　　　　　かきさぐる　かき探る　　　　　　ぽいまくる　ぽい捲る

　　　　　　くる　呉る　　　　　　　　　まさぐる　弄る　　　　　　　　　っまぐる　爪繰る

　　　　かいくる　かい繰る　　　　　かいまさぐる　（動）　　　　　　　　だりむくる　（動）

　　　　　おくる　後る　　　　　　　　　　しぐる　時雨る　　　　　　　　　めくる　目眩る

　　　　　おくる　送る　　　　　　　　さしくる　さし繰る　　　　　　　めぐる　廻る

　　　　　おくる　贈る　　　　　　　　　さしくる　差し呉る　　　　　　いきめぐる　生き廻る

　　なさけおくる　情け後る　　　　　　うちしぐる　（動）　　　　　　　いさきめぐる　いさき廻る

　　まうしおくる　申し送る　　　　　そでにしぐる　袖にしぐる　　　　　ゆきめぐる　行き廻る

　　　たちおくる　たち送る　　　　　　　すぐる　過ぐる　　　　　　　たちめぐる　立ち廻る

　　　いひおくる　言ひ送る　　　　　　　すぐる　選る　　　　　　　　　へめぐる　経巡る

　　　はひおくる灰後る　　　　　　　　せぐる　（動）　　　　　　　ありめぐる　在り巡る

　　おもひおくる　思ひ後る　　　　　　　せせくる　（動）　　　　　　　　ゐめぐる　居めぐる

　　こころおくる　心後る　　　　　　　　そそくる　（動）　　　　　　　　　しゃくる　（動）

　　　　　かくる　隠る　　　　　　　いひそそくる　言ひそそくる　　　一ちゃちゃくる　茶茶くる

　　　　いかくる　い隠る　　　　　　　　　たくる　手繰る　　　　きりちゃちゃくる　切りちゃちゃくる

　　　　かかぐる　（動）’　　　　　　　　　たぐる　吐る　　　　　　　　　　もやくる　（動）

　　　いきかくる　行き隠る　　　　　かきたくる　掻きたくる　　　　　　きょくる　曲る

　　　こぎかくる　漕ぎ隠る　　　　　　せきたぐる　咳きたぐる　　　　　　ひょぐる　（動）

　　　ゆきかぐる行きかぐる　　　　　ぬたくる　（動）　　　　　　　あらくる荒くる
　　　　こがくる　木隠る　　　　　　　　ひちくる　（動）　　　　　　　　　からくる　絡繰る

　　　くさがくる　草隠る　　　　　　　　　っくる　作る　　　　　　　　　　くるくる　（副）

　きじのくさがくる　惟子の草隠る　　　　なさけつくる　情け作る　　　　　　　こころくる　心暮る

　　　　すがく・る　巣隠る　　　　　つれなしつくる　つれなし作る　　　　　　　ける　蹴る

　　　いそがくる　磯隠る　　　　　　　　たつくる　手作る　　　　　　　　　一ける　（助動連体）

　　　はたかくる　半隠る　　　　　　　　ふつくる　（動）　　　　　　　　　　あげる　揚げる

　　　たちかくる　たち隠る　　　　　　こわつくる　声作る　　　　　　　くくしあげる　括し上げる

　　　はちかくる　恥隠る　　　　　　みさをつくる　操つくる　　　　　めやすあげる　目安上げる

　　　いはがくる　岩隠る　　　きもなますをつくる　肝槍を作る　　　　　うちあける　うち空ける

　　　はひかくる　這ひ隠る　　　　　　てをつくる　手をつくる　　　　　ぶちあげる　打ち上げる
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　　　みそをあげる　味噌を上げる　　　そらったばける　空っ惚ける　　　　　　　　さる　去る

　　ちみちをあげる　血道を上げる　　　　　　ひける　引ける　　　　　　　　　さる　曝る

　　こたつをあける　火燵をあける　　　　　　ふける　（動）　　　　　　　　　　さる　（動連体）

　かざあなをあける　風穴をあける　　　　　ききふける　聞き耽る　　　　　　　　　さる　避る

　　　　　　いける　行ける　　　　　　　　　へげる　剥げる　　　　　　　　　一さる　（助動）

　　　　　　うける　受ける　　　　　　　しほほける　し惚ける　　　　　　　　ざる　戯る

　　　　　てうける　（動）　　　　　　　やみほほける　病み毫ける　　　　　　　あさる　漁る

　　　　　へうげる　剥げる　　　　　　　　まげる　曲げる　　　　　　　　あざる　（動）

　　　　じゃうける　（動）　　　　　　　　　なまける　怠ける　　　　　　　　　あざる　戯る

　　　　　　かける　翔る　　　　　　しぶかはがむける　渋皮がむける　　　　　　　あざる　鰻る

　　　　わいがける　脇掛ける　　　　　　みつをむける　水を向ける　　　　　　たちあざる　（動）

　いしになぞかける　石に謎かける　　　　　　めげる　（動）　　　　　　　　　いざる　（名）

　　　　きっかける　（動）　　　　　　　　　あらける　粗ける　　　　　　　　　いざる　漁る

　　　　ぽっかける　（動）　　　　　　　　　ありける　（連体）　　　　　　　　　うさる　失さる

　　　　くにかける　苦にかける　　　　　くさをわける　草を分ける　　　　　かのえさる　庚申

　　てしほにかける　手塩に掛ける　　うまのせをわける　馬の背をわける　　　　　，おさる　圧さる

　　しりめにかける　後目にかける　　　　　　　こる　凝る　　　　　　　　けおさる　（動）

　　　　　ひがける　日がける　　　　　　　　こる　伐る　　　　　　　　　かざる　飾る

　　　　とびかける　飛び翔る　　　　　　　　おこる　起こる　　　　　　　　ひかさる　（動）

　　しりにほかける　尻に帆かける　　　　　　おごる　驕る　　　　　　　はなをかざる　花を飾る，

　　　　あまがける　天翔る　　　　　　　　　おごる　奢る　　　　　　　　あきさる　秋さる

　　　なぐりかける　なぐり掛ける　　　おもひおごる　思ひ驕る　　　　　さんびきざる　三匹猿

　　ふくりんかける　覆輪掛ける　　　　　　　きこる　樵る　　　　　　　　　　くさる　腐る

　　　　　　きける　（動）　　　　　　　　たきぎこる　薪樵る（枕）　　　　　　　くさる　鑓る

　　　　　一きける　聞ける　　　　　　　　　しこる　（動）　　　　　　　　一くさる　（接尾）

　　　おほせきける　仰せ聞ける　　　　　　　　しこる　（動）　　　　　　　　　ねぐさる　根腐る

　　　　　　こける　転ける　　　　　　　　一しこる　（接尾）　　　　　　　あけさる　明けさる

　　　　　あざける　嘲る　　　　　　　　　おしこる　おし凝る　　　　　　　こけざる　こけ猿

　　　　　　しげる　（動）　　　　　　　　　まじこる　蟻る　　　　　　　　　　ござる　御座る

　　　　　はしける　（動）　　　　　　　　のみしこる　飲み凝る　　　　さればでござる　（連語）

　　　　　　すける　助ける　　　　　　　ふりしこる　降りしこる　　　　　　あささる　朝さる

　　　　　　たける　集師　　　　　　　　　　そこる　（動）　　　　　　　　　　しさる　退る

　　　　　　たける　曝る　　　　　　　　　のぞこる　除こる　　　　　　　ひつじさる　未申

　　　　　あたける　（動）　　　　　　　　　ほどこる　（動）　　　　　　　げいなしざる　芸無し猿

　　　　やそたける　八十棄師　　　　　　　　　にごる　濁る　　．　　　　　　　すさる　退る

　　　　　だだける　（動）　　　　　　　　きえのこる　消え残る　　　　　にらきすさる　（動）

　　　　　けつける　蹴付ける　　　　　　　けのこる　消残る　　　　　　　　かたさる　片去る

　　　　やっつける　（動）1　　　　　　　　あけのこる　明け残る　　　　　まくらかたさる　枕片去る

　　　えんにつける　縁に付ける　　　　　　さのこる　さ残る　　　　　　　　くださる　下さる

　　　　はへつける　（動）　　　　’　　　くちのこる　朽ち残る　　　　おほせくださる　仰せ下さる

　　　　ζまづける　（動）　　　　　　　　　はびこる　（動）　　　　　　　おめべださる　お目下さる

　　　いためつける　痛め付ける　　　　　　ほびこる　蔓延る　　　　きからおちたさる　木から落ちた猿

　　　　ふりつける　振り付ける　　　　　おもひこる　思ひ懲る　　　　　　ζとさる　事去る
　　　　やりつける　（動）　　　　　　　　　　ほこる　誇る　　　　　　　　　　なさる　（動）・

　　てみそをつける　手味噌を付ける　　　　　ひろごる　広ごる　　　　　　　　おぶさる　負ぶさる

　　　しなをつける　品を付ける　　　　はひひろごる　延ひ拡ごる　　　　　　どぶさる　ど臥さる

さまにさまをつける　様に様をつける　　　ふみひろごる　踏み広ごる　　　　　　ゆふさる　夕さる

　ちゃちゃをつける　茶茶をー付ける　　　　ゑみひろごる　笑み広ごる　　　　　　　まさる　増さる

　　　あくがぬける　灰汁が抜ける　　　　　　　さる　猿　　　　　　　　　　まさる　勝る
　めのさやがぬける　目の鞘が抜ける　　　　　　　さる　申　　　　　　　　　さえまさる　冴えまさる

　　　　　でぬける　出抜ける　　　　　　　　　さる　（動）　　　　　　　たちまさる　立ち増さる
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　　　たちまさる　たち勝る　　　　　　くもにしる　雲に汁　　　　　　　つけにする　付けにする

いは　　　　　　　言はぬは言　　　　　　ののしる　罵る　　　　　ひとをつけにする　人をつけにする

　ぬはいふにまさる　　ふにまさる　　　いひののしる　言ひ罵る　　　　　　みつにする　水にする

　　みぎはまさる　汀勝る　　　　　　ほめののしる　誉め喧る　　　　　　すなにする　砂にする

　　　おひまさる　生ひ優る　　　　　　　はしる　走る　　　　　　　かべにする　壁にする

　　　ねびまさる　ねび勝る　　　　　　　うはしる　上汁　　　　　　　　ちゃにする　茶にする

　　　そへまさる　添へまさる　　　　　　さばしる　（動）　　　　　　　らりにする　乱離にする

　　　いやまさる　弥増さる　　　　　　　たばしる　た走る　　　　　　　　　ねする　（動）

　　　なりまさる　成り勝る　　　　　　たちはしる　立ち走る　　　　　　　　ねずる　（動）

　　　ふりまさる　旧り増さる　　　　　　とばしる　遊る　　　　　　　　おひずる　笈摺

　　　ふりまさる　降り増さる　　　　　ほとはしる　遊る　　　　　　　　かみする　（動）

　　　かれまさる枯れ増さる　　　　　　むねはしる　胸走る　　　　　　　　　ゆする　甜

　　　かれまさる　離れ増さる　　　　　　いはばしる　岩走る　　・　　　　　　　ゆする　揺する

　　　　っみさる　罪去る　　　　　　　さやばしる　鞘走る　　　　　　　めでゆする　愛で揺する

　　　　かむさる　神去る　　　　　　はしるはしる　走る走る　　　　　　　うちよする　うち寄する

　　　　　めさる　（動）　　　　　　あかりをはしる　明かりを走る　　　　　一まらする　（莇動）

　　　　ふゆさる　冬さる　　　　　　とζろをはしる　所を走る　　　　　　　　わする　忘る

　　　　　よさる　寄さる　　　　　　　　　ひしる　（動）　　　　　　　おもひわする　思ひ忘る

　　　　ありさる　在りさる　　　　　　　あひしる　相知る　　　　　　　　みわする　見忘る
　　　　くくりざる　括り猿　　　　　　　　いひしる　言ひ知る　　　　　　　てをする　手を擦る

　　　　はるさる　春さる　　　　　　　たかひしる　高日知る　　　　　　　ひをする　火を摩る

　　　いはれざる　言はれざる　　　　　おもひしる　思ひ知る　　　　　　　　せる　迫る
　　　　ところさる　所去る　　　　　　　　ゑひしる　酔ひ痴る　　　　　　　　いせる　（動）

　　　　　ゐざる　居ざる　　　　　　　うへしる　上知る　　　　　　　　うせる　失せる

　　　　　　しる汁　　　　　　　　　まじる　交じる　　　　　　でてうせる　出て失せる
　　　　　　しる　醜　　　　　　　　ゆきまじる　行き交る．　　　　　　　おせる　（動）

　　　　　　　しる　知る　　　　　　　　うちまじる　うち交じる　　　　　っぎギセル継ぎ煙管

　　　　　　　しる　痴る　　　　　　　たちまじる　たち交じる　　　　ひよくギセル比翼煙管

　　　　おいしる　老い痴る　　　　　　はひまじる　延ひ交じる　　　みなくちギセル　水ロ煙管

　　　　　かしる　呪る　　　　　　　　　みしる　見知る　　　　　あひあひギセル　相合ひ煙管

　　　　たかしる　高知る　　　　　　　やすみしる　八隈知る（枕）　　　　くはヘギセル　衡へ煙管

　　　　みかじる　見かじる　　　　　　くちをむしる　口を劣る　　　　　　　ぎんギセル　銀煙管

　　　　　きしる軋る　　　　　　　あつめじる　集め汁　　　　　　　　　げせる　解せる

　　　　　ききしる　聞き知る　　　　　　　おもしる　面知る　　　　　　　　　させる　（連体）

　　　　　　くじる　扶る　　　　　　　　　しるしる　知る知る　　　　　　　　せせる　（動）

　　　　　さくじる　（動）　　　　　　　　こころしる　心知る　　　　　　　　　ぜぜる　（動）．

　　　おんまくじる　（動）　　　　　　　　　わしる　走る　　　　　　　　いたにのせる　板にのせる

　　　をどりこじる　踊り子汁　　　　　　　　よをしる　世を知る　　　くち　　　　　　　　ロ三味線に

　　　　　ししる　し知る　　　　　　　　　うする　薄る　　　　　　ざみせんにのせる　　　　乗せる

　はしらかしじる　走らかし汁　　　　うんじゃうする　（動）　　　　　　あぶらをのせる　油を乗せる

　　　　　そしる　誇る　　　　　　　　うちえする　うち寄する　　　　　　くらはせる　食はせる

　　　　っづしる　唆る　　　　　　　　　かする　掠る　　　　　　　　　　ふせる　伏せる

　　かきたてじる　かき立て汁　　　めをながくする　目を長くする　　　　　　ほぜる　（動）

　　おったてじる　追っ立て汁　　　　　やすくする　（連語）　　　てんじゃうをみせる　天井を見せる

　　すりたてじる　摺り立て汁　　　　みみをこする　耳を擦る　　　　　　ををみせる　尾を見せる

　　　ふくとじる河豚魚汁　　　　　むしをさする　虫をさする　　　　　　　そる　反る

　　　おことじる　御事汁　　　　　　　　あしずる　足摺る　　　　　　　　　　　そる　逸る

　　　なっとじる　納豆汁　　　　　　　おしする　押し摺る　　　　　　　　おそる　恐る

　　　　ふとしる　太知る　　　　　　　　すする　畷る　　　　　　　　おちおそる　怖ぢ恐る

　　　　たなしる　たな知る　　　　　　きっとする　屹度する　　　　　　　　こぞる　挙る

　　　　　にじる　躍る　　　　　　　　　とどする　（動）　　　　　　　　　　そそる　（動）
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　　　　あまそそる　天葺る　　　　　　　　あとたる　跡垂る　　　　　　　　とわたる　門渡る

　　　　　ひそる　乾反る　　　　　　　　ことたる　事足る　　　　　　よこにわたる　横に渡る

　　　　　ほそる　細る　　　　　　　　しなだる　携垂る　　　　　　あひわたる　逢ひ渡る
　　　　　みぞる　藁る　　　　　　　　　　ねだる　根足る　　　　　　　いひわたる　言ひ渡る

　　　　　よそる　寄そる　　　　　　　　　ねだる　（動）　　　　　　　　こひわたる　恋ひ渡る

　　　　　　たる　足る　　　　　　　　っのだる　角樽　　　　　　　はひわたる　這ひ渡る

　　　　　　たる　垂る　　　　　　　　　はたる　徴る　　　　　　おもひわたる　思ひ渡る
　　　　　　一たる　（助動連体）　　　　　せめはたる　責め徴る　　　　　　すみわたる　住み渡る

　　　　　あたる　当たる　　　　　　　　　ひたる　日足る　　　　　　　すみわたる　澄み渡る

　　　　ゆきあたる　行き当たる　　　　　ひたひたる　額垂る　　　　　　あをみわたる　青み渡る

　　　　さしあたる　さし当たる　　　　　かよひだる　通ひ樽　　　　　　　　よわたる　世渡る

きねであたり　　　杵で当たり杓　　　　　しほたる　潮垂る　　　　　　　　よわたる　夜渡る

　しゃくしであたる　　子で当たる　　　　　　あまたる　天足る　　　　　　　ありわたる　在り渡る

　　　むねにあたる　胸に当たる　　　　　　　さまたる　様垂る　　　　　　　　きりわたる　霧り渡る

　　　ものにあたる　物に当たる　　　　ゑひさまたる　酔ひさまたる　　　　あれわたる　荒れ渡る

　　きあひにあたる　気合ひに当たる　　　　　　みだる　乱る　　　　　　たまごをわたる　卵を渡る

　　　　　いたる　至る　　　　　　　　かきみだる　かき乱る　　　　　としをわたる　年を渡る

　　　　あいだる　（動）　　　　　　　　ぬきみだる　貫き乱る　　　　　　よをわたる　世を渡る

　　おもひいたる　思ひ至る　　　　　　　さみだる　さ乱る　　　　　　　　まゐたる　参到る

　　　　　えだる　柄樽　　　　　　　　　さみだる　五月雨る　　　　　　くちをたる　ロを垂る

　　　　　きたる　来たる　　　　　　　うちみだる　うち乱る　　　　　　　なんたる　何たる

　　　　　きだる　生樽　　　　　　　　たのみだる　頼み樽　　　　　　　　　　ちる　散る

　　　　あきだる　飽き足る　　　　　　いひみだる　言ひ乱る　　　　　　　いちる　（動）

　　　　かきたる　掻き垂る　　　　　　こひみだる　恋ひ乱る　　　　ゐのふにおちる　胃の賭に落ちる

　　　　かきたる　かき垂る　　　　　おもひみだる　恩ひ乱る　　　　　　あしがちる　芦が散る（枕）

　　　　こきたる　扱き垂る　　　　　　てまへみだる　手前乱る　　　　　　　ゆきちる　行き散る

　　　やなぎだる　柳樽　　　　　　　　そらみだる　空乱る　　　　　　　　いさちる　（動）

　　　　ぬきたる　貫き垂る　　　　　　おりみだる　織り乱る　　　　　　　すぢる　（動）

　くちわきひきたる　ロ脇引き垂る　　　　ふりみだる　降り乱る　　　　　　　はせちる　馳せ散る

　　くちをひきたる　ロを引き垂る　　　　はじめたる　初めたる　　　　　　　にちる　（動）

　　　　　　くだる　下る　　　　　　　きはめたる　極めたる　　　　　　　もちる　振る

　　よみがくだる　読みが下る　　　　　　ももだる　百足る　　　　　　すちりもちる　（動）

　　　たちくだる　たち下る　　　　　　　　わたる　渡る（動）　　　　　　　　つる　鶴

　　　　うなくだる　海下る　　　　　　　　一わたる　渡る（接尾）　　　　　　　つる　連る（動）

　　　　ねくたる　寝腐る　　　　　　　　さえわたる　冴え渡る　　　　　　　　　一つる　連る（接尾）

　　　あまくだる　天降る　　　　　　　　みえわたる　見え渡る　　　　　　　　一つる　（助動連体）

　　あじゃらけたる　（連語）　　　　　　　もえわたる　萌え渡る　　　　　　　　うつる　移る

　　　　　こだる　木垂る　　　　　　　　もえわたる　燃え渡る　　　　　　おしうつる　推し移る

　　　　　こだる　（動）　　　　　　　　ききわたる　聞き渡る　　　　　おもひうつる　思ひ移る

　　　　おこたる　怠る　　　　　　なげきわたる　歎き渡る　　　　　のりうつる　乗り移る
　　　ゑみこだる　笑みこだる　　　　　　さきわたる　咲き渡る　　　　　　　さかつる　（動）

　　　　　　しだる　し垂る　　　　　　　なきわたる　鳴き渡る　　　　　　わかつる　誘る

　　　　さしたる　（連体）　　　　　　ゆきわたる　行き渡る　　　　　　せきつる　関弦

　　　　さしだる　指し樽　　　　　　いゆきわたる　い行き渡る　　　　　　ひきつる　引き連る

　　　　　すたる　廃る、　　　　　　あけわたる　明け渡る　　　　　　ゆきつる　行き連る
　　いちぷんすたる　一分廃る　　　　　　　　さわたる　（動）　　　　　　　　したくつる　下崩る

　　　　　たたる　崇る　　　　　　　　　　さわたる　さ渡る　　　　　　　　　けつる　削る

　　　　　ちだる　千足る　　　　　　　さしわたる　差し渡る　　　　　　　　けつる　硫る

　　　　ももちだる　百千足る　　　　　　たちわたる　立ち渡る　　　　　　　かけつる　駆けつる

　　　　　　とだる　斗樽　　　　　　　　　まちわたる　待ち渡る　　　　　しのぎをけつる　鏑を削る

　　　　　　とだる　（動）　　　　　　　　　とわたる　と渡る　　　　　　　　　こづる　小蔓
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　　　　おこつる　誘る　　　　　　　　　　めがでる　目が出る　　　　　　　　あなどる　侮る

　　　　てこつる　（動）　　　　　　　いふめがでる　言ふ目．が出る　　　　　　すなどる　漁る

　　　　をこつる　誘る　　　　　　　　おしてる　押し照る　　　　　　くじにとる　籔に取る

　　　　　しつる　垂る　　　　　　　　　　たでる　（動）　　　　　　　こだてにとる　小楯に取る

　　　　うちつる　うち連る　　　　　　　　したでる　下照る　　　　　　　　　ねとる　音取る

　　　　　っつる　綴る　　　　　　　　　　そだてる　（動）．　　　　　　　　　うねどる　（動）

　　　　おとつる　訪る　　　　　　　　ぼったてる　ぽっ立てる　　　　　たつねとる　尋ね取る

　　　　あなつる　侮る　　　　　　えりつきみたてる　襟付き見立てる　　　　　そばとる　稜取る

　おもひあなつる　思ひ侮る　　　　　　わけをたてる　訳を立てる　　　　　　　ひどる　日取る

　　　かねのつる　金のつる　　　　　　　しなてる　級照る（枕）　　　　　　　ひどる　火取る

　　うきよのつる　浮き世の弦　　　　　　よこにでる　横に出る　　　　　　　ばひとる　奪ひ取る

　　　よるのつる　夜の鶴　　　　　　おほたばにでる　大束に出る　　　　　　おもひとる　思ひとる

　　　　　はつる　（動）　　　　あいそも　　　　　愛想も小想も　　　　　よびとる　呼び取る

　　　　　はつる　削る　　　　　こそもつきはてる　　尽き果てる　　　かたらひとる　語らひ取る

　　　　　はつる　外る　　　　　　　あさひてる　朝日照る（枕）　　　　ならひとる　習ひ取る

　　　ききはつる　（動）　　　　　　　　えどへでる　江戸へ出る　　　　　むかへとる　迎へ取る

　　　せんばつる　千羽鶴　　　　　　　　にほてる　鳩照る（枕）　　　　　つたへとる　伝へ取る

　　　　まひつる　舞鶴　　　　　　　　　あまてる　天照る　　　　　　　　おほどる　（動）
　　　　さへつる　嚇る　　　　　　　　　おもてる　面照る　　　　　　　　’くまどる　隈取る

　　　　　まっる　奉る（動）　　　　　かさからでる　嵩から出る　　　　　　　つまどる　端取る

　　　　　一まつる　奉る（接尾）　　　　　　　　とる　（動）　　　　　　　　　　みとる　見取る

　　　たいまつる　奉る（動）　　　　　　　　いとる　い捕る　　　　　　　からめとる　搦め捕る

　　　一たいまつる　奉る（接尾）　　　　　　かいどる　かい取る　　　　　　きがもどる　気が戻る

　　つかうまつる　仕る（動）　　　　　　　　おとる　劣る　　　　　　　あらぎもとる　荒肝取る

　　一つかうまつる　仕る（接尾）　　　　　　けおとる　気劣る　　　　　　　たちもどる　たち戻る

　　　つかまつる仕る　　　　　　　おもひおとる　思ひ劣る　　　　　　　やどる　宿る

　　　たてまっる奉る（動）　　　　　なりおとる　成り劣る　　　　　　あやどる綾取る
　　　一たてまつる　奉る（助動）　　　　　　　かとる　制る　　　　　　　　　きやどる　来宿る

　　つかへまつる　仕へ奉る　　　　　　　　かどる　気取る　　　いちじゅ　　　　　一樹の陰に

　　　　　みつる鳳る　　　　　　　　かきとる　書き取る　　　　のかげにやどる　　　　宿る
　　　　かみつる　（動）　　　　　　　　ききとる　聞きとる　　　　　　　きりとる　切り取る

　　　　　むつる　睦る　　　　　　　　ききとる　聞き取る　　　　　　やどりとる　宿り取る

　　　　なめつる　舐めつる　　　　　　けしきどる　気色取る　　　　　　　いうどる　色取る

　　　　　やつる　婁る　　　　　　　　ひきとる　引き取る　　　　　　　　ゑどる　絵取る

　　　　あやっる操る　　　　　　　　ひきとる　弾き取る　　　　　　　をどる　踊る
　　　　　ちゃつる　茶つる　　　　　　　　　けどる　気取る　　　　　　　しゅうをとる　主をとる

　　　　　ゆっる　（動）　　　　　　　　　うけとる　受取る　　　　　　　　きをとる　気を取る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ゆつる　弓弦　　　　　　　　　　さとる　覚る　　　　　　　　けしきをとる　気色をとる

　　　　　ゆつる　譲る　　　　　　　　　かさどる　嵩取る　　　　　あげさげをとる　上げ下げを取る

　　　　うさゆつる　儲弦　　　　　　　　つかさどる　司る　　　　　　　　おちをとる　落ちを取る

　　　　みゆつる見譲る　　　　　　　おしとる押し取る　　　　　たちをどる立ち踊る
　　　　　ちょっる　（動）　　　　　　　　　めしとる　召し取る　　　　　ももだちをとる　股立ちを取る

　　　　　ありっる　（連体）　　　　　　　　めしとる　召し捕る　　　　　　　てをとる　手を取る

　　　　　をりつる折り鶴　　　　　　　　たどる　辿る　　　　　　　　なをとる　名を取る
　　　　　びんつる　賓頭盧　　　　　　　いたどる　い辿る　　　　　　　　ひをとる　日を取る

　　　　おびんつる　御賓頭慮　　　　　　みをたどる　身を辿る　　　　　うでくびをとる　腕首を取る

　　　　　　てる　照る　　　　　　　　　うちとる　うち取る　　　　いきほひをとる　勢ひを取る

　　　　　　うてる　（動）　　　　　　　　うちとる　討ち取る　　　　　いとまをとる　暇をとる

　　　　　えてる　得手る　　　　　　　　まちとる　待ち取る　　　　　　けちめをとる　けちめを取る

へうた　　　　　　瓢箪から駒　　　　　　よぢとる　撃ち取る　　　いわしあ　　　　　　鰯網で鯨を

　んからこまがでる　　　が出る　　　　おっとる押っ取る　　　みでくぢらをとる　　　　捕る
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　　あぷらをとる　脂を取る　　　あひか　　　　　　合方きっぱ　　　　　　きへなる　来隔る

　　かすりをとる　掠りを取る　　たきっぱりとなる　　りとなる　　　　　しほなる　潮馴る

　　　あたりをとる　当たりを取る　　　　　がになる　我になる　　　　　　　　みなる　水馴る

　　　こころをとる　心を取る　　　　　　くぎになる　釘になる　　　　　　　　みなる　見馴る

　　　くらゐをとる　位を取る　　　　さをさきになる　竿先になる　　　　　　みみなる　耳馴る

　　　　　　なる　生る　　　　　　　　こになる　粉になる　　　　　　　めなる　目馴る
　　　　　　なる　成る　　　　　　をとこになる　男になる　　　　　　あめなる　天なる（枕）

　　　　　　なる　業る　　　　　　　　みつになる　水になる　　　　　　　おもなる　面馴る

　　　　　　なる　慣る　　　　　　　みなになる　皆になる　　　　　いかにもなる　如何にもなる

　　　　　　なる　熟る　　　　　　をんなになる女になる　　　　　　　よなる世慣る
　　　　　　一なる　（助動連体）　　　　　くびになる　首になる　　　　　　　つらなる　連なる

　　　たのしうなる　楽しうなる　　　　　はひになる灰になる　　　　　　ありなる在り馴る
　　　　いかなる　如何なる　　　しゃりがかふになる　舎利が甲になる　　　　まかりなる　罷り成る

　　　　なかなる　申馴る　　　　　　　みになる　身になる　　　　　　なりなる　成り成る

　　　なにがなる　何がなる　　　　　てとみになる　手と身になる　　　　かへりなる　還り成る

　　　　　きなる　着馴る　　　　　いたづらになる　徒らになる　　　　ぎょしん．なる　御寝成る

　　むなしくなる　空しくなる　かふがしゃりになる　甲が舎利になる　　　　おひんなる　（動）

　　あさましくなる　（連語）　　　　　まっくろになる　真っ黒になる　　　　　さけにる　酒煮る

　　くちがすくなる　口が酢くなる　　　しろくろになる　白黒になる　　　　　　　　ぬる　（動）

　　　めでたくなる　（連語）　　　　　、　　をになる　緒になる　　　　　　　　ちぬる　血塗る

　　　　なくなる無くなる　　　　きにもちのなる木に餅の生る　　　　たちぬる立ち濡る
　　　はかなくなる　（連語）　　　　　　　　ものなる　物馴る　　　　　　　　そぼぬる　そぼ濡る

　いふかひなくなる　言ふかひな　　　　　　・はなる　離る　　　　　　　　　　まぬる　（動）

　　　　　　　　　　　　くなる　　　　　きはなる　来離る　　　　　　　．ぬるぬる　（連語）

　　　あへなくなる　（連語）「　　　　　　ゆきはなる　行き離る　　　　　　　さんぬる　去んぬる

　　　　　ここなる　此処なる　　　　　　あけはなる　明け放る　　　　　　　　ねる　練る

　　　　　とこなる　床馴る　　　　　　　とこはなる　床離る　　　　　　　　　　ねる　遭る

　　　　かさなる　重なる　　　　　　　たちはなる　たち離る　　　　　　きをかねる　気を兼ねる

　　　しにかさなる　死に重なる　　　　　もてはなる　もて離る　　　　　　　くねる　（動）

　　　　まうしなる　申し成る　　　　　　さとばなる　里離る　　　　　　　　あぐねる　（動）

　　　　おしなる　押し成る　　　　　　ひとばなる　人離る　　　　　　　　じくねる　（動）

　　　　　げしなる　御寝成る　　　　　　ものはなる　物離る　　　　　　　　つくねる　握ねる

　　　　ぎょしなる　御寝成る　　　　　　きははなる　際離る　　　　　　おっつくねる　（動）

　　　　　そなる　磯馴る　　　　　おとがひはなる　願離る　　　　　　　　てこねる　（動）

　　　　　くちなる　口馴る　　　　　　おもひはなる　思ひ離る　　　　　　　おしねる　押し撚る

　　　　たちなる　たち馴る　　　　　　すみはなる　住み離る　　　　　　　くすねる　（動）

　　　　　てなる　手馴る　　　おきにもつか　　　沖にも付かず　　　　ろくにねる　陸に寝る

　　　　　ことなる　事馴る　　　　ずいそにもはなる　　磯にも離る　　　　よこにねる　横に寝る

　　　　　ことなる　事なる　　　　　　　　よばなる　世離る　　　　　　　　　ひねる　陳る

　　　　　ことなる　殊なる　　　　　　　ふりはなる　振り離る　　　　　　　　ひねる　捻る

　　　　　さとなる　里馴る　　　　　　　　きれはなる　切れ離る　　　　　　　おもねる　阿る

　　　　きっとなる　屹度なる　　　　　　よをぽなる　世を離る　　　　　　　　　のる　伸る

あし　　　　　　　朝には紅顔　　　　えんをはなる　縁を離る　　　　　　　　　のる　似る

　たにはこうがん　　　ありて夕　　　　　　あひなる　逢ひ馴る　　　　　　　　のる　乗る

　ありてゆふべに　　　べには白　　　　　　いひなる　言ひ成る　　　　　　　　　のる　宣る

　ははくこつとなる　　骨となる　　　　　いひなる　言ひ馴る　　　　　　　　のる　罵る

　　　　ひととなる　人と為る　　　　　　　おひなる　（動）　　　　　　　　　のる　賭る

　　　　　ひとなる　人成る　　　　　　　　おひなる　生ひ成る　　　　　　　おぎのる　（動）

　　　　　ひとなる　人馴る　　　　　　　おもひなる　思ひなる　　　　　　いひつのる　言ひ募る

くも　　　　　　　雲となり雨　　　　　　　へなる　（動）　　　　　　　　　なのる　名告る

　となりあめとなる　　　　となる　　　　　こえへなる　越え隔る　　　　　うききにのる　浮き木に乗る
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　　かちにのる　勝ちに乗る　　　　　　あざはる　糾る　　　　　　　　ちよのはる　千代の春

　　くちにのる　ロに乗る　　　　　　　ささはる　障る　　　　　　　　くれのはる　暮れの春

　　かつにのる　勝つに乗る　　　　　　たつさはる　携はる　　　　　　　　　くははる　加はる

　こころにのる　心に乗る　　　　　　　のさばる　（動）　　　　　　　　　こはばる　強張る

　　　はやのる早乗る　　　　　　　おしはる　押し張る　　　　　　　まはる　廻る

　　　　　はる春　　　　 くひしばる食ひ縛る　　　　まばる謄る
　　　　　はる針　　　　　まじはる交はる　　　　うまはる殖る
　　　　　はる　晴る　　　　　　ちりにまじはる　塵に交はる　　　　　　きがまはる　気が廻る

　　　　　はる　張る　　　　　　　　　　すばる　昴　　　　　　　　　てがまはる　手がまはる

　　　　　はる　懇る　　　　　　　　　すばる　統ばる　　　　　　　　たまはる　賜る

　　　　　はる　遙　　　　　　　　　　げすばる　下種ばる　　　　　　うけたまはる　承る

　　　ぜいばる　賛張る　　　　　　　　そはる　添はる　　　　まうしうけたまはる　申し承る

　いきせいはる　息精張る　　　　　　　おそはる　魔はる　　　　　　　かさにまはる　嵩に廻る

　あたぜいばる　あた賓ばる　　　ものにおそはる　物に魔はる　　　　　てにまはる　手に廻る

　　　たうばる　似る　　　　　　　　　　たはる　戯る　　　　　　　かがみまはる　屈み廻る

　　　たうばる　賜る　　　　　　　　　たばる　賜ばる　　　　　　　　ゆまはる　斎る

　　　どうばる胴張る　　　　　　　いたはる　労る　　　　　　　きよまはる　清まはる
　　じゃうばる　情張る　　　　　　　　くだはる　下はる　　　　　　　やぶれまはる　破れ廻る1

せんしゃう｝まる　借上はる　　　　　　　こだはる　（動）　　　　　　　　　ゐまはる　居廻る

　　　　おはる　生はる　　　　　　　よこたはる　横たはる　　　　　　　　　みはる　三春

　　　あかばる　垢張る　　　　　　　　ったはる　伝はる　　　　　　　　となみはる　鳥網張る（枕）

　　やうかはる　様変はる　　　　　　　はたぱる　（動）　　　　　　　　このめはる　木の芽はる

　　　かかはる　係はる　　　　　　すねはたばる　拗ねはたばる　　　　　ぎしゃばる　（動）

　けしきかはる　気色変はる　　　　　おもひた．はる　思ひ戯る　　　　　　じゃじゃばる　（動）

　　たちかはる　たち代はる　　　　いきすぢはる　息筋張る．　　　　　　　あらはる　現はる

　かたちかはる　形変はる　　　　　　　　つはる　（動）　　　　おもひ　　　　　　　思ひ内にあ

　　ことかはる　事変はる　　　　　　　いつはる　倖る　　　　　うちにあればい　　　れば色外

うつればかはる　移れば変はる　　　　　てっぱる　手っ張る　　　　ろほかにあらはる　　　に現はる

　　おひかはる　生ひ変はる　　　　　　はつはる　初春　　　　　　　　　はるばる　遙遙

　おもひかはる　思ひ変はる　　　　　　ひっぱる　引っ張る　　　　　　　　をはる　終る

　　さまかはる　様変はる　　　　　　　まつはる　纏はる　　　　　　　じゃうをはる　情を張る

　　　むかはる　（動）　　　　　　　はひまつはる　延ひ纏はる　　　　　　きをはる　気を張る

　　おらがはる　己が春　　　　　　おもひまつはる　思ひ纏はる　　　　　おもてをはる　表を張る

　　なりかはる成り変はる　　　　　まとはる　纏はる　　　　　　ことをはる　事終はる
　　なりかはる　成り代はる．　　　　　　なぱる　隠る　　　　　　　せけんをはる．世間を張る

　　　ゐかはる　居替はる　　　　　　うこなはる　集はる　　　　　　　　がんばる　眼張る

　せけんがはる　世間が張る　　　　　おこなはる　行なはる　　　　　　　ふんばる　踏ん張る

　　　ひきはる　引き張る　　　　　　そこなはる　損はる　　　　　　　　　　ひる　蒜

　　たまきはる　魂極る（枕）　　　　　よこなばる　横靴る　　　　　　　　　　　ひる　干る

　　しゃきばる　（動）　　　　　　　　あざなはる　糾はる　　　　　　　　　　　ひる　放る

　　　　くばる配る　　　　　　　　そなはる　備はる　　　　　　　　　ひる　噴る
　　　すくばる疎る　　　　　　　おそなはる　遅なはる　　　　　　　　ひる　簸る
　　　つくばる　（動）　　　　　くらゐにそなはる　位に備はる　　　　　　　　いびる　（動）・

　うしにくはる牛に食はる　　　　　たたなはる　畳なはる　　　　　　　　おひる　御昼

　　　ゆくはる行く春　　　　　　　　ぬはる　縫はる　　　　　　　　おびる　（動）

　あしをくはる　足を食はる　　　　　　　ねはる　寝腫る　　　　　　　　ねおびる　寝おびる

　　まをくばる　間をくばる　　　　　あけのはる　明けの春　　　　　　　　かひる　返る

　　　うけばる　受け張る　　　　　　たけのはる　竹の春　　　　　　　　　くびる　総る

　　かうけばる　高家張る　　　　　　けさのはる　今朝の春　　　　　　とりくびる　（動）

　　　　こはる　小春　　　　　　　　はなのはる　花の春　　　　　　　　　　げびる　下卑る

　　　　さはる　障る　　　　　　　　ひのはる　日の春　　　　　　　　　こびる　小昼
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　　　　　こびる　（動）　　　　　　　　うちふる　うち古る　　　　　　　かへる　反る（動）

　　　　すこびる　（動）　　　　　　　　　つちふる　土降る　　　　　　　　一かへる　反る（接尾）

　　　　くちびる　唇　　　　　　　　むねつぶる　胸潰る　　　　　　　　かへる　返る

　　　きたなびる　汚なびる　　　　　　きもつぶる　肝潰る　　　　　　　　いがへる　い帰る

　　　　はなひる　嘘る　　　　　　　　　そでふる　袖振る　　　　　　　きえかへる　消え返る

　　　　　ねびる　（動）　　　　　　　　　ことふる　事旧る　　　　　　　　さえかへる　冴え返る

　　　　　のびる　伸びる　　　　　　　るいにふる　類に触る　　　　　　にえかへる　煮え返る

　ぷっぽふのひる　仏法の昼　　　　　　　よにふる　世に旧る　　　　　　　きがへる　気が減る

　　　　　ひひる　蛾　　　　　　　　　　　ねぶる　眠る　　　　　　　　　こぎかへる　漕ぎ返る

　　　　　ひひる　沖る　　　　　　　　　ねぶる　舐る　　　　　　　　なきかへる　泣き返る

　　　　あらびる　荒らびる　　　　　　うちねぶる　うち眠る　　　　　　ゆきかへる　行き返る

　　　　うらびる　（動）　　　　　　　　おろねぶる　おろ眠る　　　　　いゆきかへる　い行き返る

　　　　わろびる　悪びる　　　　　　　てをねぶる　手を舐る　　．　　　おこしかへる　起こし返る

　　　　あをびる　（動）　　　　　　　みみをねぶる　耳を舐る　　　　　　さしかへる　さし帰る

　　　はなをひる　鼻をひる　　　　　　　めをねぶる　目を眠る　　　　　　　としかへる　年返る

　　　　　　ふる　何　　　　　　　　　ものふる　もの1日る　　　　　　ふしかへる　臥し返る

　　　　　　ふる　触る　　　　　　　　　はふる　羽振る　　　　　　　むせかへる　咽せ返る

　　　　　　ふる　震る　　　　　　　　　　はふる　放る　　　　　　　　うちかへる　うち返る

　　　　　　ふる　旧る　　　　　　　　　はぶる　放る　　　　　　　けちがへる　蹴違へる

　　　　　　ふる　振る　　　　　　　　　はぶる　葬る　　　　　　　たちかへる　立ち返る

　　　　　あふる　煽る　　　　　　　　あさはふる　朝羽振る　　　　　　をちかへる　復ち返る

　　　　　あぶる　（動）　　　　　　　　　しはぶる　（動）　　　　　　かたがつかへる　肩がつかへる

　　　おちあぶる　落ちあぶる　　　　　　しはぶる　咳る　　　　　　　　くっがへる　覆る（動）

　　　　　いふる　い触る　　　　　　　　たはぶる　戯る　　　　　　　一くつがへる　覆る（接尾）

　　　　　いぶる　（動）‘　　　　　　　ゆふはふる　夕羽振る　　　　　めでくつがへる　愛で覆る

　　　　かいふる　かい振る　　　　　　かむはぶる　神葬る　　　　　そりくつがへる　反り覆る

　　　　かうぶる　被る　　　　　　　　　いひふる　言ひ触る　　　　　ざれくつがへる　戯れ覆る

　　　　　かぶる　被る　　　　　　　　　　ほふる　屠る　　　　　　　　　とかへる　（動）・

　　　　　かぶる　留る　　　　　　　　　かほふる　顔振る　　　　　　　ぐにかへる　愚に返る

　　　　かがふる　被る　　　　　　　　　そぼふる　そぼ降る　　　　　　しにかへる　死に返る．

　　ひきかがふる　引き被る　　　　　　　　まぶる　塗る　　　　　　　　はひかへる　灰返る

　　むしがかぶる　虫がかぶる　　　　　　　まぶる　守る　　　　　　　おもひかへる　思ひ返る

　　　　たかぶる　高ぶる　　　たのむ　　　　　　頼む木の下　　　　　こまがへる　（動）

　　　　ひがふる　火が降る　　　　きのもとあめふる　　　雨降る　　　　　みかへる　見返る

　　　ふみかぶる　踏み被る　　　　　　　おもぶる　徐る　　　　　　　　　みかへる　見変へる

　びかしゃかぶる　（動）　　　　　　　　　やぶる　破る　　　　　　　　しみかへる　染み返る

もうせんをかぶる　毛厩をかぶる　　　　　ちはやぶる　千早振る　　　　　　　はみかへる　食み返る

　　　　しきふる　頻降る　　　　　　　こころやぶる　心破る　　　　　　　　とやがへる　鳥屋返る

　　　　なきふる　鳴き旧る　　　　せたいをやぶる　世帯を破る　　　　　　うらがへる　裏返る

　　　　ゆきふる　行き触る　　　　かまどをやぶる　竈を破る　　　　　　さらがへる　更返る

　　　　　けぶる　煙る　　　　　　　　　ゆぶる　（動）　　　　　はちくりかへる　はちくり返る

　　　　すごぶる　頗る　　　　　　　　うらぶる　（動）　　　　　　　なりかへる　なり反る

　　　　とこふる　床旧る　　　　　おもひうらぶる　思ひうらぶる　　しゃちばりかへる　続張り返る

　　　　　しぶる　渋る　　　　　　　くすりふる　薬降る　　　　　　ひるがへる　翻る
　　　　　せぶる　（動）　　　　　　　　　ひれふる　領巾振る　　　　　　かへるがへる　返る返る

　　　　おそぶる　押そぶる　　　　　　　　　わぶる　荏ぶる　　　　　　　　さしくべる　（動）

　　　　　たふる　倒る　　　　　　　　おもひわぶる　思ひ佗ぶる　　へうたんで　　　　　瓢箪で．飴を

　　　　　たぶる　（動）　　　　　　　　　なゐふる　地震ふる　　　　なまつをおさへる　　　　押へる

　　　　いたぶる　（動）　　　　　　さきぼうをふる　先棒を振る　　　　　　ぞんざへる　（動）

　　　なきたふる　泣き倒る　　　　　　　めをふる　目を振る　　　　　　　　すべる　滑る

　　　　ひたぶる　（形動）　　　　　　　　　　へる　謙る　　　　　　　　　　そべる　（動）
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　　　　まつべる　（動）　　　　　　　　たちなほる　たち直る　　　　　　　せぐくまる　腸まる

　　　　いはへる　結へる　　　　　　　ζとなほる　事直る　　　　　　　ゐすくまる　居疎まる

　　　　てまへる　（動）　　　　　　　　ひなほる　日直る　　　　　　　あたけまる　安宅丸

　　かふらをへる　甲羅を経る　　　　おもひなほる　思ひ直る　　　　　　かしこまる　畏まる

　　　　　ほる　惚る　　　　　　　　ゐなほる　居直る　　　　　　　　をさまる　収まる

　　　　　ほる　欲る　　　　　　　　　　ねほる　寝惚る　　　　　　むしがをさまる　虫が納まる

　　　　　いほる　庵る　　　　　　　　　のぼる　上る　　　　　　　まひをさまる．舞ひ収まる
　　　　　いぼる　（動）　　　　　　　　まうのぼる　参上る　　　　　　　　　しまる　締まる

　　　　よくぼる　欲ぼる　　　　　　　きがのぼる　気が上る　　　　　　　しじまる　蟹まる

　　　　　こぼる　零る　　　　　　　とよさかのぼる　豊栄登る　　　　　　　うずすまる　（動）

　　　　　こぼる　穀る　　　　　　　つぎのぼる　継ぎ登る　　　　　　みすまる　御統

　　　さえこほる　冴え凍る　　　　　　　けのぽる　気上る　　　　　　　　やすまる　休まる

　　　うちこぼる　（動）　　　　　　　さしのぼる　さし昇る　　　　　　　せまる　迫る

　　なさけこぼる　情け零る　　　　　　うちのぼる　うち上る（枕）　さうゆかげせまる　桑楡かげ迫る

　　　とどこほる　滞る　　　　　　　　ととのほる　調ほる　　　　　　　　　くそまる　糞まる

おもひとどこほる　思ひ滞る　　　　　　すみのぼる　澄み昇る　　　　　　　ひそまる　潜まる

　とりとどこほる取り滞る　　　　　　かむのぼる　神上る　　　　　　　　たまる　溜まる

　　　しみ乙ほる　凍み凍る　　　　　　なりのぼる．成り上る　　　　　　　さだまる　定まる

　　　　よこほる　横ほる　　　　　　　まゐのぽる　参上る　　　　　　　あたたまる　暖まる

　　　のりこぼる　乗り溢る　　　　　　　おぼほる　溺ほる　　　　　　　みつたまる　水淳る（枕）

　　　　むさぽる　食る　　　　　　　　むすぼほる　結ぽほる　　　　　　あらたまる　改まる

　　よをむさぼる　世を貧る　　　おもひむすぼほる　思ひ結ぼほる　　　としあらたまる　年改まる

　　　　　しばる　絞る　　　　　　　　　まぽる　（動）　　　　　　いろあらたまる　色改まる

　　たもとしぼる　手本しぼる　　　　　　　まぼる　守る　　　　　　　　　　ちまる　（動）

　ござうをしぼる　五臓を絞る　　　　　　　めをほる　目を欲る　　　　　　　　　つまる　詰まる

　　そでをしぼる　袖を絞る　　　　　　　　　まる　丸（名）　　　　　　　みがつまる　身がつまる

　　　　すぼる窄る　　　　　　　　　一まる　丸（接尾）　　　　こじりがつまる　錯が詰まる

　　　ふすぼる鷺る　　　　　　　　　　まる　（動）　　　　　せけんがつまる　世間が詰まる

　　　　むすぼる　結る　　　　　　　　　あまる　余る（動）　　　　　いきづまる　行き詰まる

　おもひむすぽる　思ひ結る　　　　　　　一あまる　余る（接尾）　　　　　　しづまる　鎮まる

　　　　そぼる戯る　　　　　　　おきあまる　置き余る　　　　　　おしづまる　お静まる

　　　　くづほる　頽る　　　　　　なげきあまる　歎き余る　　　　　　さしつまる　さし詰まる

　　おいくつほる　老いくつほる　　　いきづきあまる　息衝き余る　　　　おもひしづまる　思ひ鎮まる

　おもひくづほる　思ひくづほる　　みゃうがにあまる　冥加に余る　　　　　　　つづまる　約まる

　　　　　とほる　通る　　　　　　　　みにあまる　身に余る　　　　　　　てづまる　手詰まる

　　　いきどほる　憤る　　　　　　　めにあまる　目に余る　　　　　　かむづまる　神留まる

　　　すどほる　素通る　　　　　こころにあまる　心に余る　　　　　　　　とまる　留まる

　　　きのとほる　気の通る　　　　　　ζひあまる　恋ひ余る　　　　　　いきとまる　生き止まる

　　　いひとほる．言ひ通る　　　　　おもひあまる　思ひ余る　　　　　　やけとまる　焼け止まる

　　　ほとほる　熱る　　　　　　いふにもあまる　言ふにもあまる　　　　おちとまる　落ち留まる

　　　しみとほる染み徹る　　　　　なりあまる　成り余る　　　　　　とどまる　止まる
　　　ふみとほる　踏み通る　　　　　　　ゐあまる　居余る　　　　　　よにとどまる　世に留まる

　　　　もとほる　’（動）　　　　　　　　　たうまる　唐丸　　　　　　　　みみとどまる　耳留まる

　いゆきもとほる　い行き廻る　　　　　　どうまる　胴丸　　　　　　　　　　のどまる　（動）

　　　たもとほる　（動）　　　　　　　　　かがまる　屈まる　　　　　　　おもひとまる　思ひ止まる

　ζぎたもとほる　漕ぎたもとほる　　　おいかがまる　老い屈まる　　　　　　めとまる　目とまる

　はひたもとほる　這ひたもとほる　　　　わだかまる　描る　　　　　　　こζうとまる　心留まる

　　たちもとほる　立ちもとほる　　　　　　きまる　決まる　　　　　　　　　なまる　鈍る

　　はひもとほる　這ひもとほる　　　　　　くまる　分る　　　　　　　　　なまる　隠る

　　　　なほる　直る　　　　　　　　おくまる　奥まる　　　　　　　こなまる　小説る

　　おしなぽる押し直る　　　　　　くぐまる　屈まる　　　　　　　よこなまる　横靴る
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　　　ねまる　（動）　　　　　　　　こころみる　試みる　　　　　　　うはぐもる　上曇る

　　ししのまる　獅子の丸　　　　　　　うしろみる　後ろ見る　　　　　　このはぐもる　木葉曇る

　　よしのまる　吉野丸　　　　　　　　　めをみる　目を見る　　　　　　　　　こもる　寵る

　　ふちのまる　藤の丸　　　　　　　ゆめをみる　夢を見る　　　　　　　いこもる　斎寵る

　　　にのまる　二の丸　　　　　　　おもん、みる　惟る　　　　　　　　かきこもる　かき籠る

　　つるのまる　鶴の丸　　　　　　　　　　むる　群る　　　　　　　　かけこもる　掛け籠る

　　さんのまる　三の丸　　　　　　　　　いむる　い群る　　　　　　　さしこもる　鎖し寵る

　　　　はまる　填まる　　　　　　　　かうむる　被る　　　　　　　　すごもる　巣籠る

　　　きはまる　極まる　　　　　　　　うちむる　うち群る　　　　　　　てこもる　手籠る

　　　っぱまる　（動）　　　　　　　　たはむる　戯る　　　　　　　たてこもる　楯籠る

　　　とひまる　問丸　　　　　　　　　　　める　減る　　　　　　　　とのこもる　殿籠る

　　　ふふまる　含まる　　　　　　　　いがめる　（動）・　　　　　おほとのこもる　大殿籠る

　　　くぼまる　凹まる　　　　　　　　．きめる　極める　　　　　　　このはこもる　木の葉寵る

　　　ほほまる　含まる　　　いんぐわをふくめる　因果を含める　　　　あまこもる　雨隠る

　　　あやまる　誤る　　　　　　　まひをさめる　舞ひ収める　　　　　つまこもる　つま隠る

　　　あやまる　謝る　　　　　　　　　　しめる　湿る　　　　　　　　　よごもる　世籠る

　とりあやまる　取り誤る　　　　　　　しめる　締める　　　　　　なぐさもる　慰もる

　　　はやまる　早まる　　　　　　おっかじめる　（動）　　　　　　　　としもる　年守る

　　　きよまる　清まる　　　　　　ぶってしめる　（連語）　　　　　　　　たもる　給る

　まつげよまる　聴毛読まる　　　　　おもひしめる　思ひ湿る　　　　　　　　つもる　積る

　　　っらまる　捉る　　　　　　　しょしめる　（動）　　　　　　　いつもる　い積る

　　　はらまる　孕まる　　　　　　　　　　すめる　（動）　　　　　　　　　うつもる　埋もる

　　　ほんまる　本丸　　　　　　　　　　つめる　帆る　　　　　　　　としつもる　年積る

　　　　　みる　海松　　　　　　　いきをつめる　息を詰める　　　　　　うはもる　上漏る

　　　　みる　廻る　　　　　　　みのけをつめる　身の毛を詰める　　　　　　　まもる　守る

　　　　みる　見る　　　　　　　ねをつめる’根を詰める　　　　　うちまもる　うち守る

　　　かがみる　鑑みる　　　　　　　みをつめる　身を詰める　　　　くひぜをまもる　株を守る

　　　ふかみる　深海松　　　　　　そでをとめる　袖を留める　　　　　　　むもる　埋る

　　かんがみる　鑑みる　　　　いきのねをとめる　息の根をとめる　　　　ひとめもる　人目守る

　　　うきみる　浮き海松　　　　　　　　なめる　滑める　　　　　　　　　　やる　破る

　　　かきみる　かき廻る　　　　　　　　ぬめる　滑める　　　　　　　　　やる　遣る（動）

　　　こぎみる　漕ぎ廻る　　　　　　　　　ふめる　踏める　　　　　　　　　　一やる　遣る（接尾）

　　　ゆきみる　往き廻る　　　　　　　　もめる　揉める　　　　　　　　一やる　（助動）

　ふりさけみる　振り放け見る　　　さらけやめる　（動）　　　　　　　　　いやる　言やる

　　　またみる　俣海松　　　　　　　　　よめる　読める　　　　　　　　かいやる　掻い遣る

　　　うちみる　うち廻る　　　　　　　くるめる　（動）　　　　　　　　かいやる　かい遣る

　　　うちみる　うち見る　　　　　　　　　もる　漏る　　　　　　　　わかやる　若やる

　　　たちみる　立ち見る　　　　　　　　　もる　（動）：　　　　　　　　かきやる　書き遣る

　　　めにみる　目｝ζ見る　　　　　　　　　もる　守る　　　　　　　　　かきやる　掻き遺る

　ただめにみる　直目に見る　　　　　　　あもる　天降る　　　　　　　せきやる　塞きやる

　　　しばみる　屡見る　　　　　　　　うもる　埋もる　　　　　　　ひきやる　引き破る

　　　あひみる　逢ひ見る　　　　　　　　　おもる　重る　　　　　　　　　ひきやる　引き遣る

　　おもひみる　惟る　　　　　　　　　くもる　曇る　　　　　　　　ゆきやる　行きやる

　　　　まみる　塗る　　　　　　　かきくもる　かき曇る　　　　　　かけやる掛け破る
　　かいまみる垣間見る　　　　　　　くくもる　（動），　　　　　　　　　こやる　臥やる

　　　ためみる　矯め見る　　　　　　はぐくもる　羽ぐくもる　　　　　　　さやる　障る

ゆめにゆめみる　夢に夢見る　　　　　　さぐもる　さ曇る　　　　　　　　しやる　し遣る
　　　じ手みる　（動）』　　　　　　　　さしくもる　さし曇る　　　　　　　　一しゃる　（助動）

　　　とりみる　とり見る　　　　　　たなぐもる　棚曇る　　　　　　　おしやる　押し遣る

　　かへりみる　顧る　　　　　　　しりがぬくもる　尻が温もる　　　　　　おしゃる　（動）

　　　みるみる見る見る　　　　　　とのぐもる　との曇る　　　　　　さしやる　さし遣る
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　　　さしゃる．（動）　　　　　　　　　　いよる　い寄る　　　　　　　　　　　　　　　「つれる

　　一さしゃる　（助動）・　　　　　　　あうよる　奥寄る　　　　　　かいもっれる　かい縫’れる

　　一っ．しゃる　（助動）　　　　　　　　　およる　御夜（名）　　　　　　　　どれる　（動）

　　さっしゃる　（動）　　　　　　　　　　およる　御夜る（動）　　　　　　　ぬれる　濡れる

　一さっしゃる　（助動）　　　　　　　　　かよる　か寄る　　　　　　　　きがふれる　気がふれる

　一やっしゃる　（助動）　　　　　　　　きよる　来寄る　　　　　　あんじほれる　案じほれる

　　おぼしやる　思し遣る　　　　　かよりかくよる　か寄りかく寄る　　　　ばしゃれる　婆娑れる

　　おもしゃる　（動）．　　　　　　　　　ζよる　小夜　　　　　　　　ぷしゃれる　無洒落る

　　一やしゃる（助動）　　　　　　　　たよる　便る　　　　　　　おぶしゃれる　（動）

　ごろんじゃる　御覧じゃる　　　　はらすちよる　腹筋よる　　　　　　しりがわれる　尻が割れる

　　　うちやる　うち遣る　　　　　　　たちよる　立ち寄る　　　　　　ががをれる　我が折れる

　　　おちゃる　（動）　　　　　　　　ねちよる　捻ぢ寄る　　　　　　　　ひろる　広る

　　おんぢゃる（動）　　　　　　つよる強る　　　　　　わる悪
　　　してやる　（動）　　　　　　　　　とよる　と寄る　　　　　　　　　わる　割る

　ことつてやる　言伝て遣る　　　　　　　とよる　外寄る　　　　　　　しゃう』わる　性悪

　　　　はやる逸る　　　　　　　　　いひよる　言ひ寄る　　　　　　　かけわる　駆け割る

　　　　はやる　流行る　　　　　　　おもひよる　思ひ寄る　　　　　　　　こわる　（動）

　　うちはやる　うち逸る　　　　　　　しぼよる　籔寄る　　　　　　　　　すわる　坐る

　　　いひやる　言ひ遣る　　　　　　　つまよる　爪嵯る　　　　　　　どうすわる　胴据る

　　　おひゃる　（動）　　　　　　　　噛なみよる　並み寄る　　　　　ふねがすわる　船が坐る

　　おもひやる思ひ遣る　　　　　　　なれよる　馴れ寄る　　　　おぷねがすわる　お船がすわる

　　　　みやる　見遣る　　　　　　　すべりよる　滑り寄る　　　　　　　　ことわる　断る

　　ながめやる　眺め遣る　　　　　　　よるよる　夜夜　　　　　　　　　　ひわる　干割る

　　　おもやる　思やる　　　　　　　　　　ゐよる　居寄る　　　　　　　おもひよわる　思ひ弱る

　　　おりゃる　（動）　　　　　　　　　とをよる　携寄る　　　　　　　　　　わわる　（動）

　　　くりゃる　（動）　　　　　　　　　　一らる　（助動）　　　　　　あたまをわる　頭を割る

　　　とりやる取り遣る　　　　　　　あらる　有らる　　　　　　まくらをわる　枕を割る

　　　はりやる張り破る　　　　　　　いらる　焦らる　　　　　　　　ゐる　居る（動）
　　ぜいをやる　賛を遣る　　　　　　　　こらる　噴らる　　　　　　　　　一ゐる　居る（接尾）

　　あぢをやる　味をやる　　　　　　　わすらる　忘らる　　　　　　　　　　ゐる　蜥る

　　はなをやる　花をやる　　　　　　いらせらる　（動）　　　　　　　　　　ゐる　率る

　　はばをやる　幅を遣る　　　うちかぶとをみらる　内兜を見らる　　　　　ついゐる　（動）

　いとまをやる暇をやる　　　　くるる枢　　　　　ながゐる長居る
よこがみをやる　横紙を破る　　　　きもがいれる　肝が煎れる　　　　　はらがゐる　腹が居る

　こころをやる　心をやる　　　　　さくをいれる　作を入れる　　　　　　　きゐる　来居る

　　　　ゆる　百合　　　　　　　　せこをいれる　勢子を入れる　　　　　　おきゐる　起き居る

　　　　ゆる　許る　　　　　　　そこをいれる　底を入れる　　　　　　ひきゐる　率ゐる

　　　　ゆる揺る　　　　　　あせをいれる汗を入れる　　　　　おちゐる落ち居る
　　　　ゆる　緩　　　　　　　　はだをいれる　膚を入れる　　　　　　たちゐる　立ち居る

　　　　くゆる　（動）　　　　　はんでふをいれる　半畳を入れる　　　　　もちゐる　用ゐる

　　　きこゆる　聞こゆる　　　　　　めをいれる　目を入れる　　　　　　いでゐる　出で居る

　　　　さゆる　小百合　　　　　　　　　きれる　切れる　　　　　　　　まどゐる　円居る

　　　おはゆる　追はゆる　　　　　　ひねくれる　（動）　　　　　　　ろくにゐる　陸に居る

　　　あらゆる　（連体）　　　　　　　どまぐれる　（動）　　　　　　　　したにゐる　下にゐる

　　　ゆるゆる　揺る揺る　　　　　だりむくれる　（動）　　　　　　かざしたにゐる　風下にゐる

　　　ゆるゆる　緩緩　　　　　　　　おもくれる　重くれる　　　　　　しもにゐる　下にゐる

　　　　よる　夜　　　　　　ζくびゃくすれる　黒白摺れる　　　　　　あひゐる　相居る

　　　　よる　（動）　　　　　　　　おそれる　恐れる　　　　　　　　まゐる　参る

　　　　よる　因る　　　　　　　　　ねだれる　強請れる　　　　いっぱいまゐる　一杯参る

　　　　よる　寄る　　　　　　　ゐびたれる　居浸れる　　　　　　　おまゐる　御参る

　　　　よる　（動）　　　　めのさやがはつれる　目の鞘がは』　　　　おめがまゐる　お目が参る



257

　　あしまゐる　足参る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いざうれ　（感）

みかうしまゐる御格子参るれ　どうれ（感）
　　もてまゐる　持て参る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このうれ木の末
　　ものまゐる　物参る　　　　　　　　　　一れ　（助動未然連用）　　　　　やうれ　（感）

　　　なみゐる　並み居る　　　　　　　　　あれ　（感）　　　　　　　　　　おれ　己

　　　おりゐる　下り居る　　　　　　　　あれ　生れ　　　　　　　　　やおれ　（感）

　　　とりゐる取り率る　　　　 あれ村　　　　　　かれ枯れ
　　　よりゐる寄りゐる　　　　　あれ阿礼　　　　　 かれ彼
　　はらをゐる　腹を居る　　　　　　　　　あれ　吾　　　　　　　　　　　　かれ　故

　　　　　ゑる　彫る　　　　　　　　　　あれ彼　　　　　　　　　　あかれ分かれ
　むねをすゑる　胸を据ゑる　　　　　　一こそあれ　（連語）　　　　　　おきゃあがれ　置きゃあがれ

　きもをすゑる　肝を据ゑる　　　ことしもこそあれ　事しもこそあれ　　　　　　うかれ　浮かれ

　　　かつゑる　餓ゑる　　　　　　さもあらばあれ遮莫　　　　　　　　　あくがれ　憧れ

　　　　をる　折る　　　　　　　　　みあれ御生れ　　　　　　　　こがれ焦がれ
　　　　かをる　薫る　　　　　　　かものみあれ　賀茂の御生れ　　　　　したこがれ　下焦がれ

　　　　がをる　我折る　　　　ともあれかくもあれ　（連語）　　　　　　　ひきさかれ　引き裂かれ

　　かぜかをる　風薫る　　　　　　　　さもあれ　（連語）　　　　　　　くさがれ　草枯れ

　　うちかをる　デち薫る　　　　　　一しもあれ　（連語）　　　　　　　　せがれ　伜

　　いしきをる　い布き折る　　　　ときしもあれ時しもあれ　　　　　　たそがれ黄昏

　　　ひきをる　引き折る　　　　　ことしもあれ　事しもあれ　　　　　　やつがれ僕

　　　　しをる　萎る　　　　　　　をりしもあれ折りしもあれ　　　　　　なかれ勿れ
　　　　しをる　栞る　　　　　みをすててこ　　　　身を捨てて　　　　　　　ながれ　流れ（名）

　　　　しをる　貴る　　　　　そうかむせもあれ　　こそ浮か　　　　　　一ながれ流れ（助数）

　　　こしをる　腰折る　　　　　　　　　　　　　む瀬もあれ　　　　しはうながれ　四方流れ

　おもひしをる　思ひ萎る　　　　　　　ともあれ　（連語）　　　　　　　おながれ　御流れ

　　ちりしをる　散り萎る　　　　それはともあれ其れはともあれ　　　いちざながれ一座流れ

　　　むずをる　むず折る　　　　　　いかにもあれ　如何にもあれ　　　　かはながれ　川流れ

　　　　たをる　手折る　　　　　　　　おいいれ　老い入れ　　　　　　いちやながれ　一夜流れ

　　　したをる　下折る　　　　　　　　　　おいれ　老入れ　　　　　　　　　のがれ　（名）

　　　っぼをる　壼折る　　　　　　　　ひきいれ　引き入れ　　　　いっすんのがれ　一寸遁れ

　　　　ををる　携る　　　　　　　　　なげいれ　投げ入れ　　　　　　　しほがれ　潮個れ

　　さきををる　先を折る　　　　　　　こしいれ　輿入れ　　　　　　　　めかれ　目離れ

　　さきををる　咲きををる　　　ぢゅうくわしいれ　重菓子入れ　　　　　　しもがれ　霜枯れ

　ζひざををる　小膝を折る　　　　　　くちいれ　口入れ　　　　　　　　ふゆがれ冬枯れ

　　　てををる　手を折る　　　　　びんみついれ費水入れ　　　　　　　　よがれ　夜離れ

　　　なををる　名を折る　　　　　　　たていれ　立て入れ　　　　　　　うらがれ　末枯れ

　　はなををる　花を折る　　　　　ほんたていれ　本立て入れ　　　　　　かれがれ枯れ枯れ

　ζぽねををる　小骨を折る　　　　　　もといれ　元入れ　　　　　　　　かれがれ　離れ離れ

　　おひををる　生ひををる　　　　　　　ひいれ火入れ　　　　　　　　これかれ此彼

　かっらををる　桂を折る　　　　　　　いひいれ　言ひ入れ　　　　　　　それかれ　其彼

　　　　きんる　近流　　　　　　　　おもひいれ　思ひ入れ　　　　　　　　わかれ　別れ

　　　　さんる　三流　　　　　　　　　ゆひいれ　結ひ入れ　　　　　　いきわかれ　生き別れ

　　　　をんる　遠流　　　　　　　　　　みいれ　見入れ　　　　　　ながきわかれ　永き別れ

　　ウニコール　（名）　　　　　　　　　かみいれ　紙入れ　　　　　　　くにわかれ　国別れ

　　　　モール　莫臥爾　　　　　　　はながみいれ　鼻紙入れ　　　　　　あかぬわかれ　飽かぬ別れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くみいれ　組み入れ　　　　　さらぬわかれ　避らぬ別れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもいれ　思入れ　　　　　　してうのわかれ　四鳥の別れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゃいれ　茶入れ　　　　　　だいざのわかれ　台座の別れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こころいれ　心入れ　　　　　　そでのわかれ　袖の別れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うれ　末　　　　　　　　ひなのわかれ　鄭の別れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うれ　（代名）　　　　きぬぎぬのわかれ　衣衣の別れ
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っひのわかれ　終の別れ　　　　　　　　あけくれ　明け暮れ　　　　　　　　　さざれ一細れ

　ちょんがれ　（名）　　　　　　　　　あけぐれ　明け暮れ　　　　　　かしくだされ　貸し下され

　　　　きれ切れ（名）　　　　　　　こぐれ木暮れ　　　　　おゆるしなされ　お許しなされ

　　　一きれ切れ（接尾）　　　　　わざくれ（名）　　　　　　　こはざれ恐戯れ
　　　あきれ呆れ　　　　　　　　わんざくれ　（感）　　　　　　　　　ゆふされ　夕され

　　　いきれ（名）　　　　　　　　　しぐれ　時雨　　　　　　　　　ふゆざれ　冬ざれ

　こだいぎれ　古代切れ　　　　　　よこしぐれ　横時雨　　　　　　　　ゆるされ　許され

　じだいぎれ時代切れ　　　　　さんさしぐれ　さんさ時雨　　　　　　　わすれ　忘れ

　　　こぎれ　小切れ　　　　　　　かたしぐれ　片時雨　　　　　　　としわすれ　年忘れ

　をとこぎれ　男切れ　　　　　　　きたしぐれ　北時雨　　　　　　　ものわすれ　物忘れ

　　よこぎれ　横切れ　　　　　　　はつしぐれ　初時雨　　　　　　　　おもわすれ　面忘れ

　　　しきれ　尻切れ　　　　　　そでのしぐれ　袖の時雨　　　　　　　　　それ　其れ

　　としぎれ　年切れ　　　　いつはりのしぐれ　偽りの時雨　　　　　　　　それ　夫

あらいそぎれ　荒磯切れ　　　　　　このはしぐれ　木の葉時雨　　　　　　　　おそれ　恐れ

　乙ひつぎれ　古筆切れ　　　　　　ゆふしぐれ　夕時雨　　　　　　なんぞれかそれ　何其れ彼其れ

　　　てぎれ　手切れ　　　　　　　せみしぐれ　蝉時雨　　　　　　　　おれそれ　（名）

　　ひとぎれ　人切れ　　　　　　　つゆしぐれ　露時雨　　　　　　　　　それぞれ　（代名）

　　ものきれ　物切れ　　　　　　　さよしぐれ　小夜時雨　　　　　　　　　たれ　誰

　　　ひきれ　引入れ　　　　　　　むらしぐれ　村時雨　　　　　　　むいかだれ　六日垂れ

　　　まぎれ　紛れ　　　　　　　ひゃうたくれ　（名）　　　　　　　　あくたれ　悪たれ

　くらまぎれ　暗紛れ　　　　　　　　つちくれ　土塊　　　　　　　　　ねくたれ　寝腐れ

　くれまぎれ　暮れ紛れ　　　　　　　　なぐれ　（名）　　　　　　　　　へげたれ　（名）

　　あやぎれ　あや切れ　　　　　　はなぐれ鼻榑　　　　　　　　　すだれ簾

　　しりきれ尻切れ　　　　　　　なにくれ何くれ　　　　　　ぢくすだれ軸簾
　　　　くれ　暗れ　　　　　　　　　このくれ　木の暗れ　　　　　　　あしすだれ　葦簾

　　　　くれ　暮れ　　　　　　　かたゆふぐれ　片夕暮れ　　　　　　　したすだれ　下簾

　　　　くれ　塊　　　　　　　　なまゆふぐれ　生夕暮れ　　　　　みくりのすだれ　三稜草の簾

　　　　くれ榑　　　　　　　　　はらぷくれ　腹脹れ　　　　　　　　がますだれ　蒲簾

　　　　くれ　（代名）　　　　　　　　おほぐれ　大暮れ　　　　　　　　たますだれ　玉簾

　　　　くれ一呉　　　　　　　　　　おほぐれ　（形動）　　　　　　　いよすだれ　伊予簾

　　かいくれ　（副）　　　　　　　　ちょぼくれ　（名）　　　　　　　　あをすだれ　青簾

じっぱうぐれ　十方暮れ　　　　　　ゆふまぐれ　夕間暮れ　　　　　　　ひたたれ　直垂

　　　おくれ後れ　　　　　　　やまくれ山くれ　　　　 ようひひたたれ鎧直垂
ζ乙ろおくれ　心後れ　　　　　　うしろもくれ　後ろもくれ　　　　　　　　てだれ　手足れ

　　　かくれ　隠れ　　　　　　　　　くれぐれ　（副）　　　　　　　　　　ねだれ　（名）

　　こがくれ　木隠れ　　　　　　　　一けれ　（接助）　　　　　　　さかねだれ逆ねだれ

　かざがくれ風隠れ　　　　　　　一けれ　（助動已然）　　　　　　はだれ　（形動）
　くさがくれ　草隠れ　　　　　　　　　けけれ　心　　　　　　　　　　かはたれ　彼は誰

やうじがくれ楊枝隠れ　　　　 これ此　　　　　まへだれ前垂れ
こうちがくれ　小路隠れ　　　　　　これはζれ　（連語）　　　　　　あかまへだれ　赤前垂れ

せうちがくれ　小路隠れ　　　　　　　あれこれ　（代名）　　　　　　　　たまだれ　玉垂れ

　いはがくれ　岩隠れ　　　　　　　　かれこれ　彼此　　　　　　　　　　みだれ　乱れ

このはがくれ木の葉隠れ　　　　　　わこれ　（代名）　　　　　　　さみだれ五月雨

　あまがくれ　雨隠れ　　　　　　　　ふかざれ　深戯れ　　　　　　　そらのみだれ　空の乱れ

　やまがくれ　山隠れ　　　　　　　　ききざれ　聞きざれ　　　　　　　そらみだれ　空乱れ

みやまがくれ　深山隠れ　　　　　　　　くされ　腐れ　　　　　　　　　こもだれ　薦垂れ

　かみがくれ神隠れ　　　　　　　くさ拒（接頭）　　　　　　　よだれ誕
すずめがくれ　雀穏れ　　　　　いっそのくされ　いっその腐れ　　　　　　ぬりたれ　塗り垂れ

　くもがくれ　雲隠れ　　　　　　　　めくされ　目腐れ　　　　　　　　　をだれ　尾垂れ

はしらがくれ　柱隠れ　　　　　せいもんくされ　誓文腐れ　　　　　　　さげをだれ　下尾垂

　そらがくれ　空隠れ　　　　　おしもにござれ　御下にござれ　　　　　　　つれ　連れ
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　　　　　つれ　（形名）　　　　　　　さつきばれ　五月晴れ　　　　　　　　ほまれ　誉れ

　　　　一つれ　（助動已然）　　　　　　かこはれ　囲はれ　　　　　　　　まれまれ稀稀

　　　　一つれ　（接尾）　　　　　　　　　さはれ　（感）　　　　　　　　　　くみれ　組入れ

　　　　いつれ　何れ　　　　　　　　　　さばれ　（感）　　　　　　　　　すみれ　童

　　　わきつれ　脇連れ　　　　　　　　　あっぱれ　天晴れ　　　　　　　　っぼすみれ　壼董

　　　　くつれ　崩れ　　　　　　　　　　　みばれ　身晴れ　　　　　　　　　　むれ　山

　　　　しつれ　垂れ　　　　　　　　　はらはれ　腹脹れ　　　　　　　　たはむれ　戯れ

　　　　っつれ　綴れ　　　　　　　ひとわらはれ　人笑はれ　　　　　　ごさんめれ　（連語）

　　　あとつれ　後連れ　　　　　　　　ついりばれ　梅雨入り晴れ　　　　　　　うもれ　埋もれ

　　　　はつれ　外れ　　　　　　　　けふをはれ　今日を晴れ　　　　ひいひいたもれ　（名）

　　　づはつれ　図外れ　　　　　　　　　めんばれ　面晴れ　　　　　　　　　　やれ　（感）

ことばのはつれ　言葉の外れ　　　　　　　　ひれ　鰭　　　　　　　　　　　一やれ　（終助）

　　つまはつれ　褄外れ　　　　　　　　　　ひれ　領布　　　　　　　　　　一やれ　（副助）

　はつれはつれ　（副）　　　　　　　　　たくひれ　拷領布　　　　　　　　　　やれ一破れ

　　あそびつれ　遊び連れ　　　　　　　あきつひれ　蜻蛉領布　　　　　　　　　しゃれ　白女

　　たてまつれ　奉れ　　　　　　　　　あまつひれ　天つ領布　　　　　　　　しゃれ　西落

　　　　やつれ　套れ　　　　　　　　　おほびれ　大鰭　　　　　　　　　ぷしゃれ　無洒落

　　　およつれ　（名）　　　　　　　　　あまひれ　天領布　　　　　　　わるじゃれ　悪酒落

　　　つれづれ　徒然　　　　　　　　　　ふれ触れ　　　　　　　　　おちゃれ　（名）

　　　　ててれ　（名）　　　　　　　　　いきぶれ　行き触れ　　　　　　おのれやれ　（感）

　　　　　どれ　（名）　　　　　　　　　さきぶれ　先触れ　　　　　　　　　はれやれ　（感）

　　　　　どれ　（代名）　　　　　　　　　たふれ　倒れ　　　　　　　　　やれやれ　（感）

　　　　おどれ　己れ　　　　　　　　こうじだふれ　孔子倒れ　　　　　　　やれやれ　破れ破れ

　　くらひどれ　食ひどれ　　　　　　　くなたぶれ　（名）　　　　　　　　こころやれ　心やれ

　　　ゑひどれ　酔ひどれ　　　　　くらひだふれ　食倒れ　　　　　　　　さんやれ　（感）

　　　　　なれ　汝　　　　　　　　つくりだふれ　作り倒れ　　　　　　　わきよれ　脇寄れ

　　ちゅうなれ　中馴れ　　　　　　くらゐだふれ　位倒れ　　　　　　　　　あられ　霰

　　　　そなれ　磯馴れ　　　　　　　　　ことぶれ　事触れ　　　　　　　こころいられ　心苛られ

　　一こそなれ　（連語）　　　　かしまのことぶれ　鹿島の事触れ　　　　　　　　われ　吾

　　　　たなれ　手慣れ　　　　　　　　たはぶれ　戯れ　　　　　　　　　　一われ　（終助）

　　　　はなれ　放れ　　　　　　　　てたはぶれ　手戯れ　　　　　　　　われわれ　破れ破れ

　　　たばなれ　手放れ　　　　　　　　　やぶれ　破れ　　　　　　　　　われわれ　我我

　　みつばなれ　水放れ　　　　　　　じぶんぶれ　時分触れ　　　　　　　こしをれ　腰折れ

　　さとばなれ　里離れ　　　　　　　そらおぼれ　（名）　　　　　　　　ひとをれ　一折れ

　　くもばなれ　雲離れ（枕）　　　　　　　こぼれ　零れ　　　　　　　　　せみをれ　蝉折れ

　　きれはなれ　切れ離れ　　　　　　　あだぼれ徒惚れ　　　　　　　　　やんれ　（感）

　　ごさんなれ　（連語）　　　　　　　　かっぼれ　（名）

　　ござんなれ　（連語）　　　　　　　　あひぼれ　相惚れ、

　　　もむにれ　（名）　　　　　　　　　ほれぼれ　惚れ惚れ

　　　　　ぬれ　濡れ　　　　　　　　　　　　まれ　稀

　　　　こぬれ　木末　　　　　　　　　　一まれ　（連語）

　　　　おのれ　己　　　　　　　　　　うまれ生まれ
　　　　　はれ　（感）　　　　　どうまれかうまれ　（連語）

　　　　　はれ　晴れ　　　　　　　とまれかうまれ　（連語）

　　　　あはれ　（感）　　　　　　　　うちうまれ　氏生まれ

　なげのあはれ　無げのあはれ　　　　うまれうまれ生まれ生まれ

　もののあはれ　物のあはれ　　　　　　まんがまれ　万が稀

　　ものあはれ　もの哀れ　　　　　　かくまれ斯くまれ
　　よのあはれ　世のあはれ　　　　とまれかくまれ　（連語）

　　　　いはれ　言はれ　　　　　　　　一でまれ　（連語）

　　　　おはれ　御晴れ　　　　　　　　　とまれ　（副）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　かぜのいろ　風の色　　　　　　　　　　くろ　瀧

　　　　うなみだのいろ涙の色なかぐろ中黒
　　　　　　　　　　　　　　　　　はなのいろ　花の色　　　　　　　こなかぐろ　小中黒

　　　　　ろ　櫨　　　　　　　　おもひのいろ　思ひの色　　　　　おほなかぐろ　大中黒

　　　　　一ろ　（終助）　　　　　　やしほのいろ　八入の色　　　　　　　　　ざくろ　石榴

　　　　　一ろ　（接尾）　　　　　　かたみのいろ　形見の色　　　　　　　　すぐろ　末黒

　　　　あろ　有ろ　　　　　　　ゆかりのいろ　縁の色　　　　　　　　ひたぐろ　直黒

　　　　いろ　色（名）　　　　　　こころのいろ　心の色　　　　　　　　まっくろ　真っ黒

　　　　いろ一色（造語形）　　　　　　　はいろ　倍膿　　　　　　　　　　　どくろ　濁瞠

　　　　いろ　碕廠　　　　　　　　　くちばいろ　巧ち葉色　　　　　　　　かねぐろ　鉄漿黒

　　　　いろ一（接頭）　　　　　　かものはいろ　鴨の羽色　　　　　　　　おはぐろ　御歯黒

　　　あいろ　文色　　　　　　　　　　ゆばいろ　柚葉色　　　　　　　　　　ふくろ　袋

　　かういろ　香色　　　　　　　　たんばいろ　胆碁色　　　　　　きゃうぶくろ　経袋

　くわざういろ　萱草色　　　　　　　　　にびいろ　鈍色　　　　　　　ききゃうぶくろ　桔梗袋

くわんざういろ　萱草色　　　　　　　　にぶいろ　鈍色　　　　　　ぷっしゃうぶくろ　仏餉袋

　　すはういろ　蘇芳色　　　　　　わかなへいろ　若苗色　　　　　　　さんえぷくろ　三衣袋

　いまやういろ　今様色　　　　　　　　　　ほいろ　焙炉　　　　　　　　　つかぶくろ　柄袋

　　　おいろ　御色　　　　　　　　　すみいろ　墨色　　　　　　　　ぬかぶくろ　糠袋

　　　かいろ　（感）　　　　　　　うすずみいろ　薄墨色　　　　　ありあけぷくろ　有明け袋

　　あかいろ　赤色　　　　　　　　　くるみいろ　胡桃色　　　　　　　　かけぶくろ　懸け袋

　　にがいろ　苦色　　　　　　　　　　．めいろ　迷魔　　　　　　　　　ぬさぶくろ　幣袋

　　かきいろ　柿色　　　　　　　　　めいろ　冥路　　　　　　うはざしぶくろ　上刺し袋
　　　こきいろ　濃き色　　　　　　　そめいろ　蘇迷慮　　　　　　　くそぷくろ　糞袋

　やまぶきいろ　山吹色　　　　　　　　　　やいろ　矢色　　　　　　　　　づだぶくろ　頭陀袋

　すすたけいろ　煤竹色　　　　　　　　おりいろ　織り色　　　　　　　もみちぷくろ　紅葉袋

　　まけいろ　負け色　　　　　　　　　くりいろ　栗色　　　　　　　　かはぶくろ　革袋

　　ちくさいろ　千草色　　　　　　　　ねりいろ　練り色　　　　　　　きりはふくろ　錐は嚢

　　とくさいろ　木賊色　　　　　　　　　るりいろ　瑠璃色　　　　　　うちがひぷくろ　打ち飼ひ袋

　つゆくさいろ　露草色　　　　　　　　　みるいろ　海松色　　　　　　　にほひぶくろ　匂ひ袋

　　かうじいろ　柑子色　　　　　　　　　いろいろ　色色　　　　　　　　　　ふぶくろ　文袋

　くちなしいろ　楯子色　　　　　　　　　あをいろ　青色　　　　　　　　こらへぷくろ　堪へ袋

　うっぷしいろ　空五倍子色　　　　　じふもんいろ　十文色　　　　　　　かがみぷくろ　鏡袋

　　ゆるしいろ　許し色　　　　　　　　しをんいろ　紫苑色　　　　　　はながみぷくろ　鼻紙袋

　　　うすいろ　薄色　　　　　　　　　　うろ　有漏　　　　　　　　ぐみぷくろ　茱萸袋

　　はねずいろ　はねず色　　　　　　　　　うろ　雨露　　　　　　　　　ゆみぷくろ　弓袋

　　かぞいろ　父母　　　　　　　　　　かうろ　香炉　　　　　　　　　ちゃぷくろ　茶袋

　　かたいろ　片色　　　　　　　　　えがうろ　柄香炉　　　　　　　　　ゆぷくろ　弓袋

　　はなだいろ　標色　　　　　　　　　　さうろ　草麿　　　　　　　　すりぷくろ　麓袋

　　ひはだいろ　檜皮色　　　　　　　　　つうろ　通路　　　　　　　　　はりぷくろ　針袋

　　　ぢいろ　地色　　　　　　　　　　とうろ　燈籠　　　　　　　　つるぷくろ　弦袋

　　かちいろ　褐色　　　　　　　　　しゃうろ　正路　　　　　　　　　ゑぷくろ　餌袋

　ふたついろ　二つ色　　　　　　　　　うろうろ　（副）　　　　　　　　ちゑぷくろ　知恵袋

　　はついろ　初色　　　　　　　　　くわうろ　黄櫨　　　　　　　　だんぷくろ　駄荷袋

　やまばという　山鳩色　　　　　　　　　　　おろ一（接頭）　　　　　　　　いれぼくろ　入れ黒子

　おなんどいろ　御納戸色　　　　　　　　おろおろ　（副）　　　　　　　　　つまぐろ　端黒

　　はないろ　花色　　　　　　　　　　さかろ　逆櫓　　　　　　　　　すみぐろ　墨黒

　　をぱないろ　尾花色　　　　　　　　　えきろ　駅路　　　　　　　　　　むくろ　躯

　　いはぬいろ　言はぬ色　　　　　　　　ぢきろ　直慮　　　　　　　　かたむくろ　堅躯

　　あかねいろ　茜色　　　　　　　　きろきろ　（副）　　　　　　　ひとむくろ　（名）

　なげきのいろ　歎きの色　　　　　　　ぎろぎろ　（副）　　　　　　　　　めぐろ　目黒

なつむしのいろ夏虫の色　　　　 くろ畔　　　　　まゆぐろ眉黒
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　　　かけろ　（感）　　　　　　　　　ねこころ　根心　　　　　　　ざふしきどころ　雑色所

　　　　　ころ　頃　　　　　　　　　　ねこころ　寝心　　　　　　おくつきところ　奥っ城処

　　　　　ころ　子ろ　　　　　　　あきのこころ　秋の心　　　　　めしつぎどころ　召次所

　　　ちかごろ　近頃　　　　　　　いけのこころ　池の心　　　　　　ごふくどころ　御服所

　　　なかごろ　中頃　　　　　　　そこのこころ　底の心　　　　　　しつけどころ　仕付け所

　　　さきごろ　先頃　　　　　　　　　とのこころ　殿心　　　　　　　おほやけどころ　公所

　　　つきごろ　月頃　　　　　　　ことのこころ　事の心　　　　　　はるけどころ　晴るけ所

　　　　けころ　蹴転　　　　　　　　はなのこころ　花の心　　　　　　　かしこどころ　賢所

　　　　こころ　心　　　　　　　　　もののこころ　物の心　　　　　　　　そこどころ　其処処

　　　いこころ　医心　　　　　　　　たびのこころ　旅の心　　　　　　　はたごどころ　旅籠所

　　おいこころ　老い心　　　　　　はるのこころ　春の心　　　　　　ないしどころ　内侍所

こしゃうこころ　後生心　　　　　　　わらはこころ　童心　　　　　　　みつしどころ　御厨子所

むじゃうこころ　無常心　　　　　　　さとびこころ　僅び心　　　　　　　きふじどころ　急死所

　　あがこころ　吾が心（枕）　　　わたらひごころ　渡らひ心　　　　　なほしどころ　直し所

　みそかごころ　密か心　　　　　　　ひとへこころ　偏心　　　　　　　おましどころ　御座し所

　　ひがこころ　僻心　　　　　　　　　なまこころ　生心　　　　　　いでましどころ　いでまし．処

　　ほかごころ　外心　　　　　　　このかみこころ　兄心　　　　　　たのもしどころ　頼もし所

　　　きこころ　着心　　　　　　　このみこころ　好み心　　　　　けびゐしどころ　検非違使所

　あかきこころ　赤き心　　　　　　　　きもこころ　肝心　　　　　　　みやすどころ　御息所

　　すきこころ　好き心　　　　　　　　よごころ　世心　　　　　　　　　たどころ　田荘

　　まきこころ　蒔き心　　　　　　　　からこころ　漢心　　　　　　　おうたどころ　御歌所

　　わきこころ　脇心　　　　　　　さかしらこころ　賢しら心　　　　おほうたどころ　大歌所

あやにくこころ　あやにく心　　　　　ひじりごζろ　聖心　　　　　　　あしたどころ　朝所

　やたけこころ　弥猛心　　　　　　ひたぶるこころ　直心　　　　　　かうみたところ　斯う見たところ

うちっけこころ　うちつけ心　　　　　うかれこころ　浮かれ心　　　　たきぐちどころ　滝口所

　あだしこころ　徒し心　　　　　　わざくれこころ　わざくれ心　　　　　こせちどころ　五節所

　うっしごζろ　現し心　　　　　　ざれこころ戯れ心　　　　　　たちどころ立ち所
　おなじこころ　同じ心　　　　　　　こころこころ　心心　　　　　　　　　まちどころ　町所

よしなしごころ　由無し心　　　　　すずろこころ　漫ろ心　　　　　しんもつどころ　進物所

　えびすごころ　夷心　　　　　　　　そぞろこころ　漫ろ心　　　　　　　あとところ　跡所

　　あだこころ　徒心　　　　　　　　　もろこころ　諸心　　　　　　　　いとどころ　糸所

　　うたこころ　歌心　　　　　　　　　　をこころ　雄心　　　　　　　くらうどどころ　蔵人所

　　かたこころ　片心　　　　　　　　　　しころ　鍾　　　　　　　　　ことどころ　異処

　　したこころ　下心　　　　　　　　　としごろ　年頃　　　　　　　　ひとところ　一所

　　ふたこころ　二心　　　　　　　　いにしころ　往にしころ　　　　　　などころ　名所

　　しづこころ　静心　　　　　　　ひともしごろ　火点し頃　　　　　をんなどころ　女所

　うっつこころ　現心　　　　　　　　さつき乙ろ　先つ頃　　　　　　　くにどころ　国所

　　みつこころ　水心　　　　　　　　　　ところ　所（名）　　　　　　　　ねどころ　根所

　　だてこころ　伊達心　　　　　　　　　一ところ　所（助数）　　　　　　　ねどころ　寝所

　へだてこころ　隔て心　　　　　　　　　とζろ　野老　　　　　　ふたいのところ　不退の所

　　　とこころ　利心　　　　　　ぜんせいどころ　全盛所　　　　　　いちのところ　一の所

　　ことこころ　異心　　　　　　　みだいどころ　御台所　　　　　よそものどころ　装物所

　　ひとこころ　人心　　　　　　　かみだいどころ　上台所　　　　　　いくはどころ　的所

　やまとこころ　大和心　　　　あまみだいどころ　尼御台所　　　　くさかひどころ　草飼ひ所

　をさなごころ　幼心　　　　　　　しもだいどころ　下台所　　　　　　　たびどころ　旅所

　　たなごζろ　掌　　　　　　　こんでいどころ　健児所　　　　　　しのびどころ　忍び所

　　はなごころ　花心　　　　　　あくしゃうどζろ　悪性所　　　　　さぷらひどζろ　侍所

ひとはなごころ　一花心　　　　　　　ちゃうどころ　町所　　　　　　さむらひどころ　侍所

　　ふなごころ　船心　　　　　　　　　わかどころ　和歌所　　　　　　　　ふところ　懐

　をんなごころ　女心　　　　　　　　　おきどころ　置き処　　　　　　　したぷところ　下懐

　　なにごころ　何心　　　　　　　　　ききどころ　聞き所　　　　　　　うちぷところ　内懐
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　　　あとふところ　後懐　　　　　　　　　　なごろ　余波　　　　　　　　　みとしろ　御戸代

　　　やまふところ　山懐　　　　　　　　つきのころ　月のころ　　　　　　　もとじろ　本白

　　　　いへどころ　家所　　　　　　　　このごろ　此の頃　　　　　　　　はなじろ　鼻白

　かたたがへどころ　方違へ所　　　　としのこのころ　年のこのころ　　　　　みなしろ　御名代

　　　つかへどころ　仕へ所　　　　　　　いへのころ　家ρ子う　　　　　　　　ねじろ　根城

　みやつかへどころ　宮仕へ所　　　　　　　ゑのころ　狗児ろ　　　　　　　　　のしろ　箆代

　　　　おほどころ　大所　　　　　　　　　　ひごろ　日頃　　　　　　　　　みのしろ・身の代

　　　　　まどころ　政所　　　　　　　　　ねむころ　懇　　　　　　　　　つめのしろ　詰めの城

　　　　　まど乙ろ　間所　　　　　　　　　　もころ　如　　　　　　　　　　ものしろ　物実

　　　ひとまどころ　一間所　　　　　　　　ねもころ　懇　　　　　　　　　　いはしろ　岩代

　　　　　みどころ　見所　　　　　　　　　　やごろ　矢頃　　　　　　　　　　なはしろ　苗代・

いっちゃうみところ　一丁三所　　　　　　　　　よごろ　夜頃　　　　　　　　　　ははしろ　母代

　　　　すみどころ　住み所　　　　　　　　ころころ　（感）　　　　　　　　　　ひしろ　樋代

　　　やすみどころ　休み所　　　　　　　　ごろごろ　（名）　　　　　　　　　あひじろ　間白

　　　たのみどころ　頼み所　　　　　　けのごろごろ　日のころころ　　　　　みひしろ　御樋代

　　　　きめどころ　決め所　　　　　　ねもころころ　懇ごろ　　　　　　　　かべしろ　壁代

　　　つくもどころ　作物所　　　　　　　　すんころ　寸頃　　　　　　　　　やましろ　山城

　　　　　やどころ　矢所　　　　　　　かんにんごろ　堪忍頃　　　　　　　　　やまじろ　山城

　　　むしゃどころ　武者所　　　　　　　　　ねんごろ　懇　　　　　　　　　ひらやまじろ　平山城

　　　　ちゃどころ　茶所　　　　　　　なんばんゴロ　南蛮呉組　　　　　　　　むしろ　莚

　　　　みやどころ　宮処　　　　　　　　ちゃんころ　（名）　　　　　　　たかむしろ　箪

　　とつみやどころ　外つ宮所　　　　　　　　　ござろ　御座う　　　　　　　　ながむしろ　長莚．

　　おほみやどころ大宮処　　　　　しろ代　　　　 こけむしろ苔錘
　　ないじゅどころ　内竪所　　　　　　　　　あじろ　網代　　　　　　　　　さむしろ　狭莚

　　　　きよどころ　清所　　　　　　　　　かいしろ　垣代　　　　　　　　　くさむしろ　草錘

　　　おきよどころ　御清所　　　　　　　　　　うしろ　後ろ　　　　　　　　　さしむしろ　差し莚

　　　こしょどころ　御書所　　　　　　　いなうしろ　（枕）　　　　　　　　やすむしろ　安席

いっぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　しはうじろ　四方白　　　　　　　もみちむしろ　紅葉席

　んのこしょどころ　一本の御書所　　　　ちゅうじろ　中白　　　　　　　　こもちむしろ　子持ち莚

　　　　ありどころ　在り処　　　　　　　ないがしろ　蔑　　　　　　　　　いなむしろ　稲莚

　　　かかりどころ　掛かり所　　　　　　　つきしろ　月白　　　　　　　　　はなむしろ　花莚

　　　　とりどころ　取り所　　　　　　　　つきしろ　月代　　　　　　　こけのむしろ　苔の莚

　　こどねりどころ　小舎人所　　　　　　　わきじろ　脇城　　　　　　　　くさのむしろ　草の莚

　こころやりどころ　心遣り所　　　　　　　　くしろ　釧　　　　　　　　　のりのむしろ　法の莚

　　　　よりどころ　拠り所　　　　　　　さくくしろ　折釧（枕）　　　　　はりのむしろ　針の席

　　　　しるところ　知る所　　　　　　　ししくしろ　宍釧（枕）　　　　　　うはむしろ　表莚

　　せんずるところ　詮ずる所　　　　　　たまくしろ　玉釧　　　　　　　　あひむしろ　相錘

　　　まぎれどころ　紛れ所　　　　しねがなめくじろ　死ねがな目　　　　てしまむしろ　豊島錘

　　　　いうどころ　色所　　　　　　　　　　　　　　　　くじろ　　　　いつもむしろ　出雲莚

　　　とζうどころ　所所　　　　　　　　　つけじろ　付け城　　　　　　　あやむしろ　綾莚

　　　とのゐどころ　宿直所　　　　　　　　　こしろ　子代　　　　　　　　はりむしろ　張り莚

　　　　　ゑどころ　絵所　　　　　　　　　みこしろ　御子代　　　　　　　　　ゑむしろ　絵莚

　　　　かんどころ　勘所　　　　　　　　　あししろ　足代　　　　　　　　　　めしろ　目代

　　みやすんどころ　御息所　　　　　　　　すずしろ　清白　　　　　　　　　おもしろ　面白

おほみやすんどころ大御息所　　　 すずしろ看　　　　　 やしろ社
　　あいたんどころ　朝所　　　　　　　　　えだじろ　枝城　　　　　　　　　　おやしろ　親代

　　だいばんどころ　台盤所　　　　　　　　かたしろ　形代　　　　　　　　すぎやしろ　杉社

　　　　まんどζろ　政所　　　　　　　　やかたじろ　屋形城　　　　　　　くにつやしろ　国つ社

　きたのまんどころ　北の政所　　　　　　　　ぢしろ　地白　　　　　　　あまつやしろ　天つ社

おほきたのまんどころ　大北の政所　　　　　　よつじろ　四つ白　　　　　　　うちのやしろ　氏の社

　　おほまんどころ　大政所　　　　　　　　　でじろ　出城　　　　　　　ななのやしろ　七の社
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　　　　かはやしろ　川社　　　　　　　　　　やひろ　八尋　　　　　　　　うるしむろ　漆室

　　　　おほやしろ　大社　　　　　　　　　　すゑひろ　末広　　　　　　　　　　うつむろ　無戸室

　　　　　うらじろ　裏白　　　　　　　　　　ふろ　風炉　　　　　　　　　ひむろ　氷室

きつねの乙はつらじろ　狐の子は頬白　　　　　　　ふろ　降ろ　　　　　　　　　にひむろ　新室

　　　　　ひらじろ　平城　　　　　　　　　すいふろ　水風呂　　　　　　　　　みむろ　御室

　　　　　たうしろ　太郎四郎　　　　　　　　かぶろ　禿　　　　　　　　　　おもむろ　徐う

　　　　みつゑしろ　御杖代　　　　　　　サラサかぶろ　更紗禿　　　　　　　　　こめろ　小女郎

　　　　　　すずろ　漫ろ　　　　　　ひっこみかぶろ　引っ込み禿　　　　　　めろめろ　（副）

　　　　　　　せろ　夫ろ　　　　　　　　　いしぶろ　石風呂　　　　　　　　　もろ一諸

　　　　　　　せろ　（動命令）　　　　　　　たちぶろ　立ち風呂　　　　　　　　いもろ　妹ろ

　　　　　　一そろ候　　　　 しまひぶろ仕舞ひ風呂　　 なみだもろ涙もろ
　　　　　ようそろ　好う候　　　　　　　　なまぶろ　生風呂　　　　　　　　一なもろ　（連語）

　　　　　　おそろ　恐う　　　　　　　　　とめぶろ　留め風呂　　　　　　　　みもろ　御もろ

　　　　　せきそろ　節季候　　　　　　　うきよぶろ　浮世風呂　　　　　　　もろもろ　諸諸

　　　　せっきそろ　節季候　　　　　　　くすりぶろ　薬風炉　　　　　　　かごやろ　駕籠遣う

　　　そろべくそろ　候可く候　　　　　　　ざくろぶろ　石榴風呂　　　　　　　　そよう　（副）

　　　　　　こそろ　（副）　　　　　　　　　すゑぶろ　据ゑ風呂　　　　　　かべちょろ　壁著羅

　　　　　　すそろ　漫ろ　　　　　　　　　がんぶろ　雁風呂　　　　　　　　　からろ　空旛

　　　まゐらせそろ　参らせ候　　　　　　たんぜんぶろ　丹前風呂　　　　　　　　はらろ　張らう

　　　　　　そぞろ　漫ろ　　　　　　　　　　へろ　辺ろ　　　　　　　　　　くろう　枢

　　　　　　もそろ　醜　　　　　　　　よこやまへろ　横山辺ろ　　　　　　　　ほろう　（副）

　　　　　　をそろ　（名）　　　　　　　　　　　ほろ　母衣　　　　　　　　　　　わろ　和郎

　　　　　　うつろ　空　　　　　　　　　　　ほろ　保呂　　　　　　　　　　わろ　我ろ

　　　　　　おどろ棘　　　　　 ほろ（形動）　　　　くわろ火炉
　　　　　　しどう　（形動）　　　　　　　　　　ぼろ　梵論　　　　　　　　　ちくわろ　地火炉

　　　　　うすどう　（名）　　　　　　　　　　おぼろ　瀧　　　　　　　　　　なまわろ　生悪

　　　たどうたどう　（名）　　　　　　　おぼろおぽろ　（副）　　　　　　　　　　をろ　尾う

　　　　　　とどろ　轟　　　　　　　　　　そぼろ　（形動）　　　　　　　　　をろ　緒う

　　　とどろとどろ　轟轟　　　　　　　　　いはほろ　巌ろ　　　　　　　こをろこをろ　（副）

　　　　　　ほどう　（名）　　　　　　　　　まへほろ　前幌　　　　　　　こころのをろ　心の緒ろ

　　　　　　ほどう（名）　　　　　よほろ丁　　　　　かんろ甘露
　　　　　　ほどう　（形動）　　　　　　　　　よぼろ　眉　　　　　　　　　　　くんろ　薫炉

　　　　よのほどう　夜のほどう　　　　　　　えよほろ　役丁　　　　　　　　　　へんろ　遍路

　　　ほどうほどう　（形動）　　　　　　かみつよほろ　上つ丁

　　　しどろもどろ　（形動）　　　　　　すけのよほろ　助の丁

　　　　　とろとろ　（副）　　　　　　　　　くろぼろ　黒母衣

　　　　　ビードロ　（名）　　　　　　　　　ほろほろ　（副）

　　　　　いもなろ　妹なろ　　　　　　　　ぽろぽろ　（名）

　　　　　　　ねろ　嶺う　　　　　　　　　　　まろ　円

　　　　　あをねろ　青嶺う　　　　　　　　　　まろ　麻呂（代名）

　　　　　　　のろ　野ろ　　　　　　　　　一まろ　麻呂（接尾）

　　　　　おほのろ　大野ろ　　　　　いねっきこまろ　稲春き子麿

　　　　　うんのろ　（名）　　　　　　　　いなごまろ　稲子麿

　　　　　　いはろ　家う　　　　　　　　　かままろ　鎌麻呂

　　　　　はろはろ　遙遙　　　　　　　　さるまろ　猿丸

　　　　　　　ひろ　日ろ　　　　　　　　　　むろ　室

　　　　　　　ひろ　尋　　　　　　　　　　　　むろ　無漏

　　　　　　ちひろ　千尋　　　　　　　　じっさうむろ　実相無漏

　　　　　　はびろ　葉広　　　　　　　　　　　おむろ　御室

　　　　　はばびろ　幅広　　　　　　　　　　かむろ　禿

　　　　　まへびろ　前広　　　　　　　　　きりかむろ　切り禿


